
【表紙】
 

【提出書類】 有価証券報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2026年３月19日

【事業年度】 第112期（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

【会社名】 株式会社キッツ

【英訳名】 KITZ CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表執行役社長　河野　誠

【本店の所在の場所】 東京都港区東新橋一丁目９番１号　東京汐留ビルディング

【電話番号】 （０３）５５６８－９２６０

【事務連絡者氏名】 コーポレートファイナンス本部長　別所　研一

【最寄りの連絡場所】 東京都港区東新橋一丁目９番１号　東京汐留ビルディング

【電話番号】 （０３）５５６８－９２６０

【事務連絡者氏名】 コーポレートファイナンス本部長　別所　研一

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

  1/196



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第108期 第109期 第110期 第111期 第112期

決算年月 2021年12月 2022年12月 2023年12月 2024年12月 2025年12月

売上高 (百万円) 135,790 159,914 166,941 172,042 176,682

経常利益 (百万円) 8,975 12,045 14,452 15,276 16,071

親会社株主に帰属する当期

純利益
(百万円) 4,954 8,549 10,591 11,824 11,465

包括利益 (百万円) 7,384 12,163 14,538 14,517 14,285

純資産額 (百万円) 81,253 91,042 102,207 109,809 119,790

総資産額 (百万円) 143,419 152,569 166,693 172,406 184,325

１株当たり純資産額 (円) 896.55 1,002.69 1,124.39 1,246.16 1,358.57

１株当たり当期純利益 (円) 55.26 95.35 118.07 132.64 131.85

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
(円) － 95.32 － － －

自己資本比率 (％) 56.0 59.0 60.5 62.9 64.1

自己資本利益率 (％) 6.4 10.0 11.1 11.3 10.1

株価収益率 (倍) 12.9 8.3 10.2 8.6 13.2

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
(百万円) 8,280 8,541 16,007 18,559 13,634

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
(百万円) △3,236 △7,471 △7,407 △7,836 △10,286

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
(百万円) △11,527 △5,567 △5,189 △9,907 △6,066

現金及び現金同等物の期末

残高
(百万円) 27,658 24,076 28,398 30,440 28,054

従業員数
(人)

5,153 5,352 5,382 5,415 5,469

[外、平均臨時雇用者数] [603] [628] [688] [702] [681]

　（注）１．第108期、第110期、第111期及び第112期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２．当社は、「役員報酬BIP信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式については、連結財務諸表に

おいて自己株式として計上しております。このため、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計

算において当該株式数を控除する自己株式に含めるとともに、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株

式総数の計算において当該株式数を控除する自己株式に含めております。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第109期の期首から適用して

おり、第109期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となってお

ります。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第108期 第109期 第110期 第111期 第112期

決算年月 2021年12月 2022年12月 2023年12月 2024年12月 2025年12月

売上高 (百万円) 60,041 69,338 72,169 72,591 79,929

経常利益 (百万円) 5,015 4,657 7,251 7,958 8,853

当期純利益 (百万円) 2,662 4,120 6,957 7,628 8,982

資本金 (百万円) 21,207 21,207 21,207 21,207 21,207

発行済株式総数 (株) 90,396,511 90,396,511 90,396,511 87,565,611 87,565,611

純資産額 (百万円) 53,584 55,645 59,616 59,996 64,986

総資産額 (百万円) 110,065 107,706 111,108 113,777 115,878

１株当たり純資産額 (円) 597.75 620.13 664.50 689.80 747.21

１株当たり配当額
(円)

20.00 33.00 41.00 46.00 53.00

(うち１株当たり中間配当額) (9.00) (15.00) (18.00) (19.00) (21.00)

１株当たり当期純利益 (円) 29.70 45.95 77.56 85.57 103.30

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
(円) － 45.94 － － －

自己資本比率 (％) 48.7 51.6 53.7 52.7 56.1

自己資本利益率 (％) 5.0 7.5 12.1 12.8 14.4

株価収益率 (倍) 24.0 17.2 15.5 13.3 16.8

配当性向 (％) 67.3 71.8 52.9 53.8 51.3

従業員数 (人) 1,396 1,422 1,443 1,461 1,510

［外、平均臨時雇用者数］  [226] [217] [232] [235] [214]

株主総利回り （％） 116.7 134.3 207.3 203.7 308.1

（比較指標：配当込み

TOPIX）
（％） (112.7) (110.0) (141.1) (169.9) (213.2)

最高株価 (円) 893 916 1,207 1,398 1,795

最低株価 （円） 563 604 762 880 938

　（注）１．第108期、第110期、第111期及び第112期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２．当社は、「役員報酬BIP信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式については、財務諸表におい

て自己株式として計上しております。このため、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算に

おいて当該株式数を控除する自己株式に含めるとともに、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総

数の計算において当該株式数を控除する自己株式に含めております。

３．最高株価及び最低株価は、2022年４月４日より東京証券取引所（プライム市場）におけるものであり、それ

以前は東京証券取引（市場第一部）におけるものであります。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第109期の期首から適用して

おり、第109期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となってお

ります。

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

  3/196



２【沿革】

　当社は、1944年７月１日に不二家航空電機株式会社として、東京都中央区に設立され、1945年10月には商号を不二

家電機株式会社に変更し、1961年10月には株式を東京証券取引所市場第二部に上場しました。

　1977年３月31日、工業用バルブの製造販売を事業とする株式会社北沢バルブ（1951年１月26日に東京都北区に資本

金350万円をもって、株式会社北澤製作所の商号で設立）と合併し、同時に商号を株式会社北沢バルブに変更すると

共に、不二家電機株式会社の合併前の営業の全部を第三者に譲渡したことにより、合併前の株式会社北沢バルブが実

質上の存続会社となりましたが、その主な変遷は次の通りであります。

1951年１月 各種バルブの製造及び販売を目的とし、東京都北区に株式会社北澤製作所として設立した。

1951年４月 山梨県北巨摩郡（現 山梨県北杜市）長坂町に長坂工場を建設し、青銅バルブの生産を開始した。

1962年９月 商号を株式会社北澤バルブに変更した。

1970年11月 ステンレスの専門鋳造工場及び工作機械工場が完成し、ステンレスバルブの一貫生産体制を確立した。

1972年10月 株式会社東洋金属諏訪工場を買収し、当社の諏訪工場として、新たに各種黄銅棒の生産に着手した。

1973年８月 長野県伊那市に伊那工場を建設、鋳鉄バルブの専門一貫生産工場として操業を開始した。

1974年１月 諏訪工場の黄銅棒生産部門を分離し、株式会社東洋金属に譲渡した。

1975年11月 商号を株式会社北沢バルブに変更した。

1977年３月 東京証券取引所市場第二部上場の不二家電機株式会社と合併し、同時に、当社株式は合併により同市場

に追加上場された。

1981年６月 英文社名をKITZ CORPORATIONに変更した。

1982年６月 伊那工場に鋳鋼鋳造工場が完成、操業を開始し、鋳鋼バルブの一貫生産体制を確立した。

1984年９月 東京証券取引所市場第一部へ指定された。

1984年12月 米国にバルブの販売子会社、KITZ Corp. of Americaを設立した。

1985年３月 台湾にバルブの生産子会社、台湾北澤股份有限公司（2025年６月に台湾開滋股份有限公司に商号を変

更）を設立した。

1986年６月 株式会社ホテル紅やの株式を取得し、子会社とした。

1988年９月 タイにバルブの生産子会社、KITZ (Thailand) Ltd.を設立した。

1991年４月 子会社の株式会社東洋金属を吸収合併し、伸銅品事業を承継した。

1991年６月 スペインのバルブ製造販売会社、ISO VITRIFICADOS S.A.（現 KITZ Corp. of Europe, S.A.）の株式を

取得し、子会社とした。

1992年10月 本店を千葉市美浜区中瀬に移転するとともに、商号を株式会社キッツに変更した。

1995年８月 水道用バルブの製造販売を業とする株式会社清水合金製作所（2025年４月に株式会社キッツエスジーエ

スに商号を変更）の株式を取得し、子会社とした。

1999年８月 バルブの製造販売を業とする三吉バルブ株式会社の株式を取得し、子会社とした。

2001年11月 子会社の株式会社キッツジョイントツール（現 株式会社キッツエスシーティー）が、旧 株式会社ベン

カングループより半導体製造装置関連事業を譲り受けた。

2002年１月 中国にバルブの生産子会社、北澤精密機械(昆山)有限公司（2025年４月に開滋精密機械(昆山)有限公司

に商号を変更）を設立した。

2003年２月 中国にバルブ等の仕入販売子会社、上海開滋国際貿易有限公司（現 開滋流体控制(上海)有限公司）を設

立した。

2003年９月 中国にバルブの生産子会社、北澤閥門(昆山)有限公司（2025年５月に開滋閥門(昆山)有限公司に商号を

変更）を設立した。

2004年１月 中国に半導体製造装置用配管部材の生産子会社、北澤半導体閥門(昆山)有限公司（2025年６月に開滋半

導体器件(昆山)有限公司に商号を変更）を設立した。

2004年３月 子会社の株式会社キッツマテリアル（東洋バルヴ株式会社として2025年１月に吸収合併により消滅）

が、旧 東洋バルヴ株式会社のバルブ事業及び同社の100％子会社の株式会社トーバルエンジの事業を譲

り受けた。

2004年４月 分社型新設分割により株式会社キッツメタルワークス及び株式会社キッツマイクロフィルターの２社を

設立し、当社の伸銅品事業及びマイクロフィルター事業をそれぞれ承継させた。

2007年５月 中国にバルブの生産子会社、連雲港北澤精密閥門有限公司（2025年４月に連雲港開滋精密閥門有限公司

に商号を変更）を設立した。

2009年12月 ドイツのバルブ製造販売会社、Perrin GmbH（2022年１月に吸収合併により消滅）及びNord Armaturen

GmbH（現 Perrin GmbH）の株式を取得し、子会社とした。

2011年11月 シンガポールにバルブの販売子会社、KITZ Corp. of Asia Pacific Pte. Ltd.を新たに設立した。

2012年１月 吸収分割により東洋バルヴ株式会社（2025年１月に吸収合併により消滅）の製造事業を当社が承継し、

茅野工場とした。

2015年７月 子会社の株式会社キッツメタルワークスが、北東技研工業株式会社の株式を取得し、子会社とした。
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2015年11月

2018年４月

ブラジルのバルブ製造販売会社、Metalúrgica Golden Art's Ltda.の持分を取得し、子会社とした。

韓国のバルブ製造販売会社、Cephas Pipelines Corp.（現 KITZ Corp. of Korea）の株式を取得し、子

会社とした。

2022年１月 子会社の三吉バルブ株式会社を吸収合併した。

2022年１月 KITZ Europe GmbH（現 Perrin GmbH）は、Perrin GmbHを吸収合併し、商号をPerrin GmbHに変更した。

2022年４月 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所の市場第一部からプライム市場に移行し

た。

2023年３月 ベトナムにKITZ Corp. of Vietnam Co., Ltd.を新たに設立した。

2023年９月

 

2024年３月

Cephas Pipelines Corp.（現 KITZ Corp. of Korea）は、KITZ Corp. of Koreaを吸収合併し、商号を

KITZ Corp. of Koreaに変更した。

指名委員会等設置会社に移行した。

2024年６月 インドにKITZ Valve & Actuation India Private Limitedを新たに設立した。

2025年１月 子会社の東洋バルヴ株式会社を吸収合併した。

（注）開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有限公司、連雲港開滋精密閥門有限公司、開滋半導体器件(昆山)有

限公司及び開滋流体控制(上海)有限公司の各社名は中国語簡体字を含んでいるため、日本語常用漢字で代用してお

ります。
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３【事業の内容】

当社の子会社は34社ですべてを連結子会社としております。当社のグループの主な事業内容はバルブ事業、伸銅品

事業、その他であり、当該各事業区分と当社及び関係会社の関係並びにセグメントとの関連は次の通りであります。

なお、事業区分とセグメントの区分は同一であります。

事業区分 主要製品等 主要な会社

バルブ事業 青銅バルブ

鉄鋼バルブ

その他バルブ関連製品

濾過関連製品

当社、㈱キッツエスジーエス、㈱キッツエスシーティー、

㈱キッツマイクロフィルター、KITZ（Thailand）Ltd.、

台湾開滋股份有限公司、開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有

限公司、連雲港開滋精密閥門有限公司、開滋半導体器件(昆山)有限公司、

開滋流体控制(上海)有限公司、KITZ Corp. of Asia Pacific Pte.Ltd.、

KITZ Corp. of America、Metalúrgica Golden Art's Ltda.、KITZ Corp.

of Europe, S.A.、Perrin GmbH、KITZ Corp. of Korea、KITZ Corp. of

Vietnam Co., Ltd.、KITZ Valve & Actuation India Private Limited

他13社                                      （会社総数　計32社）

伸銅品事業 伸銅品、伸銅加工品 ㈱キッツメタルワークス、北東技研工業㈱      （会社総数　計２社）

その他 ホテル及びレストラン 当社、㈱ホテル紅や　　　　　　　　　　　　　 （会社総数　計２社）

（注）１．東洋バルヴ㈱は、2025年１月１日付で当社を存続会社、東洋バルヴ㈱を消滅会社とする吸収合併により消

滅しております。

２．㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。

３．台湾北澤股份有限公司は、2025年６月17日付で台湾開滋股份有限公司に商号を変更しております。

４．北澤精密機械(昆山)有限公司は、2025年４月３日付で開滋精密機械(昆山)有限公司に商号を変更しており

ます。

５．北澤閥門(昆山)有限公司は、2025年５月21日付で開滋閥門(昆山)有限公司に商号を変更しております。

６．連雲港北澤精密閥門有限公司は、2025年４月25日付で連雲港開滋精密閥門有限公司に商号を変更しており

ます。

７．北澤半導体閥門(昆山)有限公司は、2025年６月18日付で開滋半導体器件(昆山)有限公司に商号を変更して

おります。

８．開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有限公司、連雲港開滋精密閥門有限公司、開滋半導体器件

(昆山)有限公司及び開滋流体控制(上海)有限公司の各社名は中国語簡体字を含んでいるため、日本語常用

漢字で代用しております。

９．「伸銅品事業」は、2026年１月１日より「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更しており

ます。
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　当社のグループの中核となるバルブ事業及び伸銅品事業に係る企業集団の概要図は次の通りであります。
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４【関係会社の状況】

連結子会社

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な
事業の内容

議決権
の所有
割合
(％)

うち
間接
(％)

役員
の兼任
（名）

資金
援助等
（注）15

営業取引

㈱キッツエスジーエス

（注）６
滋賀県彦根市 90 バルブ事業 100 － 2 借入金

当社に製品を販売

当社より原材料を購入

㈱キッツ

エスシーティー

（注）４、７

東京都港区 300 バルブ事業 100 － 5
貸付金

借入金

当社に製品を販売

当社より製品を購入

㈱キッツマイクロ

フィルター
長野県茅野市 90 バルブ事業 100 － 4 貸付金

当社に製品を販売

当社より原材料を購入

KITZ Corp. of

America （注）１

Stafford,

Texas,U.S.A

千米ドル

3,000
バルブ事業 100 － 3 貸付金 当社より製品を購入

台湾開滋股份有限公司

（注）１、８
台湾高雄市

百万台湾元

200
バルブ事業 100 － － 借入金

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

当社より原材料を購入

KITZ (Thailand) Ltd.

（注）１

Samutprakarn,

Thailand

百万タイ

バーツ

503

バルブ事業 92 － 1 －

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

当社より原材料を購入

開滋精密機械(昆山)

有限公司

（注）９、13

中国江蘇省

昆山市

百万中国元

62
バルブ事業 100 100 － － 当社より部品を購入

開滋閥門(昆山)

有限公司

（注）10、13

中国江蘇省

昆山市

百万中国元

49
バルブ事業 100 － 1 －

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

当社より製品を購入

連雲港開滋精密閥門

有限公司

（注）11、13

中国江蘇省

連雲港市

百万中国元

42
バルブ事業 100 － － －

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

開滋半導体器件(昆山)

有限公司

（注）12、13

中国江蘇省

昆山市

百万中国元

22
バルブ事業 100 100 1 － －

開滋流体控制(上海)

有限公司

（注）13

中国上海市
百万中国元

10
バルブ事業 100 － 4 借入金

当社に製品を販売

当社より製品を購入

(仲介貿易を含む)

KITZ Corp. of

Europe, S.A.

Barcelona,

Spain

千ユーロ

421
バルブ事業 100 － 2 貸付金

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

当社より部品を購入

Perrin GmbH
Nidderau,

Germany

千ユーロ

500
バルブ事業 100 － 2

貸付金

借入金

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

KITZ Corp. of Asia

Pacific Pte. Ltd.
Singapore

千米ドル

11,142
バルブ事業 100 － 3 借入金

当社より製品を購入

(仲介貿易を含む)

Metalúrgica

Golden Art's Ltda.

Rio Grande

do Sul

Brazil

千ブラジル

レアル

64,000

バルブ事業 100 － － 保証債務 当社より製品を購入

KITZ Corp. of Korea
韓国

釜山広域市

百万韓国

ウォン

2,911

バルブ事業 100 － 2 保証債務

当社に製品を販売

当社より製品を購入

(仲介貿易を含む)

KITZ Corp. of

Vietnam Co., Ltd.

（注）１、14

ベトナム社会主

義共和国

フート省

百億ベトナム

ドン

116

バルブ事業 100 － 1
貸付金

保証債務

当社に製品を販売

(仲介貿易を含む)

当社より製品を購入

KITZ Valve &

Actuation India

Private Limited

インド共和国

マハーラーシュ

トラ州

ムンバイ市

百万インドル

ピー

90

バルブ事業 100 1 2 － －

㈱キッツメタル

ワークス

（注）１、４

長野県茅野市 2,240 伸銅品事業 100 － 2 貸付金
当社に伸銅製品を販売

当社より原材料を購入

㈱ホテル紅や 長野県諏訪市 50 その他 100 － 1 借入金 当社より製品を購入

その他14社         
 
（注）１．特定子会社に該当しております。

２．上記連結子会社のうち、有価証券届出書または有価証券報告書を提出している会社はありません。
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３．「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております。なお、「伸銅品事業」は、2026年１

月１日より「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更しております。

４．㈱キッツメタルワークス及び㈱キッツエスシーティーについては売上高（連結会社間の内部売上高を除く）

の連結売上高に占める割合が10％を超えております。主要な損益情報等は以下の通りであります。

 主要な損益情報等（百万円）

 売上高 経常利益 当期純利益 純資産額 総資産額

 ㈱キッツメタルワークス 33,951 693 465 9,270 18,235

 ㈱キッツエスシーティー 21,850 3,224 2,332 12,250 16,117

５．東洋バルヴ㈱は、2025年１月１日付で当社を存続会社、東洋バルヴ㈱を消滅会社とする吸収合併により消滅

しております。

６．㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。

７．㈱キッツエスシーティーは、2025年９月に東京都大田区から東京都港区に本社を移転しております。

８．台湾北澤股份有限公司は、2025年６月17日付で台湾開滋股份有限公司に商号を変更しております。

９．北澤精密機械(昆山)有限公司は、2025年４月３日付で開滋精密機械(昆山)有限公司に商号を変更しておりま

す。

10．北澤閥門(昆山)有限公司は、2025年５月21日付で開滋閥門(昆山)有限公司に商号を変更しております。

11．連雲港北澤精密閥門有限公司は、2025年４月25日付で連雲港開滋精密閥門有限公司に商号を変更しておりま

す。

12．北澤半導体閥門(昆山)有限公司は、2025年６月18日付で開滋半導体器件(昆山)有限公司に商号を変更してお

ります。

13．開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有限公司、連雲港開滋精密閥門有限公司、開滋半導体器件

(昆山)有限公司及び開滋流体控制(上海)有限公司の各社名は中国語簡体字を含んでいるため、日本語常用漢

字で代用しております。

14．KITZ Corp. of Vietnam Co., Ltd.は、ベトナムにおける省の再編により住所がヴィンフック省からフート

省に変更になっております。

15．連結子会社への貸付金または連結子会社からの借入金は、主にグループ全体の資金を包括して管理するシス

テム（キャッシュ・マネジメント・システム）の資金貸借によるものであります。
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 2025年12月31日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

バルブ事業 4,978 [456]

伸銅品事業 254 [53]

その他 82 [142]

全社（共通） 155 [30]

合計 5,469 [681]

　（注）１．従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

出向者を含む）であり、臨時雇用者数は[　]内に年間の平均人員を外数で記載しております。

２．臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

３．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

(2）提出会社の状況

    2025年12月31日現在

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

1,510 [214] 40.1 14.0 6,534,525

 

セグメントの名称 従業員数（人）

バルブ事業 1,355 [184]

全社（共通） 155 [30]

合計 1,510 [214]

　（注）１．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇

用者数は[　]内に年間の平均人員を外数で記載しております。

２．臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

３．平均年間給与は基準外賃金（税込額）及び賞与を含んでいます。

４．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

 

(3）労働組合の状況

　当社の労働組合はキッツ労働組合と称し、上部団体のJAMに加盟しております。

　2025年12月31日現在における組合員数は1,271名で、労使関係は良好であります。
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(4）管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

①　提出会社

当事業年度（注）４

管理職に占める女性労働
者の割合（％）
　　　（注）１

男性労働者の育児休業取
得率（％）
　　　（注）２

労働者の男女の賃金の差異（％）
（注）３

全労働者 正規雇用労働者 パート・有期労働者

8.4 88.2 83.0 83.3 62.5

　（注）１．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出しており

ます。

２．「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規

定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成

３年労働省令第25号）第71条の６第１号における育児休業等の取得割合を算出しております。

３．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出しており

ます。なお、男女間で発生している賃金の差異については、上位役職者数が少ないこと、及び平均勤続年数

が男性より短いことが主な理由となっております。当社グループはこれを課題として認識し、引き続き、現

在注力している女性の活躍を推進し、多様性の確保を図ってまいります。

４．女性管理職比率及び男性育児休業取得率の詳細については、「第２　事業の状況　２　サステナビリティに

関する考え方及び取組　（３）人的資本・多様性」をご参照ください。

 

②　連結子会社（注）５

当事業年度（注）４

名称

管理職に占める
女性労働者の割
合（％）
　（注）１

男性労働者の育
児休業取得率
　　（％）
　（注）２

労働者の男女の賃金の差異（％）
（注）３

全労働者 正規雇用労働者
パート・有期労
働者

㈱キッツエスジーエス（注）

６
0.0 60.0 78.4 77.4 50.3

㈱キッツエスシーティー 0.0 60.0 73.1 76.8 88.6

㈱キッツマイクロフィルター 0.0 100.0 75.3 74.1 79.1

㈱キッツメタルワークス 0.0 100.0 66.2 72.3 67.1

　（注）１．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出しており

ます。また、「0.0」は管理職に女性労働者が存在していないことを示しております。

２．「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規

定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成

３年労働省令第25号）第71条の６第１号における育児休業等の取得割合を算出しております。

３．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出しており

ます。なお、男女間で発生している賃金の差異については、上位役職者数が少ないこと、及び平均勤続年数

が男性より短いことが主な理由となっております。当社グループはこれを課題として認識し、引き続き、現

在注力している女性の活躍を推進し、多様性の確保を図ってまいります。

４．女性管理職比率及び男性育児休業取得率の詳細については、「第２　事業の状況　２　サステナビリティに

関する考え方及び取組　（３）人的資本・多様性」をご参照ください。

５．連結子会社のうち、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）及び「育

児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定に

よる公表義務の対象ではない連結子会社は記載を省略しております。

６．㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

当社グループの経営方針、経営環境及び対処すべき課題等は、以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）経営方針

 

①　企業理念「キッツ宣言」

　当社は、ゆたかな地球環境と持続可能な未来を創造することが、社会に対して果たすべき使命であると考えて

います。そのために、創業以来培ってきた流体制御技術と材料開発をさらに磨き上げ、社会インフラを支え続け

てまいります。

 

②　長期経営ビジョン『Beyond New Heights 2030 「流れ」を変える』

2030年にありたい姿

テクノロジー／ソリューション

・「流す」「止める」「絞る」のあらゆるニーズに、オンリーワンの技術とユーザーの

期待を超える提案力で挑戦し続ける

コアビジネス／成長ビジネス

・情報化社会、サステナブル社会に向けて、コアビジネスの基盤を強化し、同時に

成長ビジネスへの参入を、リスクを恐れず加速させる

事業を通じた環境保全

・環境にやさしい商品・材料の開発や製造プロセスを追求し、持続可能な未来に

貢献することにより、社会から信頼される

多様な人財の活躍

・性別、年齢、国籍、文化等を超えて、社員一人ひとりがプロフェッショナルとして、

最高のパフォーマンスでいきいきと働いている

 

③　行動指針「Do it KITZ Way」

　Do it True　（誠実・真実）

　Do it Now　 （スピード・タイムリー）

　Do it New　 （創造力・チャレンジ）
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（２）経営戦略等

①　長期経営ビジョン『Beyond New Heights 2030「流れ」を変える』

　第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」を策定するに伴い、一部改訂しております。

 

１）目指す経営構造と定量目標

　2030年に向けて、コア事業を基盤とした成長領域へビジネス領域を拡張させるとともに、成長と投資収益性

を重視した両利き経営の経営構造を目指し、定量目標としてROE13％以上を掲げております。

 

２）ビジネス領域

　コア事業と成長分野で収益をあげられる両利きの経営を目指してまいります。

○デジタル化・脱炭素化を背景とした成長分野・地域への積極的リソースの投入

○投下資本収益性（ROIC）を重視した事業展開
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３）サステナビリティ経営への取り組み

　当社グループでは、長期経営ビジョンにおいて、サステナビリティ経営を経営戦略の中核に据えています。

第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」を策定するにあたり、現状の事業環境の変化や中長期的な将来予想

を踏まえ、長期経営ビジョンにおいて定めたマテリアリティの見直しを行いました。これにより、あらためて

当社グループが持続的な成長を実現するためのマテリアリティとして「デジタル社会の発展への貢献」、「地

球環境の保全への貢献」及び「進化によるゆたかな暮らしへの貢献」を定め、それらを支える経営基盤を確立

するためのマテリアリティとして「未来をひらく人財力の強化」、「持続可能なサプライチェーンの確立」及

び「攻守の効いたガバナンスの追求」を定めました。マテリアリティやKPIをグループ全体で共有し、目標達成

に向けた進捗管理を行い、グループ全社員が一丸となって事業を通じた社会課題の解決に取り組むとともに、

企業として非財務情報のパフォーマンス向上及び積極的な情報開示に努めてまいります。詳細については、

「２　サステナビリティに関する考え方及び取組」をご参照ください。

 

４）DXに向けて（Business Transformation by Digitalization）

業務革新活動との連携によるビジネス変革（BX）

□経営ビジョン実現に向け、既存事業の徹底した効率化と経営リソースの可視化・流動化を図り、顧客志向

の機動的な組織へと転換することを目指してまいります。

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

 14/196



②　第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」

１）経営基本方針

 

■当社グループを取り巻く経営環境（リスクと機会）と主要戦略（戦略と対策）

■ 経済動向・人口動態

 （リスクと機会）

 アフリカ、インド、中東などで人口増加が継続、中国、日本、欧州などでは人口減少が予想

 －中国、日本、欧州などでの労働力確保が困難に

 －日本、欧州での建築設備市場縮小

 （戦略と対策）

 ・アメリカ、ASEAN、インド、中東での事業拡大と成熟市場（日本）の守り

 ・エンジニアリング機能強化

 ・イニシャル販売情報を活用したアフタービジネス・ソリューション提供の強化

■ デジタル（DX）

 （リスクと機会）

 社会のデジタル化による半導体関連産業の活況

 －データドリブン経営により企業変革が加速

 －AIの普及と進化

 －情報関連リスクへの対策コストの増加

 －IT人財の不足

 （戦略と対策）

 ・半導体需要に対応した製品供給

 ・デジタルマーケティング・販売戦略

 ・需給予測、生産・在庫・リードタイム最適化

 ・製品統廃合（不採算製品やロングテール製品の見直し）

 ・AI活用・データドリブン経営による課題の抽出・可視化・具体化

 ・情報リスク対策の徹底
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■ グリーン（GX）

 （リスクと機会）

 環境規制強化、CO2排出量削減・資源循環要請

 －鉛レス銅合金の需要拡大

 －石油化学分野の市場縮小

 （戦略と対策）

 ・環境規制強化に対応した製品拡充

 －鉛レス銅合金、環境対応製品・他材質シフト

 －資源循環の強化

 ・水素事業・環境ソリューション事業への積極投資による事業拡大

■ 国際情勢

 （リスクと機会）

 地政学リスクの高まり

 －自国第一主義の台頭

 －高関税による採算悪化

 （戦略と対策）

 ・地域内戦略の推進、地開発・地産・地消

 ・グローバル調達ネットワーク構築

 ・ステンレス鋼製バルブ生産拠点の再編

■ 気候変動

 （リスクと機会）

 気候変動による自然災害の激甚化

 －自社拠点及び取引先の被災・休業

 （戦略と対策）

 ・BCP対策による他社との差別化

 ・持続可能サプライチェーン構築（グローバルベンダー、CSR調達）

 ・省エネ・CO2削減・生物多様性の積極推進・開示による差別化

■ ステークホルダーの要請

 （リスクと機会）

 企業価値の向上（収益性・効率性、成長性・情報開示）

 企業の持続可能性

 （戦略と対策）

 ・人財と会社の成長

 －人的資本経営・健康経営/労働安全衛生・エンゲージメント向上

 －人財の多様性確保

 ・コーポレート・ガバナンス、製品安全性・品質保証強化
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■第２期中期経営計画エグゼクティブ・サマリ

 

２）定量目標（財務・非財務KPI）

   （単位：百万円）

財務KPI
2025年度実績
（参考）

2026年度目標
（参考）

2027年度目標

売上高 176,682 195,000 200,000

営業利益 15,454 17,000 20,000

ROE 10.1％ 10.4％ 11％以上

連結配当性向（注） 40.2％ 40％以上 40％以上

（注）2026年２月12日開催の取締役会決議により配当方針を変更し、2025年12月期に係る連結配当性向か

ら、35％前後から40％以上としております。詳細につきましては、「第４　提出会社の状況　３　配

当政策」に記載しております。
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非財務KPI（注）１
2025年度実績
（参考）

2026年度目標
（参考）

2027年度目標

CO2削減率（注）２

（2013年度比、国内グループ）
△90.8％（注）５ △90％ △90％

社員エンゲージメント
フィードバック指標

（注）３
3.36 3.50 3.75

女性社員全体比率 24.6％ 24％ 24％

女性管理職（注）４比率 8.4％ 11％ 12％

男性育児休業取得率 88.2％ 100％ 100％

（注）１．CO2削減率以外は当社のみの数値であります。

２．スコープ１・２

３．2026年度より社員エンゲージメント向上の評価指標を、「働きがい・働きやすさ」から、フィー

ドバック文化の醸成・定着を測る「フィードバック指標」に変更しております（５点満点）。

４．管理職：経営専門職に就いている社員

５．2026年３月19日時点の暫定値であります。

 

３）セグメント別中期経営計画

■市場別ビジネスユニット制への再編

　当社グループはさらなる事業成長を目指し、第２期中期経営計画のスタートに合わせ、2025年１月より従

来の機能別組織から８つの市場を軸とした市場別ビジネスユニット（BU）制に組織改革を行いました。BU制

組織のもと、製・販・技が一体となり、より顧客志向となることによって、各市場におけるお客様のニーズ

に素早く応え、事業戦略の遂行を加速させてまいります。

　なお、「伸銅品事業」は、2026年１月１日より「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更し

ております。当該変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。

 

■セグメント別中期計画

①バルブ事業

　バルブは、配管内の流体（水・空気・石油・ガスなど）を流したり、止めたり、流量をコントロールす

る機能を持つ「流体制御機器」の総称です。バルブ事業は、水やエネルギーなどの安定供給を支え、安心

して暮らせる環境を創造します。当社グループは、あらゆるフィールドに多彩な商品を提供する総合バル

ブメーカーとして、青銅・黄銅やステンレス鋼、鋳鉄、鋳鋼などの様々な材質や形状のラインナップを有

し、私たちの生活空間から産業分野まで、グローバルに製品を提供してまいります。

　バルブ事業では、第１期中期経営計画2024よりターゲット市場を８つに区分し、市場を起点にした事業

を展開しております。市場×エリアを軸に以下の戦略を遂行してまいります。
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●市場×エリア戦略

 

●市場別売上計画
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●市場別戦略

＜コア市場＞

　（注）㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。

 

＜グロース市場＞
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②伸銅品事業

　黄銅棒は、各種機械、建築資材などに幅広く使用されています。当社グループは、黄銅棒及び黄銅加工

品（切削品及び鍛造品）の製造・販売を行う伸銅品事業を展開しています。

 

③セグメント別定量目標

   （単位：百万円）

売上高
2025年度実績
（参考）

2026年度目標
（参考）

2027年度目標

バルブ事業 141,415 156,200 167,200

伸銅品事業 32,514 36,000 30,000

その他 2,752 2,800 2,800

合計 176,682 195,000 200,000

 

セグメント利益
2025年度実績
（参考）

2026年度目標
（参考）

2027年度目標

バルブ事業 18,886 20,900 23,100

伸銅品事業 865 1,000 1,500

その他 171 100 100

調整額 △4,467 △5,000 △4,700

合計 15,454 17,000 20,000
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４）DX・技術・イノベーション戦略

①業務革新活動との連携によるビジネス変革（DX）

市場×エリア攻略に向けた機動力を最大化するDXを実践してまいります。

（経営リソースと採算性の可視化×顧客接点強化×自動化・生産性向上）
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②技術戦略

　社会に貢献する技術を開発するとともに、その技術を「進化」と「深化」させ、各市場に向けた製品開

発に生かしてまいります。

 

③イノベーション戦略

　「成長分野への種まき」を標準化/スピードを武器に、新規事業の開発による事業ポートフォリオの変革

を進めてまいります。
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５）ESG戦略

　当社グループは、「2030年にありたい姿」の実現に向けて、環境（E）・社会（S）・ガバナンス（G）への

取り組みを進めております。第１期中期経営計画での成果を踏まえ、第２期中期経営計画では、より一層の

ESG推進を図ります。

①環境（E）

 

②社会（S）
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③ガバナンス（G）
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６）財務戦略・資本政策

　「ROE向上」及び「PER改善」の両輪による取り組みを軸とし、「ROE向上」については、セグメント別に設

定したROIC目標を達成するための戦略投資に向けて、適切なキャッシュ・アロケーションを実施してまいり

ます。また、「PER改善」については、財務目標の安定的な達成及び株主還元の強化を図るとともに、サステ

ナビリティ経営のさらなる浸透やIR戦略及び投資家との対話の強化等の非財務ファクターの拡充を通して、

継続的な株主価値（PBR）の向上を目指してまいります。

　なお、2026年２月12日開催の取締役会決議により配当方針を変更し、2025年12月期に係る連結配当性向か

ら、35％前後から40％以上としております。詳細につきましては、「第４　提出会社の状況　３　配当政

策」に記載しております。また、2026年度経営計画を策定するに伴い、一部改訂しております。

 

①PBR向上

 

②キャッシュ・アロケーション
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７）長期経営ビジョン『Beyond New Heights 2030 「流れ」を変える』における位置づけ

 

③　2026年度経営計画

１）2026年度全社方針 -計画を実現する６つの主要戦略
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２）事業別戦略

　第２期中期経営計画のスタートに合わせて８つの市場を軸とした市場別ビジネスユニット制（BU制）へ組織を

再編。BU長への権限委譲により、意思決定の迅速化を実現した。

　なお、「伸銅品事業」は、2026年１月１日より「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更してお

ります。

 
■バルブ事業
●市場×エリア戦略
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●コア市場

 
●グロース市場
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■メタルソリューション事業
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３）CX 高効率・高収益体質企業への変革

　第１期中期経営計画で行ってきたDXを基盤としたビジネス変革活動（BX）を踏まえ、第２期中期経営計画では

グループ全体で組織・しくみ・業務改革（CX）を通じて、さらなる効率化を推進する。

 

 

４）財務戦略・資本政策

■PBR向上

　「ROE向上」×「PER改善」の両輪で継続的な株主価値（PBR）向上を目指す。
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■キャッシュ・アロケーション
　更なる事業成長実現のため、第２期中期経営計画３ヵ年で600億円の投資を計画。
　投資原資はキッツ流ROIC経営により創出した営業CFを中心に、必要に応じて有利子負債を活用。

 

５）ESG戦略
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（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当社グループを取り巻く経営環境は、エネルギー・原材料価格の高騰や地政学リスクの高まりなど依然として不

透明な状況が続いております。また、働き方の多様化や地球環境への意識の高まり、情報技術の進展など、社会の

急速な変化に適応する自己変革のほか、持続可能な社会の実現へ向けた取り組みが求められています。

　このような状況において、当社グループは、2030年にROE13％達成を目標に掲げ、長期経営ビジョン『Beyond

New Heights 2030 「流れ」を変える』の実現に向けて取り組んでおります。第１期中期経営計画2024（2022～

2024年度）では、事業基盤であるコア事業を強化するとともに半導体市場等の成長分野に対して積極的に投資を進

めてまいりました。第２期中期経営計画（2025～2027年度）では「SHIN Global 2027」を掲げ、第１期中期経営計

画に基づいて実行した投資を成果に結びつけるとともに、成長分野及び成長エリアへのさらなる投資により、真の

グローバル企業を目指してまいります。

　2025年度は第２期中期経営計画の初年度として、データセンター需要の高まりを背景に、米国販売拠点の拡張投

資やタイ生産拠点の能力増強など、市場×エリア戦略の深化を図ってまいりました。また、社内組織をターゲット

市場別のビジネスユニット制（BU制）に再編し、市場やお客様のニーズを的確かつ迅速に汲み上げ、そのご期待に

応えるための体制を整えたほか、国内グループ会社の拠点を集約し、“Global One KITZ”としてグループシナ

ジーを強化してまいりました。

　2026年度は、こうした取り組みを一層加速させるべく、成長市場へのさらなる投資を進めるとともに、当社グ

ループにおけるマテリアリティの実現に向けて、目標及びKPIをまとめたキッツグループStrong Will Sheetに対し

て“強い意思”をもって取り組み、持続的な企業価値向上に向けてサステナビリティ経営のさらなる推進を図って

まいります。

　当社グループでは、社員一人ひとりがこれらのマテリアリティを意識して事業活動に取り組むことにより、持続

可能な未来の創造に貢献してまいります。

　当社グループはさらなる事業成長を目指し、BU制のもと、製・販・技が一体となり、より顧客志向となることに

よって、各市場におけるお客様のニーズに素早く応え、事業戦略の遂行を加速させてまいります。

　バルブ事業では、ターゲット市場を８つに区分し、市場を起点にした事業を展開しております。コア市場では、

米国を中心としたデータセンター需要や都市開発及び次世代エネルギー事業等の需要の高まりを背景に、当社グ

ループの中核となる事業基盤をさらに強化します。グロース市場では、世界的な半導体市場の高まりや、脱炭素社

会を見据えた水素サプライチェーンへの参入など、成長戦略に基づく投資を成果に結びつけるとともに、成長市場

に向けた製品開発と市場投入により、さらなる収益構造の変化を図ってまいります。

　2026年１月１日より伸銅品事業からセグメント名称を変更したメタルソリューション事業では、新材質への挑戦

や加工事業の強化、材料リサイクルなどの取り組みを通じた事業ポートフォリオの変革を進めていることから、こ

れらの事業内容をBU・事業セグメント名称にも反映することとしました。成長分野における高付加価値製品の販売

拡大のほか、継続的な原価低減を通じてさらなる収益性の向上に取り組んでまいります。

　財務戦略・資本政策は、「ROE向上」×「PER改善」の両輪で継続的な株主価値（PBR）の向上を目指し、株主還

元も重視してまいります。「ROE向上」については、ROIC経営による事業管理と最適資本構成の維持を通して中長

期的な投下資本収益性の向上に努めます。「PER改善」については、ESG経営、IR戦略・投資家との対話、株主構成

の改革等の非財務ファクターへの取り組み強化に加え、継続的な利益目標・ROE目標の達成により業績のボラティ

リティを低減し、高収益領域への事業シフトによる成長期待を醸成し、資本市場の信頼獲得を目指します。株主還

元については、経営上の重要課題と位置付けている利益還元に加えて、中長期的な株価上昇による株主還元の実現

も同時に目指します。2025年12月期から、株主還元強化、事業環境の変化、最適資本構成やROE目標への影響など

を総合的に鑑み、連結配当性向の望ましい水準を35％前後から40％以上へ引き上げました。自己株式取得について

は、財務安定性、手元資金流動性を勘案し、最適資本構成とROE目標達成に向け、投資状況などの環境に応じて実

施を検討してまいります。

　なお、詳細につきましては、「（２）経営戦略等　②第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」及び③2026年度

年度計画」及び「２　サステナビリティに関する考え方及び取組」に記載の通りであります。
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（４）経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」及び2026年度経営計画

１）財務KPI

   （単位：百万円）

 
2025年度実績
（参考）

2026年度目標 2027年度目標

売上高 176,682 195,000 200,000

営業利益 15,454 17,000 20,000

ROE 10.1％ 10.4％ 11％以上

連結配当性向（注）１ 40.2％ 40％以上 40％以上

 

売上高
2025年度実績
（参考）

2026年度目標 2027年度目標

バルブ事業 141,415 156,200 167,200

メタルソリューション事業（注）２ 32,514 36,000 30,000

その他 2,752 2,800 2,800

合計 176,682 195,000 200,000

 

セグメント利益
2025年度実績
（参考）

2026年度目標 2027年度目標

バルブ事業 18,886 20,900 23,100

メタルソリューション事業（注）２ 865 1,000 1,500

その他 171 100 100

調整額 △4,467 △5,000 △4,700

合計 15,454 17,000 20,000

（注）１．2026年２月12日開催の取締役会決議により配当方針を変更し、2025年12月期に係る連結配当性向

から、35％前後から40％以上としております。詳細につきましては、「第４　提出会社の状況　

３　配当政策」に記載しております。

２．「伸銅品事業」は、2026年１月１日より「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更

しております。当該変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありま

せん。
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２）非財務KPI（注）１

 
2025年度実績
（参考）

2026年度目標 2027年度目標

CO2削減率（注）２

（2013年度比、国内グループ）
△90.8％（注）５ △90％ △90％

社員エンゲージメント
フィードバック指標

（注）３
3.36 3.50 3.75

女性社員全体比率 24.6％ 24％ 24％

女性管理職（注）４比率 8.4％ 11％ 12％

男性育児休業取得率 88.2％ 100％ 100％

（注）１．CO2削減率以外は当社のみの数値であります。

２．スコープ１・２

３．2026年度より社員エンゲージメント向上の評価指標を、「働きがい・働きやすさ」から、フィー

ドバック文化の醸成・定着を測る「フィードバック指標」に変更しております（５点満点）。

４．管理職：経営専門職に就いている社員

５．2026年３月19日時点の暫定値であります。
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２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社グループのサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）サステナビリティ共通

　当社グループでは、長期経営ビジョンにおいてサステナビリティ経営を経営戦略の中核に据え、企業価値と社

会価値の向上を目指しています。2025年２月に公表した第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」では、マテリ

アリティ（経営重点テーマ）の見直しを行い、６つのマテリアリティを特定しました。また、2025年度はマテリ

アリティに紐づく具体的なKPIを設定し、「キッツグループ Strong Will Sheet」として公開いたしました。今

後は、これらのKPIを各事業・機能別組織単位で推進し、進捗のモニタリングを強化していきます。グループ全

体で目標達成に向けた取り組みを着実に進めることで、事業を通じた社会課題の解決を図るとともに、非財務情

報領域のパフォーマンス向上及び積極的な情報開示を推進してまいります。

 

■サステナビリティ基本方針とサステナビリティスローガン

　当社グループは、サステナビリティ経営の拠り所である「サステナビリティ基本方針」と、社員一人ひとりが変

化を恐れず行動、実践し続けるための「サステナビリティスローガン」を指針として事業活動を推進しています。

これらは、社会や環境に対応しながら、持続可能な社会の実現に貢献するための道しるべとなっています。

 

●サステナビリティ基本方針

キッツグループは、企業理念である「キッツ宣言」の実現に向けて

１．事業を通じた社会課題の解決に取り組み、企業価値と社会価値の向上を図る

２．効率的で、公正かつ透明性の高い企業経営を実現し、社会から信頼される企業となる

３．あらゆるステークホルダーとの対話により、強固な信頼関係を構築する

 

●サステナビリティスローガン

つくる未来　のこす未来 Create the Future / Preserve the Future

 

つくる未来

キッツグループは、「誠実」に行動し、そして「変革」を恐れずチャレンジし、地球と人にやさしい循環型

社会の実現を目指して、新しい未来を創造します。

 

のこす未来

キッツグループは、限りある地球資源と人の暮らしを守り続け、私たちが次の世代にのこすことのできる社

会の実現に努めます。

 

●サステナビリティ経営全体像
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①ガバナンス

　当社グループでは、グループ一体となってサステナビリティ経営を推進するため、「サステナビリティ委員会」

を設置しています。同委員会は、代表執行役社長を委員長、経営企画本部長を副委員長とし、常任委員は、執行

役、執行理事及び国内グループ会社の代表取締役社長で構成されています。マテリアリティやKPIの共有を通じ

て、各社・各部門の課題及び施策をグループ全体に展開し、目標達成に向けた進捗管理を行うとともに、サステナ

ビリティ経営全般に関する方針を決議する機関として運営しています。サステナビリティ推進部門が事務局とな

り、定例会議を年１回開催するほか、必要に応じてテーマ別会議を開催しています。また、取締役会は、サステナ

ビリティ委員会における審議の経過及び結果の報告を受け、適宜、改善に向けた審議を行っています。

　経営重点テーマであるマテリアリティの特定・改定については、サステナビリティ推進部門が中心となり、ESG

部門、事業部門と連携して検討を行い、その後、サステナビリティ委員会で審議し、取締役会の承認を経て決定し

ています。

　特に専門性及び重要性の高い環境・安全衛生分野については、独立した専門委員会として環境安全衛生委員会を

設置しています。同委員会は、環境安全担当役員を委員長とし、当社の執行役、執行理事、事業所責任者及びグ

ループ会社の代表取締役社長を委員として構成され、環境・安全衛生に関する施策及び目標の設定、実績評価並び

に法令遵守状況の確認を行うほか、課題解決に向けた対応策を審議しています。環境長期ビジョンの実施状況や進

捗管理、環境設備投資については、環境安全担当役員が取締役会に報告しています。

　当社グループは、人的資本を重要な経営資源の一つと位置付け、取締役会の監督のもと、持続的な企業価値の向

上に向けた人財戦略を推進しています。サステナビリティ委員会では、DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆イン

クルージョン）や社員エンゲージメントの向上等を重点課題として取り上げ、施策の立案及び実行状況の確認を

行っています。これらの取り組みを通じて、中長期的な成長を支える人財育成と組織開発を推進するとともに、経

営戦略との整合性を確保しています。また、取締役会は、人的資本経営の進捗状況を定期的にモニタリングし、適

切なフィードバックを行うことで、ガバナンスの一層の強化を図っています。

　さらに、当社グループでは、社外有識者等との定期的な対話を実施し、いただいたご意見やアドバイスを経営に

適宜反映していく方針としています。

 

②戦略

　当社グループは、キッツ宣言及び長期経営ビジョンの実現に向け、2030年に目指す姿として、テクノロジー／ソ

リューション、事業を通じた環境保全、コアビジネス／成長ビジネス及び多様な人財の活躍の４つを掲げていま

す。

　これらの実現に向け、経営重点テーマとしてマテリアリティを設定しており、当社グループの全社員が当該マテ

リアリティを意識し事業活動に取り組むことを、サステナビリティ経営と位置付けています。

　当社グループでは、「成長」と「基盤」の側面から６つのマテリアリティを特定しています。事業成長の観点か

らは、「デジタル社会の発展への貢献」、「地球環境の保全への貢献」及び「進化によるゆたかな暮らしへの貢

献」をマテリアリティとして定めています。また、これらを支える経営基盤の確立に向け、「未来をひらく人財力

の強化」、「持続可能なサプライチェーンの確立」及び「攻守の効いたガバナンスの追求」をマテリアリティとし

て設定しています。

 

●キッツグループのマテリアリティ

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

 37/196



●マテリアリティの特定プロセス

　　当社グループでは、持続的な企業価値の向上を図るため、事業環境の変化や中長期的な将来を踏まえ、マテ

リアリティの定期的な見直しを実施しています。マテリアリティは、以下のプロセスにより特定しています。

 

STEP１　課題の抽出

　自社に影響を与える社会変化、GRIスタンダード等のサステナビリティガイドライン、サステナビリティ評

価機関の評価項目、キッツグループの企業価値向上に向けて必要な課題を抽出しました。

 

STEP２　優先順位付け

　自社にとっての重要度、ステークホルダーにとっての重要度の二軸で、抽出した課題のリスク、機会及び財

務インパクトの観点から評価を行い、自社にとっての優先すべきマテリアリティをサステナビリティ委員会に

おいて整理しました。

 

STEP３　妥当性の確認

　社内における関係部門と議論を行い、戦略との整合性を図りました。また、投資家やサプライチェーン上の

取引先、労働組合、外部有識者などのマルチステークホルダーや社外取締役にヒアリングを行い、助言のもと

妥当性を確認しました。

 

STEP４　マテリアリティの特定

　STEP１からSTEP３のプロセスを経たうえで、最終的に取締役会にてマテリアリティを特定し、決議しまし

た。
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●マテリアリティと目標・KPI

（注）マテリアリティと目標・KPI「キッツグループ Strong Will Sheet」は、以下のURLよりご参照くださ

い。

https://www.kitz.co.jp/cms/wp-content/uploads/strong-will-sheet.pdf
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イ．環境（E）

　気候変動が持続的な社会に影響を及ぼすことを認識し、マテリアリティの一つとして「地球環境の保全へ

の貢献」を掲げています。その対策として、自社のCO2排出量削減と資源・エネルギーの効率的な利用が重

要であると考えています。環境長期ビジョン「３ZERO（トリプルゼロ）」の取り組みをさらに強化するとと

もに、TCFD提言に基づいた情報開示を進めています。また、長年培ってきた流体制御技術や材料開発を基盤

に、脱炭素や水資源をキーワードにしたイノベーションの創出を強化しています。

 

■地球環境の保全への貢献

a．環境長期ビジョン「３ZERO（トリプルゼロ）」の推進

　当社は、創業以来、お客様にバルブを中心とする高品質な商品を迅速かつ継続的に提供するため、素

材からの一貫生産体制を基本としています。中でも鋳造は高度な生産技術と大規模な設備を要する重要

工程である一方、エネルギー及び廃棄物あるいは社員の安全にかかわる様々なリスクを内包していま

す。そのため、環境や安全に配慮したモノづくりが必要不可欠であることから、2021年12月に策定、公

表した環境長期ビジョンでは「３ZERO（トリプルゼロ）」を掲げ、取り組んでいます。

 

 

ⅰ．CO2ゼロ

　CO2排出量について、日本はパリ協定を受け、基準年である2013年から2030年までに46％削減、

2050年までに実質ゼロにすることを表明しました。当社は国内グループ会社で使用する電力を再生可

能エネルギー化することにより、中期環境目標として2030年までに2013年度比で90％以上の削減、長

期環境目標として2050年までにはカーボンニュートラルとなることを目指しています。

　なお、CO2削減を資金調達面から推進するために、2022年９月にCO2排出量削減率をSPT（サステナビ

リティ・パフォーマンス・ターゲット）に設定したサステナビリティ・リンク・ボンドにより100億

円を発行いたしました。

 

ⅱ．環境負荷ゼロ

　従来の大量消費型のモノづくりから持続可能な循環型社会に貢献するモノづくりに転換すべく、

2022年度より資源循環推進タスクフォースを設置し、水資源、廃棄物、プラスチック、有害物質等を

対象に取り組みを進めています。特に水資源については、2030年にウォーターニュートラルをKPIと

して掲げ、節水、循環、涵養を推進してまいります。

　また、廃棄物に関しては、埋立処分率をKPIとして掲げ、ゼロエミッションを進めます。

 

ⅲ．リスクゼロ

　公害防止、労災防止及び火災防止活動を通じて、安心・安全なモノづくり、安定した操業の維持に

取り組んでいます。

 

b．気候変動への対応については「（２）気候変動」をご参照ください。
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ロ．社会（S）

　長期経営ビジョンにおいては、性別・年齢・国籍・文化等を超えて、社員一人ひとりがプロフェッショナ

ルとして、最高のパフォーマンスでいきいきと働くことを目指しています。第２期中期経営計画「SHIN

Global 2027」では、マテリアリティを「未来をひらく人財力の強化」と定め、人財と働き方の多様性を尊

重し、働きがいと働きやすさを高めて人財と会社の成長を実現してまいります。第１期中期経営計画の課題

を踏まえ、５つの戦略（「人財ポートフォリオの策定と活用」「社員エンゲージメントの向上」「DE&I・

ジェンダー平等の推進」「人権尊重への取り組み強化」「労働安全衛生レベルの向上」）を再設定し、それ

ぞれの取り組みを進めてまいります。また、サプライチェーンについては、「持続可能なサプライチェーン

の確立」をマテリアリティとして位置付けており、自社のみならず、サプライチェーンにおいても、人権・

労働・環境等に配慮した持続可能な体制の構築に向け取り組んでいます。

 

■未来をひらく人財力の強化

　人的資本・多様性に関する取り組みについては、「（３）人的資本・多様性」をご参照ください。

 

■持続可能なサプライチェーンの確立

　当社CSR調達方針に基づき、サプライヤーに遵守していただきたい事項をまとめたサプライヤー・ガイド

ライン及び地球環境に配慮した調達活動の考え方を集約したキッツグループグリーン調達指針を策定してい

ます。また、サプライヤー・ガイドライン及びキッツグループグリーン調達指針に基づいたサプライヤー

デューデリジェンスを実施しています。

 

a．CSR調達方針

　当社グループは、より良い商品・技術・サービスを世界の人々に提供することを通して、人間の生活

をゆたかにすることに貢献します。その実現のため、以下の方針のもと、調達活動を行います。

１．サプライヤーとの関係は、共存共栄を基本とし、ビジネスパートナーとして、公平公正な取引を通

じて相互の信頼関係を築くとともに、一体となって成長・発展することを目指します。

２．高い倫理観と社会的良識のもと、各国の法令及び社会規範を遵守し、人権尊重、労働安全衛生確

保、環境保全、情報管理・保護などの社会的責任を果たします。

３．適正かつ安定的な品質・価格・納期のみならず、常に環境負荷を考慮し、その低減を意識した調達

活動を展開します。

 

b．サプライヤー・ガイドライン及びキッツグループグリーン調達指針

　当社グループでは、上記方針に沿った調達活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献していきたい

と考えています。サプライチェーン一体となって取り組んでいくため、人権の尊重を含めお取引先様に

遵守いただきたい要請事項を「サプライヤー・ガイドライン」として定めています。また、「キッツグ

ループグリーン調達指針」に基づいて環境負荷の少ない原材料等を積極的に採用・調達してまいりま

す。
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c．サプライヤーデューデリジェンス

　サプライヤー・ガイドライン及びキッツグループグリーン調達指針に準じた継続的な取引を推進する

ため、その重要性をご理解いただき認識を高めていくための働きかけとして、主要なサプライヤーを対

象に当該ガイドライン及び調達指針に基づいた自己評価を実施していただいています。2025年度は、当

社の主要サプライヤー113社を対象にデューデリジェンスを実施いたしました。当社とサプライヤーが一

体となり、サプライチェーン全体で持続可能な社会の実現に取り組んでいます。

 

ハ．ガバナンス（G）

　当社グループでは、公正で透明性の高い「守り」と、健全に挑戦する「攻め」のバランスの良いガバナン

スを追求しており、マテリアリティの一つとして「攻守の効いたガバナンスの追求」を掲げて取り組みを

進めています。

 

■攻守の効いたガバナンスの追求

　コーポレート・ガバナンスについては、透明・公正かつ迅速果断な経営の意思決定を可能とする経営体制

の構築を追求するとともに、非財務情報等あらゆるステークホルダーにとって有用性の高い情報の開示に取

り組んでまいります。リスクマネジメントについては、リスクを「将来の不確実性」と捉え、「脅威」の回

避・低減のほか、発生し得る「機会」にも着目した取り組みを進めてまいります。また、コンプライアンス

については、人権・腐敗防止等の社会課題にも注目し、グループ一丸となってグローバル水準の体制構築を

推進してまいります。詳細につきましては、「③　リスク管理」、「３　事業等のリスク」及び「第４　提

出会社の状況　４　コーポレート・ガバナンスの状況等　（１）コーポレート・ガバナンスの概要」をご参

照ください。

 

③リスク管理

　当社は、企業経営に重大な影響を及ぼす可能性がある様々なリスクをコントロールするため、当社及びグループ

各社においてサステナビリティ関連リスクも含めたリスクマネジメントに取り組んでいます。

　当社グループでは、当社のＣ＆Ｃ管理委員会が策定したリスク評価に関する基本方針及び評価基準に基づき、グ

ループ各社において事業活動に係る想定リスクについて「リスクの発生頻度」と「経営に与える影響度」の２軸か

らリスクの重要性を定量的に判定し、主要リスク及び重要リスクの特定を行っています。

　当社グループでは、各社・各組織単位で実施するリスク評価の結果を踏まえ、経営会議において「主要リスク」

及び主要リスクの中でも特に経営に重大な影響を与える可能性が高い「重要リスク」を特定し、各リスクの重要度

から回避、移転、低減または保有のいずれかの対応方針を選択し、当社の各執行役及び執行理事並びにグループ会

社社長を責任者として、必要な対策を立案し実施しています。

　特定された主要リスク及び重要リスク並びに立案された対策については、リスク委員会及び内部監査室長に共有

され、リスク委員会は、取締役会におけるリスクマネジメントに関する監督の補助を行い、内部監査室は、業務監

査等において対策の進捗及び結果を確認するなど、独立した立場から、その構築・運用状況の評価を行っていま

す。

　また、取締役会は、経営会議で特定された重要リスクと立案された対策及び実施結果並びに内部監査室における

評価結果などの報告を受け、当社グループにおけるリスクマネジメントの最終的な監督を行っています。

　特定された主要リスク・重要リスク、及びリスクマネジメントの詳細については、「３　事業等のリスク」をご

参照ください。
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④指標と目標

　第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」においては、2027年度の目指す姿を実現するための非財務KPIと2027

年度数値目標を設定しています。

非財務KPI（注）１
2024年度実績
（参考）

2025年度実績 2026年度目標 2027年度目標

CO2削減率（注）２

（2013年度比、国内グループ）
△89.0％ △90.8％（注）６ △90％ △90％

社員エンゲージメント フィードバック指標（注）３ － 3.36 3.50 3.75

女性社員全体比率（注）４ 23.6％ 24.6％ 24％ 24％

女性管理職比率（注）４、５ 7.5％ 8.4％ 11％ 12％

男性育児休業取得率（注）４ 70.6％ 88.2％ 100％ 100％

（注）１．CO2削減率以外は当社のみの数値であります。

２．スコープ１・２。詳細は「（２）気候変動　④指標と目標」をご参照ください。

３．2026年度より社員エンゲージメント向上の評価指標を、「働きがい・働きやすさ」から、フィードバック文化

の醸成・定着を測る「フィードバック指標」に変更しております（５点満点）。なお、2024年度実績について

は、比較スコアの算出ができないため記載対象外としております。

４．詳細は「（３）人的資本・多様性　④指標と目標」をご参照ください。

５．管理職：経営専門職に就いている社員

６．2026年３月19日時点の暫定値であります。

 

（２）気候変動

①ガバナンス

　「（１）サステナビリティ共通　①ガバナンス」をご参照ください。

 

②戦略

　IPCC※第６次評価報告書（AR6）の社会経済シナリオ（SSP）のうち以下の２つのシナリオに基づいて、主要なリ

スク・機会等の特定と財務的影響分析、これらを踏まえた戦略の柱を整理しました。この戦略に沿って取り組みを

推進してまいります。

※　IPCC：気候変動に関する政府間パネル

 

●採用したシナリオ/採用理由

　一般的に、IPCCの社会経済シナリオ（SSP）において、SSP１では移行リスクが最も大きくなり、SSP３では物

理的リスクが最も大きくなります。当社グループでは、移行リスク、物理的リスクとも、最もリスクが多くなる

厳しいシナリオを選定しました。機会は両方のシナリオで重要ですが、当社グループでは機会がより多いSSP１

を選定しました。

気温上昇推定値 採用シナリオ 想定した環境

1.5℃～２℃ SSP１

持続可能な発展が過度に早いペースで進む。不平等は減少。技術進歩は

早く、かつ低炭素エネルギー源や土地生産性向上などの環境配慮の方向

を向く。

４℃ SSP３

穏やかな経済発展、急増する人口、遅いエネルギー部門の技術進歩に起

因して、温室効果ガス排出量は大きく、結果的に緩和が困難な状況にな

る。人的資本への投資は低く、不平等は大きく、地域化された世界で貿

易フローは減少、制度面の発展は望ましくない方向に向かう。結果的

に、多くの人々が気候変化へ脆弱性の高いまま、また世界の多くの地域

が適応能力の低いまま、取り残される。
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●主要なリスク・機会

項目 リスクと機会の内容 財務的影響の程度

移行リスク

技術
脱炭素を実現する流体制御技術・材料への置換・移

行のコスト増加
「小」

市場
石油化学等化石燃料関連分野のバルブ顧客の減少に

よるバルブ需要の減少
「小～中」

物理的リスク

急性
気象災害の増加による生産拠点、サプライヤー、顧

客影響などサプライチェーンの停滞
「小～中」

慢性
平均気温の上昇による空調・冷却設備の稼働による

コスト増加
「小」

機会 製品及びサービス

水素、NH3等のサプライチェーンで利用可能なバル

ブの開発・展開
「大」

LNGプラント用バルブのビジネス展開 「大」

※　想定される財務的影響度を「大」「中」「小」でカテゴリ分け

（注）シナリオ分析結果の詳細は以下のURLよりご参照ください。

https://www.kitz.co.jp/sustainability/environment/env_warming/

 

●戦略の柱

イ．自社のCO2排出量削減と資源・エネルギーの効率的な利用により、気候変動の緩和に貢献する

a．原単位管理による自社工場の省エネの推進

b．再生可能エネルギーの利用推進

c．環境負担低減による間接的なCO2の削減

ロ．自社の製品を通じたCO2排出削減の推進により、気候変動の緩和に貢献する

a．流体制御技術と材料開発による、脱炭素化に向けた水素サプライチェーンの構築支援

b．すべてのセクターにおける「脱炭素への移行」支援

c．脱炭素に貢献する製品・システムの開発

ハ．地域社会と連携した気候変動緩和策に取り組み、持続可能な未来の創造に貢献する

a．コミュニティレベル（マイクロスケール）の水素利用システムの開発と実証実験の実施

（注）戦略の詳細は以下のURLよりご参照ください。

https://www.kitz.co.jp/sustainability/environment/env_warming/

 

③リスク管理

●気候変動に関するリスク評価・管理体制

　当社グループでは、気候変動に関するリスクを継続的に低減させていくために、グループリスクマネジメント

の基本的な考え方に則り対応を進めています。具体的には、サステナビリティ委員会の下、担当部門であるサス

テナビリティ推進部門が中心となり、気候変動に関する重要リスクを特定及び評価し、取り組むべき戦略の柱と

そのKPIの進捗管理を行っています。詳細は、「（１）サステナビリティ共通　③リスク管理」をご参照くださ

い。
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●気候変動に関するリスク評価・管理するプロセス

 

　法務・知財・リスクマネジメント統括センターが中心となり、気候変動に関するものを含む様々な事業活動に

係る想定リスクの中から重要リスクの特定を進め、共通の進捗管理ツールを用いてリスク評価・管理を行ってい

ます。

 

④指標と目標

　当社では、前述の戦略の柱イ．「自社のCO2排出量削減と資源・エネルギーの効率的な利用により、気候変動の

緩和に貢献する」に対して、2030年までに自社のCO2排出量を2013年度比で90％以上削減、2050年までにカーボン

ニュートラルとする目標（環境長期ビジョン「３ZERO（トリプルゼロ）」の推進）を掲げ、その達成に向けた取り

組みを行っています。当該目標は、連結子会社を含む国内全事業所が対象であり、算定範囲はスコープ１及び２

（電気/灯油/LPG/LNGなど）です。

 

●CO2排出量及び削減率の実績（注）１

 基準年 実績（注）２

年度 2013 2023 2024 2025（注）３

CO2排出量（t-CO2）

スコープ１ 12,214 6,201 4,820 3,858

スコープ２ 53,719 3,083 2,411 2,219

合計 65,933 9,284 7,231 6,077

CO2削減率（％）（注）４ － △85.9％ △89.0％ △90.8％

（注）１．エネルギーの合理的な使用に関する法令及び地球温暖化対策推進法に基づいて算出しています。

２．国内グループ会社を範囲としています。

３．2026年３月19日時点の暫定値であります。

４．2013年度（基準年）比であります。

 

●CO2排出量及び削減率の目標

 KPI目標値（注）１

年度
2025年度実績
（参考）

2026年度 2027年度 2030年度

CO2削減率（％）（注）

３
スコープ１・２

△90.8％（注）

２
△90％ △90％ △90％

（注）１．国内グループ会社を範囲としています。

２．2026年３月19日時点の暫定値であります。

３．2013年度（基準年）比であります。
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●スコープ３の推移

　今後、サプライチェーン全体の排出量の把握をするべく、スコープ３の排出量算定の実施を検討してまいりま

す。

 

　その他の戦略の柱ロ．及びハ．については、今後の取り組み状況を踏まえ、指標と目標を設定していく予定で

す。

 

（３）人的資本・多様性

　当社は、長期経営ビジョン達成に向けて、「多様な人財の活躍」を実現するため、当社グループ全体を見据え

た人財ポートフォリオを策定します。人的資本を強固なものにするため、「強い組織づくり」「良い組織づく

り」及び「企業文化の醸成」の３本柱を軸に展開する取り組みを開始し、2030年に向けて人的資本価値を最大化

し、選ばれ続ける会社を目指しています。

　2026年度は、「人が育ち、つながり、活躍できるキッツグループへ」をスローガンに、全社員が互いに高め合

う（フィードバック）文化の醸成により社員のエンゲージメントをさらに高めていきます。また、組織の目標達

成に向けて、社員一人ひとりの能力、スキル、経験を最大限に引き出し活躍できるよう、グローバル人財データ

ベースの構築を通じて、人財マネジメントの高度化に取り組んでまいります。

　これらの施策を実践するための基準となる方針として、人財育成方針及び社内環境整備方針を定め、主要施

策　４つの“Change”にチャレンジしています。

 

①ガバナンス

　「（１）サステナビリティ共通　①ガバナンス」をご参照ください。

 

②戦略

　個々の施策を実践するための基準となる方針として、人財育成方針及び社内環境整備方針を定め、次の取り組み

を行っています。

 

■多様な人財確保のための人財育成方針と環境整備方針

●人財育成方針

　長期経営ビジョン達成に向けて、多様な社員全員が「個」の力を最大限に発揮することが重要です。そのた

めに、環境変化に適応できる変革人財、自律型社員を育てる基盤づくりを進めます。具体的には、スキルや技

術の習得・伝承・評価するための仕組みとして2024年度より「Takumi（高度専門職）」制度を設け、2025年12

月末現在13名を認定しています。当社の事業成長に不可欠な高い専門性を発揮し、事業に貢献できる人財を評

価、処遇することとしています。

 

●社内環境整備方針

　長期経営ビジョン達成に向けて、多様な社員全員が「個」の力を最大限に発揮することが重要です。そのた

めに、社員一人ひとりが肉体的、精神的、社会的に満たされる状態、Well-Beingの実現が必要であり、それに

向けた環境の整備を進めます。
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a．社員エンゲージメントの向上

　マテリアリティの一つである「未来をひらく人財力の強化」の達成に向けて、当社及び国内グループ会

社を対象としてエンゲージメント調査を実施し、組織風土の現状を確認・分析しています。調査結果につ

いては、経営陣に報告するとともに、全社員に共有し、社員エンゲージメントの持続的向上に向けた各職

場での活動につなげています。2026年度は、「人が育ち、つながり、活躍できるキッツグループへ」をス

ローガンに、全社員が互いに高め合う（フィードバック）文化の醸成により社員のエンゲージメントをさ

らに高めていきます。

 

b．DE&Iの推進

　当社では、2024年１月にDE&I方針を策定し、取締役代表執行役社長によるDE&I宣言とともに公表して

います。

●DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）方針

　キッツグループは、経営上重要な戦略の一つとして、DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆インク

ルージョン）を推進します。

　社員の仕事へのやりがいや多様な価値観・意見により、「個」の創造性を高め、「組織力の最大

化」を図ります。そして、持続可能な社会へ貢献します。

※　DE&Iとは、Diversity（ダイバーシティ、多様性）、Equity（エクイティ、公平性）、Inclusion

（インクルージョン、包摂性/受容）の頭文字からなる略称です。

Diversity（ダイバーシティ、多様性）

外面や内面の様々な属性を持つ社員の「個」を尊重することです。

　外面や内面の属性とは、人種、宗教、思想信条、国籍、言語、出生地、民族的起源、障がいの有

無、年齢、市民権、婚姻、パートナーの有無、性別、性的指向、性自認、性表現、健康、家族、社

会的地位、学歴、職歴、価値観、考え方、捉え方、経験、働き方などあらゆる違いのことです。

 

Equity（エクイティ、公平性）

すべての人に対して、能力を最大限に発揮するための機会を公平に提供していくことです。

 

Inclusion（インクルージョン、包摂性/受容）

「個」をお互い認め合い、組織力を最大化することです。

 

ⅰ．ジェンダー平等

　「性別にとらわれず、会社や組織の意思決定の場に女性が対等に参画していること」をありたい姿に

設定し、制度やしくみを変更する等、世の中で「当たり前」と考えられている価値観や考え方、性別役

割意識に切り込んで、意識変革から企業文化変革を起こし、性別で差をつけることなく誰もが対等であ

る状態を作っていきます。

　2025年度は、当社グループのジェンダー平等に関する課題を顕在化させ、各社の制度や風土改革につ

なげることを目的とした新たな取り組み「KITZ Group Networking Equity Compass（キッツグループ

ネットワーキング　エクイティコンパス）」を開始しました。アンコンシャスバイアスやウェルビーイ

ングなどをテーマ設定し、５つのワーキンググループで１年間活動してきました。活動の成果を会社に

提言し、当社グループ全体で、多様な人財が活躍できる風土や環境づくりを進めてまいります。

　また、新卒採用活動においては、営業職・技術職を希望する女子学生が集まるイベントへの参加や女

子大学での説明会の実施により、当社の認知度向上に努めています。入社後は、教育研修を充実させる

ほか、ジョブローテーションを計画的に実施するなど、ありたい姿の実現に向けた取り組みを行ってい

ます。

　また、女性がライフイベントに左右されずに長期に渡って企業で活躍するためには、男性の育児・家

事参加が重要であると考えています。当社においては、男性育児休業取得率2027年100％を目指し指標

として掲げています。男性が積極的に育休を取得できる環境づくりに取り組んでいます。

 

ⅱ．LGBTQへの理解促進

　「性的指向、性自認、性表現などの多様性を尊重し、一人ひとりが自分らしく、個々の能力を十分に

発揮できること」をありたい姿に設定し、社員の理解促進に努めています。2025年度は、職場における

セクシャルマイノリティに関する取り組みの評価指標「PRIDE指標2025」に応募し、２年連続でGold認

定を取得しました。e-ラーニングによる全社教育を実施することにより、社員一人ひとりのLGBTQへの

理解をさらに促進し、セクシャルマイノリティを支援する風土づくりを進めています。
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ⅲ．障がい者雇用促進

　当社は、障がいのある方の積極的な雇用機会の創出、雇用拡大に努めています。障がいのある社員が

就業を通じ、誇りをもって自立した生活を送ることができるよう、障がいの有無に関わらず、持てる力

を発揮して働けるような環境づくりに努めています。2025年度は今まで以上に障がい者雇用を積極的に

すすめるための体制を強化するとともに、定着支援などにも力を入れました。

 

c．人権尊重への取り組み強化

ⅰ当社グループは、人権に関する国際的な基準である「世界人権宣言」を支持するとともに、ローカルか

ら地球規模までの社会的課題解決の道標ともいえる「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」に2021年

より賛同を表明しています。人権に関する具体的な取り組みとして、「キッツグループコンプライアン

ス行動規範」に「個人の尊厳と人権の尊重」について定めており、指針に沿った考え方のもとに行動で

きるようにしています。また、社員一人ひとりの人権が尊重される働きやすく風通しのよい職場環境を

実現するための参考とするため、2024年度より人権に関するアンケート調査を実施しており、これを定

期的に行うこととしています。

 

ⅱ人権尊重の取り組みは自社だけでなし得るものではありません。持続可能なサプライチェーンの確立に

向けて、当社CSR調達方針に基づき、サプライヤーに遵守していただきたい事項をまとめたサプライ

ヤー・ガイドライン及び地球環境に配慮した調達活動の考え方を集約したキッツグループグリーン調達

指針を策定しています。また、サプライヤー・ガイドライン及びキッツグループグリーン調達指針に基

づいたサプライヤーデューデリジェンスを実施しています。

 

d．労働安全衛生レベルの向上

　各事業所における組織的な活動の充実、ライン化の徹底及び職場自主活動の活性化により、一人ひとり

のマインドを変え、安全意識の向上を図るよう努めてまいります。

 

ｉ．ワーク・ライフ・バランスの推進・健康経営

　社員が安心して働き続けられるよう、ワーク・ライフ・バランスの充実、育児・介護を行う社員への

両立支援及び健康経営について目標値を設定し、仕事と私生活の調和を実現できる環境づくりを進めて

います。

　また、当社は、持続的に成長する企業であるためには社員の健康管理・増進がますます重要であると

の認識のもと、社員の心身の健康づくりを戦略的に推進し、活力ある組織をつくるため、2021年にキッ

ツグループ健康経営宣言及び５つの方針（ワーク・ライフ・バランスの実現、安全・健康増進を軸とし

た職場環境の整備、予防を重視した生活習慣病対策、メンタルヘルス対策・職場のストレス対策、ヘル

スリテラシー向上のための社員教育）を制定し、推進しています。なお、当社は、優良な健康経営を実

施する企業として、５年連続で経済産業省より「健康経営優良法人」に認定されています。

 

　なお、a，b，c，dの詳細な情報については、統合報告書及び当社ウェブサイトにおいて開示していま

す。

社員との対話URL：https://www.kitz.co.jp/sustainability/stakeholders/employees/

多様な人財の活躍URL：https://www.kitz.co.jp/sustainability/social/initiatives/

人権尊重URL：https://www.kitz.co.jp/sustainability/social/human-rights/

健康経営と労働安全衛生の確保URL：https://www.kitz.co.jp/sustainability/social/safety-health/

 

③リスク管理

　「（１）サステナビリティ共通　③リスク管理」をご参照ください。

 

④指標と目標

　第２期中期経営計画における主要KPIと目標は次の通りです。

　上記「②戦略」において記載した「人的資本」に関する指標と目標については、提出会社単体となります。第１

期中期経営計画においては、グループ全体での具体的な取り組みが実施できず、連結ベースでの開示は困難な状況

となりました。現在国内グループ会社での目標設定と実績の開示に向けて体制を準備中です。2025年12月期より国

内グループでの開示を目指し開示を進めてまいります。
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a．社員エンゲージメントスコア

　2027年までに当社が達成を目指す主要目標と2025年度の実績は次の通りです。

課題 主要KPI（注）１
2025年度
実績

2026年度
目標

2027年度
目標

社員エンゲージメント フィードバック指標（注）２ 3.36 3.50 3.75

（注）１．当社のみの数値であります。

２．2026年度より社員エンゲージメント評価指標を、「働きがい・働きやすさ」から、フィードバック文化の醸

成・定着を測る「フィードバック指標」に変更しております（５点満点）。

 

b．DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）の推進

　2030年度までに当社が達成を目指す主要目標と2025年度の実績は次の通りです。

課題 主要KPI（注）１
2022年度
実績

2023年度
実績

2024年度
実績

2025年度
実績

2026年度
目標

2027年度
目標

2030年度
目標

女性社員の

活躍

女性社員全体比率 22.0％ 22.2％ 23.6％ 24.6％ 24％ 24％ 25％

女性管理職（注）２比

率
3.4％ 6.0％ 7.5％ 8.4％ 11％ 12％ 15％

男性育児休業取得率 35.3％ 61.0％ 70.6％ 88.2％ 100％ 100％ 100％

LGBTQへの

理解促進

PRIDE指標（注）３の

取得

管理職向け

eラーニン

グの実施

PRIDE指標

Bronze取得

PRIDE指標

Gold取得

PRIDE指標

Gold取得

PRIDE指標

Gold取得

維持

PRIDE指標

Gold取得

維持

－

障がい者

雇用促進
障がい者雇用率 2.4％ 2.2％ 2.2％ 2.1％ 2.7％ 2.7％ 3.0％

（注）１．当社のみの数値であります。

２．管理職：経営専門職に就いている社員

３．PRIDE指標はLGBTQに関する取り組みを評価する外部指標であります。

 

c．ワーク・ライフ・バランスの推進・健康経営

　ワーク・ライフ・バランスの充実、仕事と育児・介護を行う社員への両立支援及び健康経営について次の目

標を設定しています。

課題 主要KPI（注）
2022年度
実績

2023年度
実績

2024年度
実績

2025年度
実績

2026年度
目標

2027年度
目標

2030年度
目標

ワーク・

ライフ・

バランス

の充実

総実労働時間

の短縮
1,944時間 1,960時間 1,942時間 1,929時間 1,930時間 1,900時間 1,870時間

健康経営
健康経営優良

法人認定

2023年

認定済

2024年

認定済

2025年

認定済

2026年

認定済

国内Gr会社

１社認定済

認定

国内Gr会社

に展開

ホワイト

500認定

（単体）

－

（注）当社のみの数値であります。
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３【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が連結会社の財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクは、以下のとおり

です。

　なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものです。

 

（１）リスクマネジメントの基本的な考え方

　当社は、企業経営に重大な影響を及ぼす可能性がある様々なリスクをコントロールするため、当社及びグループ

各社においてリスクマネジメントに取り組んでいます。

　また、取締役会の定めるグループ共通の「リスクマネジメント基本方針」により、リスクマネジメントの目的及

びその実現のための行動指針を明確にすると共に、その内容を当社ホームページで公開しています。

 

https://www.kitz.co.jp/cms/wp-content/themes/kitz/images/sustainability/governance/risk-

management/risk_management.pdf

 

（２）リスクマネジメント体制

　当社は、指名委員会等設置会社として、経営の監督機能と執行機能を明確に分離し、リスクマネジメントの監督

を取締役会の担うべき重要な役割と位置付けています。そのうえで、監督側では、取締役会によるリスクマネジメ

ントの監督を補助し、経営戦略と一体のものとして、その高度化に資するため、委員長及びその委員の過半数を社

外取締役とする任意の機関である「リスク委員会」を設置しています。

　また、執行側では、取締役会の監督のもと、リスクマネジメント基本方針に基づき、代表執行役社長を委員長と

する「Ｃ＆Ｃ管理委員会」（コンプライアンス・危機管理・リスクマネジメントを主管する専門委員会）の指揮の

もと、同委員会の委員を兼務するリスクマネジメント担当執行理事が、当社及びグループ各社のリスクマネジメン

トを推進しています。

　その他、当社グループの業務執行における重要事項の意思決定の適正性を確保するため、代表執行役社長の指揮

下にサステナビリティ推進、内部統制、投融資審査その他各種機能別専門委員会を設置し、リスク管理・評価及び

提言などを行っています。

 

（リスクマネジメント体制図）
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（３）リスクの分析評価

　当社グループでは、当社のＣ＆Ｃ管理委員会が策定したリスク評価に関する基本方針及び評価基準に基づき、グ

ループ各社において事業活動に係る想定リスク（全128項目）について「リスクの発生頻度」と「経営に与える影

響度」の２軸からリスクの重要性を定量的に判定し、主要リスク及び重要リスクの特定を行っています。具体的に

は、リスクの「発生頻度の判定基準」及び「影響度の判定基準」（人的損害、物的損害、賠償責任、利益損害、信

用失墜及び環境被害の項目で構成）の評価項目ごとに点数評価し、４象限のリスクマップにおいて、「高損害・高

頻度」、「低損害・高頻度」、「高損害・低頻度」及び「低損害・低頻度」のいずれかのゾーンの判定を行いま

す。

 

（４）リスクマネジメントの実施フロー

　当社グループでは、各社・各組織単位で実施するリスク評価の結果を踏まえ、経営会議において「主要リスク」

及び主要リスクの中でも特に経営に重大な影響を与える可能性が高い「重要リスク」を特定し、各リスクの重要度

から回避、移転、低減または保有のいずれかの対応方針を選択し、各執行役及び執行理事並びにグループ会社社長

を責任者として、必要な対策を立案し実施しています。

　特定された主要リスク及び重要リスク並びに立案された対策については、リスク委員会及び内部監査室長に共有

され、リスク委員会は、取締役会におけるリスクマネジメントに関する監督の補助を行い、内部監査室は、業務監

査等において対策の進捗及び結果を確認するなど、独立した立場から、その構築・運用状況の評価を行っていま

す。

　また、取締役会は、経営会議で特定された重要リスクと立案された対策及び実施結果並びに内部監査室における

評価結果などの報告を受け、当社グループにおけるリスクマネジメントについての最終的な監督を行っています。
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（５）当社グループにおける事業リスク

①重要リスク（４項目）

イ．自然災害・戦争テロ・感染症拡大等に係るリスク

リスク

（自然災害）

日本国または他国において、大規模地震、大雨、洪水、落雷及び強風等の自然災害あるいは火災の発生、感染

症の蔓延・拡大（パンデミック）、または戦争、テロ、暴動などにより、当社グループの事業所（生産現場・事

務所など）や製品・部品供給元企業の事業所閉鎖、あるいは物流に関連したインフラストラクチャー（道路、鉄

道、港、空港など）や生産・情報システム設備が甚大な被害を受けた場合、長期間にわたり生産停止やサプライ

チェーンの停滞あるいは交通網遮断による物流機能マヒなどの事態が生じ、経営成績及び財政状態に著しい影響

を与える可能性があります。

自然災害については、当社グループの国内における主要な製造拠点が山梨県北西部から隣接する長野県中・南

部の地域に集中しており、今後40年以内にマグニチュード８から９クラスの規模で発生する確率が90％程度とさ

れている「南海トラフ巨大地震」が発生した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす

可能性があります。

（戦争テロ）

戦争・テロ・暴動については、グローバルに事業活動を展開している当社グループにおいては不可避に内在し

ているリスクであり、これらのリスクが現実化した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を

及ぼす可能性があります。

（感染症拡大）

感染症拡大（パンデミック）については、当社グループが感染症拡大の対象国に生産拠点を有する場合、従業

員等関係者の感染または当局の政策等により、工場の全部または一部の稼働停止、材料・部品等の調達の困難、

あるいは物流の停滞などが考えられ、その場合、製品供給が正常に機能しない状況となる可能性があります。

また、当社グループが感染症拡大の対象国に販売拠点を有する場合、同様の理由により、事業所の全部または

一部の使用停止、物流の停滞、あるいは代理店等の顧客が同様の状況に陥ることなどが考えられ、その場合、販

売金額及び数量が低下する可能性があります。

その他、感染拡大に起因した経済活動の減退による市況悪化、企業による設備投資の抑制などが考えられ、そ

の場合、販売金額及び数量が低下する可能性があります。

対応策

（自然災害）

当社グループは、自然災害リスクに対応するため、従来から事業継続計画（BCP）の体制構築をはじめ、防災

マニュアルの整備、社員安否確認システムの整備、耐震対策及び防災訓練などの対策を進めています。また、当

該リスクの移転対策として、地震保険の付保内容を強化しています。

（戦争テロ）

当社グループは、戦争テロリスクに対応するため、当連結会計年度も、一部の地域及び国家間における戦争、

紛争及び緊張状態などの「地政学リスク」が増大または顕在化していることによるエネルギー資源や原材料価格

の高騰、輸出入規制の厳格化など状況に鑑みて、グローバルな視点での材料・部品等の調達に係るサプライ

チェーンリスクへの対策強化に向けた取り組みを推し進めました。

（感染症拡大）

当社グループは、感染症拡大リスクに対応するため、全社的にIOTを活用した新しい働き方を推し進めるな

ど、デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進しています。

 

当該リスクの発生により、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。
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ロ．情報セキュリティ・個人情報保護に係るリスク

リスク

当社グループの事業活動は、情報システムに依拠して行われています。しかし、高度情報化への対応の遅れや

予期せぬ自然災害のほか、悪意者によるウイルス感染等のサイバー攻撃などにより情報システムや通信回線シス

テムの停止、重要な経営情報の破損、消去、改ざん、窃取及び漏洩等の重大な障害が発生した場合には、業務効

率及び社会的信用の著しい低下が避けられず、システム・データの復旧に時間と費用を要する可能性がありま

す。

また、内部者や業務従事者の不正により、顧客情報及び個人情報等を含む社内情報が漏洩し、社会的信用の低

下に至る可能性があります。

このようなリスクが顕在化した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があ

ります。

対応策

当社グループは、サイバー攻撃及び内部者等による情報漏洩や操業停止等の事業継続に支障をきたすリスク並

びに顧客・取引先への影響を最小化すべく、情報セキュリティガバナンスを重要な経営課題の一つに位置付け、

情報活用による価値創造とリスクマネジメントの両面から対策に取り組んでいます。

キッツグループ情報セキュリティ・個人情報保護ポリシーを定め、社長が任命した執行理事を委員長とする委

員会を設置し、情報セキュリティと個人情報保護に関する方針決定や各種施策への取り組みを推進しています。

具体的な施策としては、情報システムの管理体制強化及び社員に対する情報リテラシー向上を図る教育を実施

するなど、ハード・ソフトの両面からの適切なセキュリティ対策を講じています。

重要セキュリティ診断を実施し、その結果に基づき、機器の定期更新及び保守サポート体制構築、OA／FAネッ

トワーク網制御、データセンター（クラウド）化によるデータ保全、データバックアップの実施、リモート通信

環境の構築、外部Webセキュリティ診断の実施、情報セキュリティ規程の整備・更新などに取り組んでいます。

また、ITリテラシー教育として、毎年実施するeラーニングによる情報管理教育、入社時及び管理職への昇格

時の階層別教育、実践的なサイバー攻撃対応訓練などの教育を行っています。

 

ハ．製品の品質（欠陥、瑕疵等）に関するリスク

リスク

当社グループは、社内外の厳格な品質基準のもとに多様な製品を製造しています。

しかし、製品の設計・調達・製造に係る欠陥・不具合が発生し、顧客の使用時点でその不具合が発見される可

能性があります。また、万一、製品の欠陥、瑕疵等の品質問題が発生し、リコールや製造物責任が問われた場

合、回収費用が発生するだけでなく、顧客の信頼を著しく損ない、場合によっては損害賠償請求を受ける可能性

があります。

対応策

当社グループは、過去に発生した問題やクレームなどの実事例をベースにして、製品の設計・調達・製造のプ

ロセスにおける問題点を洗い出し、新製品の開発工程やその工程変更、業務標準及び量産品の取扱説明書やカタ

ログ等の記載事項等について、今後の被害を最小限に留めるための改善を行う取り組みを行っています。また、

当該リスクが発現した場合の損失を補填するため、適切な内容の保険見直しを継続的に行っています。

 

ニ．データ・表示類の正確性に係るリスク

リスク

官公庁への提出書類、検査員認証・資格の表示、実験・検査データ及び各種文書・記録に改ざんまたは虚偽の

記載が発覚した場合、当社グループの社会的信用やブランドイメージの低下による経営成績及び財政状態に影響

を及ぼすとともに、投資家の投資判断に著しい影響を与える可能性があります。

対応策

当社グループでは、実験・検査データ、書類作成プロセス、各種ルールの管理方法の見直しなどの取り組みを

継続的に行っています。
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②主要リスク（14項目）

　当社は、上記の４項目に加えて、以下の14項目を当社グループにおける主要リスクと考えます。

 

イ．経営環境に関するリスク

（a.経済状況の変動）

当社グループの製品・サービスに対する需要は、それらの販売を行っている国内及び海外の各地域の経済状

況の影響を受けるため、景気変動等により影響を受ける可能性があります。

主要製品であるバルブは、建築設備、機械、工場、プラントなどの向け先に幅広く販売されており、その需

要は国内外の建設動向、石油、石油化学関連等の製造業の設備投資動向に影響を受ける傾向にあります。

また、半導体製造装置向けの製品については、半導体市況の影響が大きく、短期間のうちに市場環境が大き

く変動する場合があるため、売上・利益に対する不安定要因となります。

伸銅品事業については、主要製品である黄銅棒は、水栓金具、ガス機器、家電製品、自動車部品等の素材と

して幅広く使用され、主に国内市場で販売されており、国内の住宅関連投資動向に影響を受ける可能性があり

ます。また、販売価格は原材料である銅相場に連動するため、市況の影響を大きく受けます。

その他では、ホテル事業については、感染症の拡大に伴う行動制限や入国制限措置が行われた場合、近隣で

の大規模な催事が中止された場合など、団体旅行による宿泊客及び宴会並びに海外からの団体旅行による観光

客の減少による影響を受ける可能性があります。

なお、当社グループの報告セグメントにつきましては、「第５　経理の状況　１　連結財務諸表等　（1）

連結財務諸表　注記事項　（セグメント情報等）」をご参照願います。

（b.為替相場の変動）

当社グループは、日本、アジア、欧州及び南米で生産活動を行うとともに、世界市場における販売活動を

行っています。このため、生産拠点と販売拠点の取引通貨が異なり、常に為替レート変動の影響を受けていま

す。

当社グループでは、国内にて生産し輸出する金額と海外子会社で生産し国内販売向けに輸出する金額は概ね

均衡しており、為替の急激な変動に耐え得る経営構造になっておりますが、米ドルに対して円高が進むと、営

業利益には若干の有利なインパクトとなります。

また、輸出入のバランスの変化や、大きなプロジェクト案件等で売上代金の回収に時間を要する場合など一

部の外貨建の取引については、為替リスクを回避するため、必要に応じて為替予約を行っています。グループ

会社間の借入については、基本的に決算上の機能通貨と同じ通貨で行っていますが、機能通貨と異なる通貨の

場合には為替予約によりヘッジを行っています。

なお、当社グループの海外事業への投資については、現地通貨安が進行すると為替換算調整勘定を通じて自

己資本が減少するリスクがあります。

（c.資金調達環境）

当社グループは、金融機関等からの借入、社債発行による資金調達を行っていますが、金融市場の環境に変

化があった場合、当社グループの資金調達に影響を及ぼす可能性があります。また、当社グループの業績悪化

等により資金調達コストが上昇した場合、当社グループの資金調達に悪影響を及ぼす可能性があります。な

お、借入金利については、原則固定化しており、借入期間中の金利変動リスクは僅少です。

資金調達環境の影響を受けないよう直接金融と間接金融のバランスをとり資金調達を実行するほか、総額

135億円のコミットメントライン契約を当社グループの取引銀行と締結し、有事の際の短期資金需要の発生に

備えていますが、営業利益、経常利益及び純資産に関する財務制限条項があります。
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ロ．事業活動に関するリスク

（a.市場構造の変化及び競合他社との競争）

当社グループは、広範多岐にわたる製品・サービスの開発、生産及び販売を行っており、国内外の大企業か

ら小規模ながらも専門性に優れた企業まで、様々な企業と競合しています。当社グループは、今後も競争力の

維持・強化に向けた様々な取り組みを進める方針ですが、競合他社が当社グループよりも優れた技術力、財務

力その他の推進力を有している可能性があり、将来にわたって優位に事業を展開できなくなる可能性がありま

す。

バルブ事業について、バルブの原材料は、大きく金属と非金属（樹脂等）に分かれ、市場、用途別にすみ分

けられています。現在、非金属製バルブは使用される市場、分野が限定されていますが、技術の変化、顧客

ニーズの変化等により、非金属への置き換えが進み、金属製バルブ市場規模が縮小する可能性があります。

また、特に国内建築設備市場について、人口減少による需要の縮小、建設費高騰による建物規模の縮小や着

工の見送り、建設業界全体での人手不足による工事の延期等により、市場全体としては縮小する傾向にあり、

これらの影響によってバルブの需要が減少する可能性があります。

なお、データセンター市場の需要取り込みにより販売拡大を図っていますが、技術的進歩等により、顧客

ニーズに大きな変化が生じた場合、バルブの需要に影響を及ぼす可能性があります。

伸銅品事業について、主力製品である黄銅棒は多種多様の用途に用いられていますが、予期し得ない代替製

品の出現により、需要が大きく減少する可能性があります。

ホテル事業について、子会社である「ホテル紅や」のブランドで一般消費者向けの事業を展開しています

が、食中毒や火災等のブランドイメージを毀損する事案が発生した場合には、風評被害によりレピュテーショ

ンが低下する可能性があります。

（b.販売代理店等）

当社グループのバルブ事業の製品販売は、一部製品についてエンジニアリング会社等のユーザー顧客との直

接取引を行うことがありますが、主として販売代理店等を通じて行っており、長年にわたる販売代理店等との

協力関係により、当社グループは国内外において強固な販売・サービス網を構築しています。

当社グループは、今後も販売代理店等と友好的な関係を維持できるものと認識していますが、販売代理店等

との関係悪化や取引方針の変更あるいは販売代理店等の信用力の低下等により経営成績に影響を及ぼす可能性

があります。

なお、当社グループの債権回収については、営業部門の責任のもとに確実な回収を徹底するとともに、経理

部門において販売代理店等に対する売掛金の回収状況の把握、信用情報の収集などを行っています。また、販

売代理店等ごとの与信管理を徹底し、国内取引では商社を経由した販売を行うほか、グループ一体となった取

引信用保険の付保を行うなど、債権保全を行っています。

また、海外輸出・仲介取引では、前金、LC決済によりリスク軽減を図っています。

（c.製品価格の下落）

当社グループは、国内外の市場において激しい競争に晒されております。こうした状況に対応するため、高

付加価値製品の開発、コストダウン活動等に鋭意取り組んでいますが、これらの企業努力を上回る価格下落圧

力が生じた場合、当社グループの利益の維持・確保に深刻な影響を与える可能性があり、その影響は特に製品

の需要が低迷した状況において顕著となります。

なお、国内バルブ市場においては、当社グループのシェアが高く、比較的価格は安定していますが、海外バ

ルブ市場においては、多数の競合他社が存在しており、特に近年アジアのバルブメーカーの競争力向上によ

り、価格競争が激化しています。

伸銅品事業については、黄銅棒の売価及び原材料の購入単価は、銅相場に連動して決定されますが、仕入か

ら販売までのリードタイムが数か月であるため、相場が下降する局面においては損益が悪化する可能性があり

ます。

（d.海外事業活動・カントリーリスク）

当社グループのバルブ事業の海外生産比率は約45％であり、主要な拠点は、タイ、台湾及び中国です。ま

た、バルブ事業の海外売上高比率は約42％であり、主要な販売地域はアジア（アセアン、中国、韓国）、米州

（北中南米）です。これらの地域の経済、政治、法・税制の変更、自然災害あるいは感染症の蔓延または国家

間の外交、安全保障貿易等の情勢により、製品・部品供給等の事業活動及び経営成績が大きな影響を受ける可

能性があります。

また、グループ会社間の国際的な取引価格については、当社グループの移転価格方針に基づき適用される日

本国及び相手国の移転価格税制を遵守していますが、税務当局から取引価格が不適切であるとの指摘を受ける

可能性や協議が不調となった場合に二重課税あるいは追徴課税を受ける可能性があります。

（e.固定資産の減損）

当社グループは、事業用の資産や企業買収の際に生じるのれんなど様々な有形・無形の固定資産を計上して

います。それらについて、減損会計基準を適用し、事業環境の変化に伴い、将来キャッシュ・フローの低下が

見込まれた場合には、減損損失を認識する可能性があり、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼ

す可能性があります。

なお、当連結会計年度末におけるのれんの未償却残高は僅少です。

また、不採算事業からの撤退や関係会社の整理等の事業再編を行った場合、当社グループの経営成績及び財

政状態に影響を及ぼす可能性があります。
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（f.購買調達）

当社グループの製品の主要な原材料は、銅、ステンレス、アルミ、鉄、亜鉛等の金属材料であり、こうした

原材料及び部品等を安定的かつタイムリーに調達することが当社グループの生産活動にとって不可欠です。な

お、金属材料は、市況によって価格が急激に変動する可能性があり、特に銅市況の変動は経営成績に大きな影

響を及ぼす可能性があります。

また、バルブ事業、伸銅品事業ともに原材料価格上昇分をすべて販売価格に転嫁できる保証はありません。

なお、伸銅品事業については、原材料である銅の一部につき、ヘッジ取引を行い、変動リスクの軽減を図って

います。

当社グループは、複数のサプライヤーの中から信頼のおけるパートナーを選定し、原材料、部品等を調達す

る方針をとっていますが、調達品目によっては、仕入先の代替が難しいものがあり、それらのサプライヤーに

不測の事態が生じ供給が中断した場合、当社グループの生産体制に大きな影響を及ぼす可能性があります。

また、特定のサプライヤーが人権、労働、環境、腐敗行為等の観点で、社会から容認されないような対応を

行っていたことが判明した場合、当該サプライヤーとの取引停止により部品等の調達が困難となる可能性があ

るほか、当社グループの社会的信用やブランドイメージの低下により投資家の投資判断に著しい影響を与える

可能性があります。

このため、当社グループでは「サプライヤー・ガイドライン」を策定し、サプライヤーに対し、品質管理の

ほか、人権、労働、環境、腐敗行為を含む事項についての遵守・尊重を求めています。また「キッツグループ

グリーン調達指針」を定め、サプライヤーに対して環境負荷を考慮した生産活動を求めるなど、グリーン調達

を推進しています。さらには、主要サプライヤーに対し、人権、労働、環境、腐敗行為を含む事項に関する

デューデリジェンスを実施し、その遵守状況を確認しています。

（g.知的財産）

当社グループは、有効な特許権、その他の知的財産権を取得して強固な知的財産ポートフォリオを構築する

方針のもとに、製品開発の過程で発明あるいはノウハウに係る多くの知的財産権の取得に努めています。ま

た、これを強力に推進するため、経営戦略、技術戦略及び営業戦略にリンクした知的財産権創出、新規性や競

合他社の技術を意識した権利範囲の取得及び出願の複合化による権利の強化など経営資源としての知的財産権

の活用に重点を置いた知的財産戦略を推進しています。

しかし、当社グループが保有する知的財産権に対して異議申立や無効審判などが申し立てられ、あるいは商

標権の不使用取消審判などが申し立てられ、その結果、商標権を含む当該知的財産権が無効とされる可能性が

あります。

また、第三者による当社グループの知的財産権の侵害による紛争・訴訟に至った場合、期待する賠償金を得

られない上に、解決するために多額な費用を支出する可能性があります。

当社グループの事前の入念な他社の権利調査にもかかわらず当社グループの製品が他社の知的財産権を侵害

し紛争・訴訟に至り、当社グループが敗訴した場合、多額の賠償金を負担するとともに、解決するために多額

な費用を支出する可能性があります。

また、当社グループの知的財産を当社グループの許諾を得ることなく使用して類似品・模倣品を製造・販売

することを防止できない可能性があります。

図らずも、これらの可能性が現実化した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす

可能性があります。

（h.退職給付年金債務）

当社グループの従業員退職金制度は、会社が年金運用リスクを負わない確定拠出年金制度、前払退職金及び

会社が外部に年金資金を積み立てその運用リスクを負って退職金の額を保証する確定給付年金制度で構成して

います。

なお、このうち、確定給付年金制度の割合は小さいものの、定期的にモニタリングを行い、継続的な安定性

ある運用となっているか否かを検証しています。また、年金資産構成割合及びその変更は、年金資産運用検討

委員会において慎重に検討し決定しています。さらに、年金資産運用に係る方法等については運用委託先の判

断に委ねており、利益相反の防止を図っています。

確定給付年金の資産残高は、年金債務に見合う水準にあり、年金資産は最低運用利率の保証された一般勘定

を中心にリスクを抑えた運用を行っています。

確定給付年金債務及び確定給付年金費用は、長期期待運用収益率、割引率等の数理計算上の前提条件を基に

見積ります。確定給付年金債務は、年金資産の価値の減少、割引率の低下、その他年金数理計算の前提となる

比率の変動による予測給付債務の増加に伴う退職給付年金債務の増加をもたらし経営成績及び財政状態に影響

を及ぼす可能性があります。

当社グループの採用している退職給付年金制度につきましては、「第５　経理の状況　１　連結財務諸表

等　（1）連結財務諸表　注記事項　（退職給付関係）」をご参照ください。
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ハ．法的規制・訴訟・コンプライアンスに関するリスク

（a.訴訟・法的処分）

当社グループは、グローバルに事業活動を展開しており、その過程において第三者との間で訴訟が発生し、

あるいは規制当局による法的処分を受ける可能性があります。その場合、結果によっては多額の損害賠償金や

罰金その他諸費用を負担する可能性があります。

また、事案によっては、当社グループの信用力やブランド力の低下などのレピュテーションリスクが生じる

可能性があります。

一方、当社グループが第三者に対して訴訟を提起した場合、結果によっては多額の訴訟費用を費やしながら

敗訴し、または勝訴しても当該訴訟費用以上の回収が見込めないこととなる可能性があります。

（b.環境規制）

当社グループは、事業活動を行っているすべての国の様々な環境関連規制の遵守のために必要な経営資源を

投入していますが、特に下記のリスク項目について、現在及び過去の生産活動に関わる環境責任に伴う費用負

担や賠償責任が発生した場合、社会的信用が著しく失墜する可能性があります。また、環境関連規制が将来さ

らに厳格化した場合には、追加的義務及び費用が発生し、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響

を及ぼす可能性があります。

なお、当社グループは、こうしたリスクに対応するため、環境安全担当役員を委員長とする環境安全衛生委

員会を設置し、環境データの収集から目標・実績管理、改善施策の立案・実行、効果の把握までPDCAサイクル

を運用する環境マネジメント体制を構築し、推進しています。

また、気候変動が事業活動に与える財務上の影響についての情報開示を段階的に進化させていくため、2021

年12月に「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言への賛同を表明しました。これにより、今

後、データに基づいた分析を段階的に進め、気候変動に関するリスクと機会の把握を行うとともに、TCFD提言

に沿った情報開示の質と量の充実を図ります。なお、その具体的な取組みにつきましては、「１　経営方針、

経営環境及び対処すべき課題等　（２）経営戦略等　②　第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」　５）

ESG戦略」をご参照願います。

 

（ⅰ．原材料となる金属や化学物質に係るリスク）

当社グループの製品の原材料である金属や化学物質が、RoHS指令（電子・電気機器における特定有害物

質の使用制限についてのEUによる指令）やREACH規則（EUにおける化学品の登録、評価、認可、制限に関

する内容について定められた規則）等の環境規制に適合できなくなった場合には、製品を市場に供給する

ことができず、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があります。

 

（ⅱ．地球温暖化に伴う温室効果ガスの排出量に係るリスク）

気候変動抑制のため、世界的規模でのエネルギー使用の合理化や温室効果ガスの排出量などに関する法

令等の規制が強まっています。

当社グループは、バルブの製造過程で電力や燃料といったエネルギーを大量に消費しているため、エネ

ルギー消費量の現状把握を行い、生産工程や発生源の改善活動を進めています。また、生産性の向上や不

良率の低減はもちろんのこと、太陽光パネル等の省エネ機器の導入やCO2フリー電力の採用、また社員へ

の啓発活動を通じて温室効果ガス排出量の削減を進めています。

当社グループは、温室効果ガスの排出量削減に係る効率的な環境経営を推進するため、グループ環境管

理体制を構築しています。具体的には、環境安全衛生委員会において温室効果ガスの排出量削減について

の基本方針を策定し、経営会議において計画目標を達成する施策について議論しています。また、取締役

会は、活動状況及びその効果についての報告を受け、環境リスクへの対応や環境投資の意思決定を行って

います。

しかし、このような取り組みにもかかわらず、今後、地球温暖化対策などの法令等の規制がさらに強化

された場合、新たな税負担、事業活動における諸資材・燃料の変更あるいは設備の変更等の対応費用を負

担することで、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があります。

（c.コンプライアンス）

当社グループは、事業活動を行う国や地域における会社法、税法、独占禁止法、中小受託取引適正化法、贈

収賄関連諸法、貿易関連諸法、環境関連諸法、各種業法など、多岐にわたる法令や規制に従う必要がありま

す。

当社グループでは、当社及びグループ各社のＣ＆Ｃ管理委員会がコンプライアンス課題に対する解決・改善

やコンプライアンスリスクの低減のための教育・研修の実施・監督を行っています。当社及び国内グループ会

社の全従業員を対象とするコンプライアンス・アンケート結果を踏まえて特定した各グループ会社や各部門固

有の課題の解決・改善に取り組んでいます。

しかし、このような施策を講じても、コンプライアンス上のリスクは完全には回避できない可能性があり、

万が一、当該リスクが発現した場合に、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。また、事案によっては、当社グループの信用力やブランド力の低下などのレピュテーションリスクが発生

する可能性があります。
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４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績等の状況の概要

①　財政状態及び経営成績の状況

(経営成績の状況)

（単位：百万円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度 増減額 増減率（％）

売上高 172,042 176,682 4,639 2.7

営業利益 14,220 15,454 1,234 8.7

経常利益 15,276 16,071 794 5.2

親会社株主に帰属する当期純利益 11,824 11,465 △359 △3.0

 

　当連結会計年度における世界経済は、ロシア・ウクライナ戦争、中東情勢などの地政学リスクや中国不動産市場

の低迷が継続するほか、米国の関税措置による世界的な景気の下振れ懸念、米中貿易摩擦の激化や不安定な為替相

場など依然として先行き不透明な状況が続きました。国内経済においては、好調なインバウンド需要継続や日経平

均の最高値更新などはあったものの、政策金利の引き上げやエネルギー資源・原材料価格の高騰、為替の影響によ

る物価上昇等が続き厳しい状況が継続しました。

　このような状況の中、当連結会計年度は、バルブ事業において、半導体製造装置向けは減少したものの、海外市

場における販売量の増加や価格改定効果等により増収となったほか、伸銅品事業においても、販売量が増加したこ

と等により増収となった結果、売上高の総額は前期比2.7％増の1,766億82百万円となりました。

　損益面では、営業利益は、バルブ事業において販売量の増加による増収等により、前期比8.7％増の154億54百万

円となりました。経常利益は、前期比5.2％増の160億71百万円となり、親会社株主に帰属する当期純利益は、政策

保有株式の売却による投資有価証券売却益の減少等により、前期比3.0％減の114億65百万円となりました。
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セグメントごとの経営成績は、次の通りであります。

（単位：百万円）
 

 外部売上高 営業利益

 前連結会計年度 当連結会計年度 増減額
増減率
（％）

前連結会計年度 当連結会計年度 増減額
増減率
（％）

バルブ事業 139,556 141,415 1,859 1.3 17,419 18,886 1,466 8.4

伸銅品事業 29,838 32,514 2,675 9.0 886 865 △21 △2.4

その他 2,647 2,752 105 4.0 146 171 24 17.0

調整額 － － － － △4,232 △4,467 △235 －

合計 172,042 176,682 4,639 2.7 14,220 15,454 1,234 8.7

 

イ.バルブ事業

　バルブ事業の外部売上高は、半導体製造装置向けは減少したものの、海外市場における販売量の増加や価格改

定効果等により、前期比1.3％増の1,414億15百万円となりました。営業利益は、販売量の増加による増収等によ

り、前期比8.4％増の188億86百万円となりました。

 

ロ.伸銅品事業

　伸銅品事業の外部売上高は、販売量が増加したこと等により、前期比9.0％増の325億14百万円となりました。

営業利益は、修繕費の増加等により、前期比2.4％減の８億65百万円となりました。

 

ハ.その他

　その他の外部売上高は、ホテル事業が堅調に推移したこと等により、前期比4.0％増の27億52百万円となりまし

た。営業利益は、売上高の増加等により、前期比17.0％増の１億71百万円となりました。

 

　なお、2026年１月１日より、「伸銅品事業」から「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更して

おります。当該変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。

 

(財政状態の状況)

（単位：百万円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度 増減額 増減率（％）

資産 172,406 184,325 11,919 6.9

負債 62,596 64,535 1,938 3.1

純資産 109,809 119,790 9,981 9.1

自己資本比率 62.9％ 64.1％ ＋1.2％ －

 

当連結会計年度末の資産につきましては、有形固定資産や棚卸資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ119

億19百万円増加し1,843億25百万円となりました。

負債につきましては、１年内償還予定の社債の減少はありましたが、長期借入金の増加等により、前連結会計年

度末に比べ19億38百万円増加し645億35百万円となりました。

純資産につきましては、配当金の支払いはありましたが、親会社株主に帰属する当期純利益114億65百万円の計上

や為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末に比べ99億81百万円増加し1,197億90百万円となりました。
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(キャッシュ・フローの状況)

（単位：百万円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,559 13,634 △4,925

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,836 △10,286 △2,449

フリー・キャッシュ・フロー（注） 10,722 3,348 △7,374

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,907 △6,066 3,840

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,226 332 △893

現金及び現金同等物の増減額 2,041 △2,385 △4,427

現金及び現金同等物の期首残高 28,398 30,440 2,041

現金及び現金同等物の期末残高 30,440 28,054 △2,385

（注）フリー・キャッシュ・フロー＝営業活動によるキャッシュ・フロー＋投資活動によるキャッシュ・フロー

 

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ23億85百

万円減の280億54百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

 

イ.営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益164億18百万円、減価償却費70億15百万円等により、法人税等の支払47億66百万円、棚

卸資産の増加36億51百万円等はありましたが、営業活動によるキャッシュ・フローは136億34百万円の資金の増加

となりました。

 

ロ.投資活動によるキャッシュ・フロー

バルブ事業を中心に有形固定資産の取得による支出103億90百万円等を行った結果、投資活動によるキャッ

シュ・フローは102億86百万円の資金の減少となりました。

 

ハ.財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出101億35百万円、配当金の支払41億89百万円、長期借入金の返済による支出23億69百万円

等により、長期借入れによる収入116億39百万円等はありましたが、財務活動によるキャッシュ・フローは60億66

百万円の資金の減少となりました。

 

ニ.財務の安定性及び返済能力に関する指標の推移

直近３連結会計年度における財務の安定性及び返済能力に関する指標の推移は、下記の通りであります。

 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期

自己資本比率（％） 60.5 62.9 64.1

時価ベースの自己資本比率（％） 64.9 57.4 82.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 237.0 194.5 271.5

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 60.2 73.1 41.0

自己資本比率　　　　　　　　　　　　＝（自己資本）÷（総資産）

時価ベースの自己資本比率　　　　　　＝（株式時価総額）÷（総資産）

キャッシュ・フロー対有利子負債比率　＝（有利子負債）÷（キャッシュ・フロー）

インタレスト・カバレッジ・レシオ　　＝（キャッシュ・フロー）÷（利払い）

（注）１．いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。

４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。
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（２）生産、受注及び販売の実績

①　生産実績

当連結会計年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次の通りであります。

（単位：百万円）
 

セグメントの名称
当連結会計年度

（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

前年同期比（％）

バルブ事業 136,191 104.8

伸銅品事業 41,023 107.9

その他 － －

合計 177,214 105.5

（注）１．上記金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．2026年１月１日より、「伸銅品事業」から「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更してお

ります。

 

②　商品仕入実績

当連結会計年度の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次の通りであります。

（単位：百万円）
 

セグメントの名称
当連結会計年度

（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

前年同期比（％）

バルブ事業 8,690 113.6

伸銅品事業 606 113.8

その他 967 103.9

合計 10,265 112.6

（注）１．上記金額は、仕入価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．2026年１月１日より、「伸銅品事業」から「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更してお

ります。

 

③　受注状況

当社及び連結子会社は見込生産を主体としており、一部特殊仕様の製品について受注生産を行っていますが、そ

の売上高に占める割合は僅少であります。

 

④　販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次の通りであります。

（単位：百万円）
 

セグメントの名称
当連結会計年度

（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

前年同期比（％）

バルブ事業 141,415 101.3

伸銅品事業 32,514 109.0

その他 2,752 104.0

合計 176,682 102.7

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．2026年１月１日より、「伸銅品事業」から「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更してお

ります。
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（３）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

①　会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社の連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている企業会計の基準に基づいて作成されて

おります。この連結財務諸表の作成には、経営者による会計方針の選択・適用、資産・負債及び収益・費用の報告

金額及び開示に影響を与える見積りを必要とします。経営者は、これらの見積りについて過去の実績等を勘案し合

理的に判断しておりますが、見積り特有の不確実性があるため、実際の結果とは異なる可能性があります。

連結財務諸表の作成に当たって用いた見積りや仮定のうち、重要なものについては、「第５　経理の状況　１　

連結財務諸表等　（1）連結財務諸表　注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載しております。また個別財務

諸表の作成に当たって用いた見積りや仮定のうち、重要なものについては、「第５　経理の状況　２　個別財務諸

表等　（1）財務諸表　注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載しております。

 

②　当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

(経営成績の分析)

当連結会計年度の実績値の結果は、以下のとおりです。

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度 当連結会計年度

前期比
実績 実績

売上高 172,042 176,682 102.7％

営業利益 14,220 15,454 108.7％

経常利益 15,276 16,071 105.2％

親会社株主に帰属する当期純利益 11,824 11,465 97.0％

ROE 11.3％ 10.1％ △1.2ポイント

EPS 132.64円 131.85円 △0.79円

 

売上高及び営業利益については、「（１）経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の状況（経営成績

の状況）」をご参照ください。

経常利益につきましては、営業利益の増加により、前期比105.2％となりました。親会社株主に帰属する当期純利

益については、投資有価証券売却益の減少等により、前期比97.0％となりました。なお、ROE及びEPSにつきまして

は、親会社株主に帰属する当期純利益の減少により、前期比で△1.2ポイント、△0.79円となりました。

 

(財政状態の分析)

当連結会計年度の財政状態の概要につきましては、「（１）経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績

の状況（財政状態の状況）」に記載した通りであります。
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(キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報)

イ.キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容

「（１）経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の状況（キャッシュ・フローの状況）」に記載し

た通りであります。

 

ロ.資本の財源及び資金の流動性

ａ.財務政策の基本

当社グループは、資本効率の向上と株主還元を重視するとともに、経営環境の変化やリスクへの対応のため

に、資本収益性に加えて資金調達力を加味した最適資本構成の維持を財務戦略・資本政策として掲げておりま

す。具体的には、ROEやROICなどの資本効率の向上を図るとともに、事業リスクにも対応できるように連結自

己資本比率目標を60％前後とし、安定した財務基盤の維持を図ってまいります。また、流動性の維持について

は、戦略投資や社債償還への対応を含め、機動的な資金調達を実行できるよう、取引銀行と良好な関係を維持

しております。加えて公募社債発行にも対応できる借入余力の確保に向けて、格付投資情報センター等の社債

格付A格維持に努めており、総額200億円の新規社債発行枠の登録を行っております。当社グループ内での資金

管理については、グループ全体の資金を包括して管理するシステム（キャッシュ・マネジメント・システム）

により資金効率を最大化すると同時にグループ会社の資金需要に対応する体制を整えております。

 

ｂ.資本の財源及び資金の流動性

当社グループの資金需要は、主にバルブ事業・伸銅品事業の製品販売に関する原材料・部品の購入費用の

他、製造費、販売費及び一般管理費等の営業費用による運転資金、国内及び海外の製造拠点を中心とした設備

投資資金及び研究開発費用などであります。将来の成長に向けた戦略的な資金需要に対しては、財務の健全性

の維持と資本効率性の向上を両立させる最適資本構成を考慮しつつ機動的に対応しております。

資金調達は、主として営業活動によるキャッシュ・フローや現金預金等の内部資金により充当し、必要に応

じて金融機関からの借入や社債による資金調達を実施しています。これらの借入金及び社債については、営業

活動によるキャッシュ・フローによって十分完済できると共に、将来の成長に必要となる資金を適切に調達す

ることが可能であると考えております。なお、当社は主要取引銀行との間で短期借入金に関する特定融資枠

（コミットメントライン）契約を締結しており、緊急時の流動性確保に備えています。この契約に基づく当連

結会計年度末の借入未実行残高は135億円であります。

なお、財務制限条項の抵触リスクについては「３　事業等のリスク　（５）当社グループにおける事業リス

ク　②主要リスク　イ.経営環境に関するリスク　c.資金調達環境」にそれぞれ記載しております。
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ｃ.資金調達の内訳

当社グループの資金調達の過年度の状況は、下記の通りであります。

（単位：億円）
 

区分 2017.３ 2018.３ 2019.３ 2020.３ 2020.12 2021.12 2022.12 2023.12 2024.12 2025.12

有

利

子

負

債

短  期 49 62 46 96 107 140 37 35 126 40

長  期 201 284 291 296 387 258 347 345 235 330

合  計 250 346 337 391 494 397 384 379 361 370

銀行借入(注)２ 148 143 135 178 183 89 69 66 48 139

 公募社債 100 200 200 200 300 300 300 300 300 200

 リース債務 2 3 2 13 11 8 15 14 13 31

（控除）現金預金 182 234 137 187 337 279 244 290 307 282

ネット有利子負債 68 111 200 205 156 118 140 89 54 88

株主資本（注）３ 738 762 756 756 743 804 899 1,009 1,084 1,182

資産合計 1,191 1,335 1,317 1,350 1,407 1,434 1,526 1,667 1,724 1,843

（注）１．2020年12月期より決算期を３月から12月に変更しております。

２．銀行借入は、私募債を含んでおります。

３．株主資本は、親会社の所有者に帰属する持分合計になります。
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（４）経営成績に重要な影響を与える要因について

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「３　事業等のリスク」に記載した通りであります。

 

（５）経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

①　第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」

　当社は、第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」において、最終年度である2027年度における下記の経営指標

を数値目標として掲げております。

　なお、「伸銅品事業」は、2026年１月１日より「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更しており

ます。当該変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。

 

イ.財務KPI

ａ.連結業績

（単位：百万円）
 

 
2024年度実績
（参考）

2025年度実績 2026年度計画 2027年度目標

売上高 172,042 176,682 195,000 200,000

営業利益 14,220 15,454 17,000 20,000

ROE 11.3％ 10.1％ 10.4％ 11％以上

連結配当性向（注） 34.7％ 40.2％ 40％以上 40％以上

（注）2026年２月12日開催の取締役会決議により配当方針を変更し、2025年12月期に係る連結配当性向から、35％前
後から40％以上としております。詳細につきましては、「第４　提出会社の状況　３　配当政策」に記載して
おります。

 
ｂ.セグメント別業績

（単位：百万円）
 

外部売上高
2024年度実績
（参考）

2025年度実績 2026年度計画 2027年度目標

バルブ事業 139,556 141,415 156,200 167,200

メタルソリューション事業 29,838 32,514 36,000 30,000

その他 2,647 2,752 2,800 2,800

合計 172,042 176,682 195,000 200,000

 

（単位：百万円）
 

営業利益
2024年度実績
（参考）

2025年度実績 2026年度計画 2027年度目標

バルブ事業 17,419 18,886 20,900 23,100

メタルソリューション事業 886 865 1,000 1,500

その他 146 171 100 100

調整額 △4,232 △4,467 △5,000 △4,700

合計 14,220 15,454 17,000 20,000
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　第２期中期経営計画「SHIN Global 2027」の初年度である2025年度につきましては、連結売上高は、バルブ事業

において、半導体製造装置向けは減少したものの、海外市場における販売量の増加や価格改定効果等により、増収

となったほか、メタルソリューション事業（旧 伸銅品事業）においても販売量が増加したこと等により、前期よ

り増加いたしました。

　連結営業利益につきましても、バルブ事業において販売量の増加による増収等により、前期より増加いたしまし

た。最終年度である2027年度の目標達成に向けて、引き続き各種施策を着実に実行してまいります。

　連結配当性向につきましては、2025年12月期以降の配当方針を変更し、35％前後から40％以上といたしました。

当該配当方針に基づき、2025年12月期の連結配当性向は40.2％となりました。なお、詳細につきましては、「第

４　提出会社の状況　３　配当政策」に記載しております。

 

ロ.非財務KPI（注）１

 
2024年度実績

（参考）
2025年度実績 2027年度目標

CO2削減率（注）２

（2013年度比、国内グループ）
△89％ △90.8％（注）５ △90％

社員エンゲージメント
フィードバック指標

（注）３
－ 3.36 3.75

女性社員全体比率 23.6％ 24.6％ 24％

女性管理職（注）4比率 7.5％ 8.4％ 12％

男性育児休業取得率 70.6％ 88.2％ 100％

（注）１　CO2削減率以外は当社のみの数値であります。

２　スコープ１・２

３　2026年度より社員エンゲージメント向上の評価指標を、「働きがい・働きやすさ」から、フィード

バック文化の醸成・定着を測る「フィードバック指標」に変更しております（５点満点）。なお、

2024年度実績については、比較スコアの算出ができないため記載対象外としております。

４　管理職：経営専門職に就いている社員

５　2026年３月19日時点の暫定値であります。

 

　非財務KPIは、2025年度実績については各種施策を実行し上記結果となりました。最終年度である2027年度の目

標達成に向けて、引き続き各種施策を着実に実行してまいります。
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②　2025年度

　2025年度の業績予想と実績値につきましては、以下になります。

 

イ.連結業績

（単位：百万円）
 

 
2025年度
業績予想

2025年度
実績

対業績予想比

売上高 180,000 176,682 98.2％

営業利益 15,000 15,454 103.0％

経常利益 15,600 16,071 103.0％

親会社株主に帰属する

当期純利益
11,200 11,465 102.4％

ROE 10.2％ 10.1％ △0.1ポイント

 

ロ.セグメント別業績

（単位：百万円）
 

 外部売上高 営業利益

 
2025年度
業績予想

2025年度
実績

対業績予想比
2025年度
業績予想

2025年度
実績

対業績予想比

バルブ事業 147,300 141,415 96.0％ 18,800 18,886 100.5％

伸銅品事業 30,000 32,514 108.4％ 900 865 96.2％

その他 2,700 2,752 102.0％ 100 171 171.1％

調整額 － － － △4,800 △4,467 －

合計 180,000 176,682 98.2％ 15,000 15,454 103.0％

 

　連結売上高におきましては業績予想を下回りました。バルブ事業においては、価格改定効果等があったものの、

半導体製造装置向けの販売量が業績予想より減少したこと等により、業績予想を下回りました。伸銅品事業におい

ては銅相場上昇に伴う販売価格の上昇により、業績予想を上回りました。その他においては、ホテル事業が堅調に

推移したことにより、業績予想を上回りました。

　連結営業利益におきましては業績予想を上回りました。バルブ事業においては、半導体製造装置向けの販売量が

減少するも、販管費が減少したこと等により、業績予想を上回りました。伸銅品事業においては、銅相場の影響に

より業績予想を下回りました。その他においては、ホテル事業が堅調に推移したことにより、業績予想を上回りま

した。
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５【重要な契約等】

（特定融資枠（コミットメントライン）契約）

当社は、短期の運転資金需要の発生に備え、当社取引銀行との間で特定融資枠（コミットメントライン）契約を

締結しております。

詳細は、「第５　経理の状況　１ 連結財務諸表等　(１) 連結財務諸表　⑤ 連結附属明細表　借入金等明細

表」に記載しております。

 

（資金の借入）

当社は、2025年１月14日付の執行役会において、社債償還資金を目的として資金の借入を行うことを決議し、以

下の通り金銭消費貸借契約を締結し、資金の借入を実行しております。

 

（1） 借入先 株式会社三井住友銀行

（2） 借入金額 5,775百万円

（3） 借入金利 固定金利

（4） 契約締結日 2025年１月21日及び2025年２月６日

（5） 借入実行日 2025年２月28日

（6） 借入期間 ７年

（7） 返済方法 2025年５月末を初回返済日とし、以降３ヶ月毎の各末日に分割返済

（8） 担保等の有無 無

 

（1） 借入先 株式会社みずほ銀行

（2） 借入金額 4,225百万円

（3） 借入金利 固定金利

（4） 契約締結日 2025年１月22日及び2025年２月10日

（5） 借入実行日 2025年２月28日

（6） 借入期間 ７年

（7） 返済方法 2025年５月末を初回返済日とし、以降３ヶ月毎の各末日に分割返済

（8） 担保等の有無 無
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６【研究開発活動】

当社グループの開発設計部門は、バルブ事業、伸銅品事業を中心に、「流す」「止める」「絞る」のあらゆるニー

ズに、オンリーワンの技術とユーザーの期待を超える提案力で挑戦し続ける、を行動指針としています。

国内、海外市場の各エリア及び重点市場別の戦略的な取り組みと連携した製品・技術開発計画を立案して積極果敢

に研究開発に取り組んでいます。

当連結会計年度における各セグメント別の研究の目的、主要課題、研究成果及び研究開発費は次の通りでありま

す。

なお、当連結会計年度の研究開発費の総額は3,034百万円であります。

 

（１）バルブ事業

当社グループの開発設計部門は、重点市場における新製品と新技術の開発及び成長市場に向けた製品ラインナッ

プの拡充を行っております。また、当連結会計年度中に開発が完了し製品化した主なものは、以下の通りです。

石油化学・一般化学市場において、制御性・メンテナンス性に優れた、ダイヤフラム式アクチェータ搭載汎用グ

ローブ形調節弁KCVシリーズを製品化しました。

建築設備・機械装置市場において、優れた封止性に加え流体抵抗を抑えた、鋳鉄製サイレントチェッキ弁を製品

化しました。

機能性化学市場において、ステンレス製ダイヤフラム弁に続きダクタイル製ダイヤフラム弁を発売し製品ライン

ナップの拡充を行いました。

半導体市場のALDプロセス装置向け圧力制御バルブとして、100～200Aの大口径に対応し、ノンシールタイプで

0.17秒以下の高速作動を実現するAPCバタフライバルブPCVBシリーズを発売しました。

水処理市場において、亜鉛合金溶射等を施した外面耐食塗装と耐震継手により、水インフラの長寿命化、耐震化

に寄与する、耐震形ソフトシール仕切弁GXソフト350を製品化しました。

フィルター製品市場において、半導体薬液用途にポリフィックスの新シリーズを製品化しました。従来よりも微

細化・高流量な中空糸膜を搭載し、特殊洗浄によりフィルターからの溶出物を大幅に低減しました。

更に、水素市場において、液化水素用途向け極低温弁（-253℃）シリーズを製品化しました。

NEDOグリーンイノベーション基金事業である水素航空機向けコア技術開発において川崎重工業㈱の再委託先とし

て、水素航空機用バルブの研究開発を５年に渡り行い、計画通り2026年３月末終了予定です。また、三菱重工業㈱

より月周回有人拠点「ゲートウェイ」で使用されるバルブの開発を受託し、計画通り研究開発を行っております。

なお、当該事業に係る研究開発費は2,966百万円であります。

 

（２）伸銅品事業

子会社の株式会社キッツメタルワークスが、成長分野の材料ラインナップ拡大を図るとともに、SDGsや環境規制

に対応可能な新素材及び商品開発を行っております。

またカーボンニュートラルへの取り組みの一つとして、リサイクル原料の使用比率を向上し、エネルギー及び

CO2削減を達成可能なリサイクル技術に関する研究開発を行っております。当連結会計年度は、原材料分別を容易

にする簡易検査薬の開発が完了し、リサイクル材使用比率の更なる向上に貢献しております。

なお、当該事業に係る研究開発費は67百万円であります。

 

（３）その他

その他は、ホテル事業などであるため、組織化された研究開発活動は行っておりません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

当社グループでは、急速な技術革新や販売競争の激化に対応するため、バルブ事業を中心に生産設備の新規投資や

更新投資を行ったことなどにより、13,435百万円の設備投資を実施しました。その内訳は、次の通りであります。

セグメントの名称 当連結会計年度 前年同期比

 百万円 ％

バルブ事業 12,091 117.3

伸銅品事業 1,037 287.7

その他 153 104.8

計 13,282 122.8

消去及び全社 152 －

合計 13,435 124.1

 
 

２【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、以下の通りであります。

(1）提出会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　 2025年12月31日現在

事業所名（所在地）
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額（百万円） 従業員数
[外、平均
臨時雇用
者数]
（人）

建物及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
(面積㎡)

その他
（注）１

合計

長坂工場 (山梨県北杜市) バルブ事業 生産設備 871 1,259
569

(127,523)
222 2,922

327

[58]

伊那工場 (長野県伊那市) バルブ事業 生産設備 905 1,503
661

(149,490)
404 3,474

327

[47]

茅野工場 (長野県茅野市) バルブ事業 生産設備 838 1,768
1,375

(171,907)
162 4,145

356

[45]

本社 (東京都港区) 全社 統括業務施設 439 0
－

(－)
4,187 4,626

361

[59]

厚生施設その他 全社 厚生施設他 1,535 52
709

(21,122)
163 2,460

－

[－]

　（注）１．帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品、リース資産及びその他の有形固定資産であり、建設仮

勘定は含まれておりません。

２．上記の他、主要な賃借設備として、以下のものがあります。

2025年12月31日現在

事業所名（所在地） セグメントの名称 設備の内容

従業員数
[外、平均
臨時雇用者
数]
（人）

土地の面積
(㎡)

事務所の
年間賃借料
（百万円）

本社 (東京都港区) 全社 統括業務施設
361

[59]
－ 349

大阪支社 (大阪市) バルブ事業 販売設備
48

[1]
－ 34

中部支社 (名古屋市) バルブ事業 販売設備
17

[－]
－ 19

北海道支店 (札幌市) バルブ事業 販売設備
6

[1]
－ 5

東北支店 (仙台市) バルブ事業 販売設備
7

[1]
－ 5

中国支店 (広島市) バルブ事業 販売設備
11

[－]
－ 6

九州支店 (福岡市) バルブ事業 販売設備
9

[1]
－ 16

北関東支店 (さいたま市) バルブ事業 販売設備
10

[－]
－ 4

その他６営業所 バルブ事業 販売設備
28

[－]
－ 22
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(2）国内子会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　    　 2025年12月31日現在

会社名
事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額（百万円） 従業員数
[外、平均
臨時雇用
者数]
（人）

建物
及び
構築物

機械装
置及び
運搬具

土地
(面積㎡)

その他
（注）

合計

㈱キッツエスジーエス

(注)２

本社

(滋賀県彦根市)
バルブ事業 生産設備 437 596

2,263

(25,047)
50 3,346

 
149

[9]

㈱キッツエスシーティー
群馬工場

(群馬県太田市)
バルブ事業 生産設備 3,098 1,368

292

(35,816)
191 4,951

 
409

[81]

㈱キッツマイクロフィルター
本社

(長野県茅野市)
バルブ事業 生産設備 2,506 1,303

158

(5,509)
33 4,002

 
143

[32]

㈱キッツメタルワークス
本社

(長野県茅野市)
伸銅品事業 生産設備 1,698 2,419

647

(103,656)
82 4,848

 
220

[46]

㈱ホテル紅や
本社

(長野県諏訪市)
その他 ホテル 621 36

216

(10,365)
76 951

 
82

[142]

　（注）１．帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品、リース資産及びその他の有形固定資産であり、建設仮

勘定は含まれておりません。

２．㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。

 

(3）在外子会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  　　　 2025年12月31日現在

会社名
事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額（百万円） 従業員数
[外、平均
臨時雇用
者数]
（人）

建物
及び
構築物

機械装
置及び
運搬具

土地
(面積㎡)

その他
（注）１

合計

KITZ Corp. of America
本社 (Stafford,

Texas,U.S.A)
バルブ事業 事務所、倉庫 115 －

39

(12,124)
1,530 1,685

 
38

[1]

台湾開滋股份有限公司

(注)２、３

本社

(台湾高雄市)
バルブ事業 生産設備 773 569

 
－

[32,264]

320 1,663

 
313

[67]

KITZ (Thailand) Ltd.
本社(Samutprakarn,

Thailand)
バルブ事業 生産設備 373 1,470

1,493

(70,500)
514 3,852

 
554

[24]

開滋精密機械(昆山)有

限公司 (注)２、４、７

本社

(中国江蘇省昆山市)
バルブ事業 生産設備 422 481

 
－

[41,170]

164 1,069

 
251

[－]

開滋閥門(昆山)有限公

司 (注)２、５、７

本社

(中国江蘇省昆山市)
バルブ事業 生産設備 108 399

 
－

[13,651]

386 894

 
110

[－]

開滋半導体器件(昆山)

有限公司 (注)２、６、

７

本社

(中国江蘇省昆山市)
バルブ事業 生産設備 42 756

 
－

[6,959]

92 891

 
210

[－]

KITZ Corp. of Europe,

S.A.

本社

(Barcelona,Spain)
バルブ事業 生産設備 88 68

331

(7,600)
46 535

 
62

[－]

Perrin GmbH
本社

(Nidderau,Germany)
バルブ事業 生産設備 203 374

248

(24,662)
148 974

 
144

[8]

Metalúrgica

Golden Art's Ltda.

本社

(Rio Grandedo Sul,

 Brazil)

バルブ事業 生産設備 787 1,024
257

(131,667)
217 2,286

 
523

[27]

KITZ Corp. of Korea
本社

(韓国釜山広域市)
バルブ事業 生産設備 112 69

554

(8,599)
103 840

 
75

[9]

KITZ Corp. of Vietnam

Co., Ltd. (注)２、８

本社

(ベトナム社会主義

共和国フート省)

バルブ事業 生産設備 3,953 2,562

 
－

[34,098]

791 7,307

 
5

[3]

　（注）１．帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品、リース資産及びその他の有形固定資産であり、建設仮

勘定は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

 71/196



２．中国、台湾及びベトナム社会主義共和国における各生産子会社は土地及び建物を賃借しております。なお、

土地の賃借面積については［　］で外書きしております。

３．台湾北澤股份有限公司は、2025年６月17日付で台湾開滋股份有限公司に商号を変更しております。

４．北澤精密機械(昆山)有限公司は、2025年４月３日付で開滋精密機械(昆山)有限公司に商号を変更しておりま

す。

５．北澤閥門(昆山)有限公司は、2025年５月21日付で開滋閥門(昆山)有限公司に商号を変更しております。

６．北澤半導体閥門(昆山)有限公司は、2025年６月18日付で開滋半導体器件(昆山)有限公司に商号を変更してお

ります。

７．開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有限公司及び開滋半導体器件(昆山)有限公司の各社名は中国

語簡体字を含んでいるため、日本語常用漢字で代用しております。

８．KITZ Corp. of Vietnam Co., Ltd.は、ベトナムにおける省の再編により住所がヴィンフック省からフート

省に変更になっております。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

当社グループの設備投資については、景気予測、業界動向、投資効率等を総合的に勘案して実施しております。設

備計画は原則的に連結会社各社が個別に策定しておりますが、計画策定に当たっては提出会社を中心に調整を図って

おります。

なお、当連結会計年度末現在において重要な設備の新設計画は次の通りであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の
内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定年月
完成後の
増加能力総額

（百万円）

既支払額

（百万円）
着手 完了

㈱キッツエス

シーティー

群馬県

太田市
バルブ事業 生産設備 1,082 439 自己資金 2025.２ 2027.12 107％増加

KITZ Corp. of

Vietnam Co.,

Ltd.（注）３

ベトナム社

会主義共和

国　フート

省

バルブ事業 生産設備 5,781 4,158
当社からの投融資

資金及び借入金
2024.11 2029.12 (注）２

KITZ

(Thailand)

Ltd.

Samutpraka

rn,

Thailand

バルブ事業 生産設備 864 123 自己資金 2025.10 2026.５ 200％増加

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．完成後の増加能力につきましては、計数的把握が困難であるため、記載を省略しております。

３．KITZ Corp. of Vietnam Co., Ltd.は、ベトナムにおける省の再編により住所がヴィンフック省からフート

省に変更になっております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数(株)
（2025年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2026年３月19日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 87,565,611 87,565,611
東京証券取引所

（プライム市場）

単元株式数

100株

計 87,565,611 87,565,611 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年12月25日（注） △2,830 87,565 － 21,207 － 5,715

（注）自己株式の消却による減少であります。
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（５）【所有者別状況】

       2025年12月31日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満

株式の状況

（株）
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他

の法人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 14 27 253 214 22 16,412 16,942 －

所有株式数（単元） － 236,322 16,198 98,394 214,958 236 308,347 874,455 120,111

所有株式数の割合（％） － 26.9 1.9 11.3 24.6 0.0 35.3 100 －

（注）１．自己株式296,692株は「個人その他」に2,966単元及び「単元未満株式の状況」に92株を含めて記載しておりま

す。

２．株式報酬制度「役員報酬BIP信託」の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬BIP

信託口・75957口）が保有する当社株式は、「金融機関」に2,970単元、「単元未満株式の状況」に46株含めて

記載しております。なお、当該株式は、連結財務諸表及び財務諸表において自己株式として処理をしておりま

す。

 

（６）【大株主の状況】

  2025年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
東京都港区赤坂１－８－１

赤坂インターシティＡＩＲ
9,699 11.11

北沢会持株会 東京都港区東新橋１－９－１ 5,508 6.31

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 4,303 4.93

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１－８－12 4,112 4.71

公益財団法人北澤育英会 東京都新宿区下宮比町２－28 3,425 3.93

住友生命保険相互会社 東京都中央区八重洲２－２－１ 3,409 3.91

キッツ取引先持株会 東京都港区東新橋１－９－１ 3,344 3.83

キッツ従業員持株会 東京都港区東新橋１－９－１ 1,834 2.10

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505223

(常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営業部)

P.O. BOX 351 BOSTON

MASSACHUSETTS 02101 U.S.A．

(東京都港区港南２－15－１　品川

インターシティＡ棟)

1,770 2.03

セコム損害保険株式会社 東京都千代田区平河町２－６－２ 1,702 1.95

計 － 39,111 44.82

（注）上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次の通りであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　9,699千株

株式会社日本カストディ銀行　　　　　　　　　4,112千株

なお「役員報酬BIP信託」が保有する297千株は日本マスタートラスト信託銀行株式会社の信託業務に係る株式数

に含まれております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 296,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 87,148,900 871,489 －

単元未満株式 普通株式 120,111 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  87,565,611 － －

総株主の議決権  － 871,489 －

（注）「完全議決権株式（その他）」には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式が297,000株（議決権2,970個）含ま

れております。なお、当該議決権の数2,970個は、議決権不行使となっております。

 

②【自己株式等】

    2025年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社キッツ
東京都港区東新橋１－９－

１　東京汐留ビルディング
296,600 － 296,600 0.34

計 － 296,600 － 296,600 0.34

（注）役員報酬BIP信託が保有する当社株式297,000株は、上記自己株式等には含めておりません。
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（８）【役員・従業員株式所有制度の内容】

①業績連動型株式報酬制度（役員報酬BIP信託）

当社は、取締役及び執行役員（社外取締役及び海外居住者を除く。以下併せて「取締役等」という。）の役位に

就いていた者を対象に、企業業績と企業価値の持続的な向上に対する貢献意識を高めることを目的として、企業業

績との連動性が高く、かつ、透明性・客観性の高い中長期インセンティブ報酬制度として、業績連動型株式報酬制

度（役員報酬BIP信託）（以下「本制度」という。）を導入しておりますが、後述する②業績連動型株式報酬（譲

渡制限付株式報酬及び事後交付型業績連動型株式報酬制度）を導入したことにより、今後、本制度への追加拠出は

行わないものとし、残存する当社株式等の交付が完了し次第、終了することといたします。

 

１）制度の概要

本制度としては、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託（以下「BIP信託」という。）と称される仕組

みを採用します。BIP信託とは、米国の業績連動型株式報酬（Performance Share）制度及び譲渡制限付株式報

酬（Restricted Stock）制度を参考にした役員インセンティブプランであり、BIP信託が当社株式を取得し、

中期業績目標の達成度等に応じて取締役等に当該信託から当社株式の交付等を行うものです。

 

２）信託契約の内容

 「BIP信託」

信託の種類 特定単独運用の金銭信託以外の金銭の信託（他益信託）

信託の目的 当社取締役等に対するインセンティブの付与

委託者 当社

受託者
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

（共同受託者　日本マスタートラスト信託銀行株式会社）

受益者 当社取締役等のうち受益者要件を充足する者

信託管理人 当社と利害関係のない第三者（公認会計士）

信託契約日 2016年８月１日

信託の期間
2016年８月１日～2032年８月31日（予定）

（信託内の当社株式等の交付等が完了次第終了）

制度開始日 2016年９月１日

議決権行使 行使しないものとします

取得株式の種類 当社普通株式

取得株式の総額
200百万円（信託報酬・信託費用を含む。）

※2019年８月９日付の信託期間の延長契約に伴い、115百万円を追加拠出

株式の取得時期
当初契約時：2016年８月３日～2016年８月８日

延長時　　：2019年８月13日～2019年８月19日

株式の取得方法 取引市場から取得

帰属権利者 当社

残余財産
帰属権利者である当社が受領できる残余財産は、信託金から株式取得資金を控除し

た信託費用準備金の範囲内とします。
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②業績連動型株式報酬制度（譲渡制限付株式報酬及び事後交付型業績連動型株式報酬制度）

当社は、譲渡制限付株式報酬制度（以下「本制度Ⅰ」という。）及び事後交付型業績連動型株式報酬制度（以下

「本制度Ⅱ」といい、本制度Ⅰ及びⅡを併せて、「本制度」と総称する。）を導入しております。

 

１）本制度の導入の目的及び条件

本制度は、当社の取締役（社外取締役を含む。以下同様。）、執行役及び執行理事（以下あわせて「対象取

締役等」という。）に、当社グループの企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与すると共に、株

主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的として導入される制度です。

 

２）本制度Ⅰ（譲渡制限付株式報酬制度）の概要

対象取締役等は、本制度Ⅰに基づき当社より支給された金銭報酬債権の全部を現物出資財産として払い込

み、当社普通株式の発行または処分を受けることとなります。

本制度Ⅰの導入目的の一つである株主価値の共有を中長期にわたって実現するため、譲渡制限期間は、譲渡

制限付株式の交付日から当該対象取締役等が当社の取締役、執行役または執行理事のいずれの地位も喪失する

日までとしております。各対象取締役等への具体的な支給時期及び配分については、取締役及び執行役につい

ては当社報酬委員会において、また、執行理事については報酬委員会が定めた細則に基づき当社執行役会にお

いて決定いたします。

また、本制度Ⅰにより発行または処分される当社普通株式の１株当たりの払込金額は、当社取締役会決議の

日の前営業日における東京証券取引所における当社普通株式の終値（同日に取引が成立していない場合は、そ

れに先立つ直近取引日の終値）を基礎として、対象取締役等に特に有利とならない範囲において当社取締役会

において決定いたします。

なお、本制度Ⅰによる当社普通株式の発行または処分に当たっては、当社と対象取締役等との間で譲渡制限

付株式割当契約（以下「本割当契約Ⅰ」という。）を締結するものとし、その内容として、次の事項が含まれ

ることとします。

①対象取締役等は、あらかじめ定められた期間、本割当契約Ⅰにより割当てを受けた当社普通株式について

譲渡、担保権の設定その他の処分をしてはならないこと

②一定の事由が生じた場合には当社が当該普通株式を無償で取得すること

 

３）本制度Ⅱ（事後交付型業績連動型株式報酬制度）の概要

本制度Ⅱは、執行役及び執行理事（以下あわせて「対象執行役等」という。）に対し、当社報酬委員会が定

める期間（以下「評価期間」という。）中の当社報酬委員会が別途定める業績指標（以下「業績指標」とい

う。）に基づき算定される株式報酬を付与することを趣旨とする業績連動型の報酬制度であります。

当社は、最終交付株式数に払込金額を乗じることにより算定された額の金銭報酬債権を対象執行役等に支給

し、その現物出資と引換えに、各対象執行役等に当社普通株式を割り当てます。なお、割当てを受ける当社普

通株式の払込金額は、当社株式の時価といたします。

なお、本制度Ⅱによる当社普通株式の発行または処分に当たっては、当社と対象執行役等との間で譲渡制限

付株式割当契約（以下「本割当契約Ⅱ」という。）を締結するものとし、その内容として、次の事項が含まれ

ることとします。

①対象執行役等は、当該株式の交付日から当該対象執行役等が当社の取締役、執行役または執行理事のいず

れの地位も喪失する日までの間、本割当契約Ⅱにより割当てを受けた当社普通株式について譲渡、担保権

の設定その他の処分をしてはならないこと

②一定の事由が生じた場合には当社が当該普通株式を無償で取得すること

 

(1）本制度Ⅱにおける報酬等の算定方法

各対象執行役等に交付される最終交付株式数は、以下の算定式に従って、以下の上限数の範囲で算定

されます（100円または単元株未満を切り捨て）
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［算定式］

・株式報酬額　　 = 基準株式報酬（①）× 支給率（②）× 役務提供期間比率（③）

・最終交付株式数 = 株式報酬額 ÷ 当社株式の時価（④）

・金銭報酬債権額 = 最終交付株式数 × 当社株式の時価（④）

 

①「基準株式報酬」は、対象執行役等毎に役職位に応じて当社の報酬委員会が定めた報酬額です。

②「支給率」は、当社の報酬委員会が定めた業績指標に基づき設定された目標に対する各対象執行役

等の達成度を点数化した評価点に基づき算定されます。

③「役務提供期間比率」は、評価期間における在任月数を評価期間の月数で除した比率とします。

④「当社株式の時価」は、割当ての決定に係る取締役会決議の日の前営業日における東京証券取引所

における当社普通株式の普通取引の終値（同日に取引が成立していない場合には、それに先立つ直

近取引日の終値）を基礎として対象執行役等に特に有利とならない範囲で当社取締役会が決定した

額です。

 

(2）本制度Ⅱにおける報酬等の上限

当社が本制度Ⅱに基づき支給する金銭報酬債権は、支給率200％を上限として計算された額を上限と

いたします。

 

(3）本制度Ⅱに基づく報酬等を受ける権利の喪失事由

対象執行役等は、当社取締役会（執行理事については執行役会）において別途定める非違行為、当社

報酬委員会（執行理事については執行役会）において別途定める理由による退任等がある場合は、本制

度Ⅱに基づく報酬等を受ける権利を喪失することといたします。

 

(4）株式の併合・分割等による調整

本制度Ⅱに基づく株式の交付までに、当社の発行済株式総数が、株式の併合または株式の分割（株式

無償割当てを含む。以下同じ。）によって増減する場合は、併合・分割の比率を乗じて本制度Ⅱの算定

に係る株式数を調整します。

 

(5）評価期間

当社中期経営計画の期首から３年間（現行の中期経営計画において2025年１月１日から2027年12月31

日）とします。

 

(6）評価期間中に当社内の異動により役位に変動があった場合

対象執行役等が評価期間中に当社内の異動により別の役位に就任した場合または基準株式報酬の変更

があった場合、各役位の在職月数に応じて調整した株式数を最終交付株式数とします。
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

会社法第155条第３号に該当する普通株式の取得及び会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

取締役会（2025年２月13日）での決議状況

（取得期間　2025年２月14日～2025年３月31日）
90,700 108,000,000

当事業年度前における取得自己株式 － －

当事業年度における取得自己株式 90,700 107,864,800

残存決議株式の総数及び価額の総額 － 135,200

当事業年度の末日現在の未行使割合(％) － 0.1

当期間における取得自己株式 － －

提出日現在の未行使割合(％) － 0.1

（注）当該決議に基づく自己株式の取得は、2025年２月14日をもって終了しております。

 

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

取締役会（2026年２月12日）での決議状況

（取得期間　2026年２月13日～2026年３月31日）
51,000 100,000,000

当事業年度前における取得自己株式 － －

当事業年度における取得自己株式 － －

残存決議株式の総数及び価額の総額 － －

当事業年度の末日現在の未行使割合(％) － －

当期間における取得自己株式 46,600 99,875,300

提出日現在の未行使割合(％) 8.6 0.1

（注）当該決議に基づく自己株式の取得は、2026年２月13日をもって終了しております。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

 当事業年度における取得自己株式 547 777,433

 当期間における取得自己株式 148 300,168

（注）１．当期間における取得自己株式には、2026年３月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

請求による株式は含まれておりません。

２．上記の取得自己株式数には、役員報酬BIP信託の所有する当社株式は含まれておりません。
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（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、株式交付、会社分割に係る移転

を行った取得自己株式
－ － － －

その他     

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分） 87,099 93,781,122 － －

その他     

（単元未満株式の売渡請求による売渡し） 30 32,301 － －

保有自己株式数 296,692 － 343,440 －

（注） １．当期間における処理自己株式には、2026年３月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の売

渡請求による株式は含まれておりません。

２．当期間における保有自己株式数には、2026年３月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

買取請求並びに単元未満株式の売渡請求による株式は含まれておりません。

３．処分価額の総額については、自己株式の帳簿価額により記載しております。

４．上記の保有自己株式数には、役員報酬BIP信託の所有する当社株式は含まれておりません。

 

３【配当政策】

　当社は、配当金を株主の皆様への利益還元として経営上の重要課題と位置づけております。当面の業績動向に加

え、今後の事業拡大のための設備投資、開発投資、あるいはＭ＆Ａなどの資金に加え、借入金返済、社債償還のため

の資金ニーズにも対応すべく内部留保の充実を図りつつ、配当の継続性、安定性にも十分留意し実施したいと考えて

おります。

　上記趣旨を勘案し、連結配当性向については、親会社株主に帰属する当期純利益の40％以上を望ましい水準といた

します。

　なお、自己株式の取得につきましては、中長期の成長のための必要な投資額等を考慮した上で、株式市場及び当社

株価の動向、手許資金の状況、最適資本構成、ROE目標、投資状況などの環境等を勘案し、適宜検討いたします。

　配当時期につきましては、中間及び期末の年２回を基本としております。また、株主の皆様への剰余金の配当等を

機動的に実施するため、剰余金の配当等の決定機関は取締役会としています。

　当事業年度の期末配当につきましては、上記方針等を勘案し１株当たり32円とさせていただきました。これによ

り、当事業年度の年間配当金は、中間配当（１株当たり21円）を含め、53円となり、連結配当性向は40.2％となりま

す。

　翌事業年度の配当金につきましては、連結業績予想による親会社株主に帰属する当期純利益の場合、１株当たり年

間59円を見込んでおります。

 

当事業年度に係る剰余金の配当は以下の通りであります。

決議年月日
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

2025年８月８日
1,832 21

取締役会決議

2026年２月26日
2,792 32

取締役会決議
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

　当社は、取締役会において、「コーポレート・ガバナンス基本方針」を定め、コーポレート・ガバナンスの充実

及び強化に取り組んでいます。

 

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当社グループは、企業理念体系に立脚し、企業価値と社会価値の向上を支える経営基盤を強化するとともに、経

営の遵法性、透明性、健全性及び効率性を高める体制を整備し運用することにより、実効性のあるコーポレート・

ガバナンスを実現しています。

　当社のコーポレート・ガバナンスの取り組みに関連する事項については下記URLをご参照ください。

（URL）https://www.kitz.co.jp/sustainability/governance/

 

②　企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由

　当社は、コーポレート・ガバナンスの強化と経営のスピード向上を図るため、機関設計として指名委員会等設置

会社を採用しています。経営の監督機能と執行機能を明確に分離し、取締役会の監督機能を強化するとともに、取

締役会から執行役へ大幅な業務執行の権限を委譲することにより、経営の迅速な意思決定を実現しています。

　企業統治の機関については、監督機能として、取締役会、指名委員会、監査委員会及び報酬委員会に加え、任意

のリスク委員会を設置しています。

　また、執行機能として、執行役及び執行役会を設置しています。

 

　当社の企業統治体制、各機関の構成等、開催回数・出席状況、主な役割・責務、具体的な議題・検討内容は以下

の通りです。

　なお、当社は、2026年３月26日開催予定の第112回定時株主総会の議案（決議事項）として、「取締役10名選任

の件」を提案しています。当該議案が承認可決された場合の取締役の構成並びに定時株主総会の後に開催する取締

役会において決議された場合の取締役会及び各委員会の構成等については、「取締役会及び各委員会の構成等（第

112回定時株主総会終了後の取締役会決議後）」に記載の通りです。

 

※第112回定時株主総会終了後の取締役会決議を経たコーポレート・ガバナンス体制は、有価証券報告書提出日現

在から変更はありません。
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取締役会及び各委員会の構成等（有価証券報告書提出日現在）

　◎は議長又は委員長、○は構成員を示しています。

役職名 氏名
取締役会及び各委員会の構成等

取締役会 指名委員会 監査委員会 報酬委員会 リスク委員会

取締役会長 堀田　康之 ◎ ○ － ○ ○

取締役

代表執行役社長
河野　　誠 ○ － － － －

取締役 村澤　俊之 ○ －
○

常勤委員
－ ○

独立社外取締役 天羽　　稔 ○ ◎ － － －

独立社外取締役 藤原　　裕 ○ － － ◎ －

独立社外取締役 菊間　千乃 ○ － － － ◎

独立社外取締役 作野　周平 ○ － ◎ － －

独立社外取締役 小林　彩子 ○ － ○ － ○

独立社外取締役 前田　東一 ○ ○ － － ○

独立社外取締役 鈴木　康信 ○ － － ○ －

 

取締役会及び各委員会の構成等（第112回定時株主総会終了後の取締役会決議後）

　◎は議長又は委員長、○は構成員を示しています。

役職名 氏名
取締役会及び各委員会の構成等

取締役会 指名委員会 監査委員会 報酬委員会 リスク委員会

取締役会長 堀田　康之 ◎ ○ － ○ ○

取締役

代表執行役社長
河野　　誠 ○ － － － －

取締役 村澤　俊之 ○ －
○

常勤委員
－ ○

独立社外取締役 菊間　千乃 ○ － － － ◎

独立社外取締役 小林　彩子 ○ － ◎ － －

独立社外取締役 前田　東一 ○ ◎ － － －

独立社外取締役 鈴木　康信 ○ － － ◎ －

独立社外取締役 栖関　智晴 ○ ○ － － ○

独立社外取締役 畑　　佳秀 ○ － ○ － －

独立社外取締役 細井　友美子 ○ － － ○ ○
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■監督機能

イ．取締役会・取締役

［構成］

　有価証券報告書提出日現在、取締役会は、取締役10名により構成されており、そのうち７名は独立社外取締

役（うち女性の取締役２名）です。なお、第112回定時株主総会において「取締役10名選任の件」が承認可決

された場合の取締役の構成並びに定時株主総会の後に開催する取締役会において決議された場合の取締役会の

構成は、取締役10名のうち７名は独立社外取締役（うち女性の取締役３名）となります。

　また、取締役会が定める「取締役・執行役の選解任方針」に基づき、知識、経験、能力、専門性、ジェン

ダー、国際性、職歴及び年齢などのバランスに配慮し、多様性と適正規模を両立させる構成としています。

 

取締役のスキル・マトリックス（有価証券報告書提出日現在）

役職名 氏名

主な専門的知見・分野

企業経営
グローバル
経験

法務・
リスクマネ
ジメント

サステナ
ビリティ
（ESG）

資本効率
経営

会計・財務

モノ
づくり・
品質

イノベー
ション・
ＤＸ・
技術開発

営業・
マーケ
ティング

人事・
人財開発

取締役会長

（議長）
堀田　康之 ○ ○      ○  

取締役

代表執行役社長
河野　　誠 ○ ○      ○  

取締役 村澤　俊之    ○ ○    ○

独立社外取締役 天羽　　稔 ○ ○     ○   

独立社外取締役 藤原　　裕  ○  ○ ○     

独立社外取締役 菊間　千乃   ○ ○     ○

独立社外取締役 作野　周平   ○  ○    ○

独立社外取締役 小林　彩子   ○ ○     ○

独立社外取締役 前田　東一 ○     ○ ○   

独立社外取締役 鈴木　康信 ○ ○      ○  

 

取締役のスキル・マトリックス（第112回定時株主総会終了後の取締役会決議後）

役職名 氏名

主な専門的知見・分野

企業経営
グローバル
経験

法務・
リスクマネ
ジメント

サステナ
ビリティ
（ESG）

資本効率
経営

会計・財務

モノ
づくり・
品質

イノベー
ション・
ＤＸ・
技術開発

営業・
マーケ
ティング

人事・
人財開発

取締役会長

（議長）
堀田　康之 ○ ○      ○  

取締役

代表執行役社長
河野　　誠 ○ ○      ○  

取締役 村澤　俊之    ○ ○    ○

独立社外取締役 菊間　千乃   ○ ○     ○

独立社外取締役 小林　彩子   ○ ○     ○

独立社外取締役 前田　東一 ○     ○ ○   

独立社外取締役 鈴木　康信 ○ ○      ○  

独立社外取締役 栖関　智晴 ○     ○ ○   

独立社外取締役 畑　　佳秀 ○    ○  ○   

独立社外取締役 細井　友美子   ○ ○ ○     

　上記の「主な専門的知見・分野」については、各取締役のこれまでの経験をもとに、特に期待する専門的な

知見を有する分野について主なもの最大３つに印をつけており、有するすべての知見や経験を表すものではあ

りません。
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［開催回数・出席状況］

　原則として、毎月定例取締役会を、四半期ごとに決算取締役会を、必要に応じて臨時取締役会を開催してい

ます。

役職名 氏名 開催回数及び出席状況

取締役会長

（議長）
堀田　康之 16回/16回（100％）

取締役

代表執行役社長
河野　　誠 16回/16回（100％）

取締役 村澤　俊之 16回/16回（100％）

独立社外取締役 天羽　　稔 16回/16回（100％）

独立社外取締役 藤原　　裕 16回/16回（100％）

独立社外取締役 菊間　千乃 16回/16回（100％）

独立社外取締役 作野　周平 16回/16回（100％）

独立社外取締役 小林　彩子 16回/16回（100％）

独立社外取締役 前田　東一 15回/16回（93％）

独立社外取締役 鈴木　康信 16回/16回（100％）

 

［主な役割・責務］

　取締役会は、株主に対する経営の受託者としての責任を踏まえ、当社グループの持続的な成長と中長期的な

企業価値の向上を目指し、企業理念、長期経営ビジョン、行動指針、中期経営計画、年度経営計画及び経営の

基本方針等の決定並びに法令、定款または取締役会規程に定める重要な事項について審議し意思決定を行って

います。また、執行役から定期的に状況報告を受けることなどを通じて、業務執行を監督しています。

 

［具体的な議題・検討内容］

　法令、定款並びに取締役会規程に定める事項に加え、企業理念、長期経営ビジョン、行動指針、中期経営計

画、年度経営計画及び経営の基本方針等の決定や戦略的な議論を行っています。また、取締役会は、内部統制

の有効性に関する監督を行うほか、当社及びグループ会社の業務執行の状況並びにコンプライアンス、リスク

マネジメント、内部統制、サステナビリティ推進、品質保証、情報セキュリティ及び投融資等の重要事項につ

いての報告を受け、改善に向けた適切な助言及び監督を行っています。

　2025年度は、主に第２期中期経営計画の進捗、Ｍ＆Ａを含む事業ポートフォリオ戦略及びビジネスユニット

戦略について、多くの時間をかけて闊達な議論を行いました。

 

2025年度取締役会の具体的な検討内容

分類 具体的な検討内容

経営戦略、ESG

第２期中期経営計画の進捗、事業ポートフォリオ戦略、

ビジネスユニット戦略（市場×エリア戦略）、DX戦略・データドリブン経営、

人財戦略・社員エンゲージメント向上、取締役会実効性評価、

指名委員会報告、役員人事、報酬委員会報告、監査委員会報告、

リスク委員会報告、内部統制、IT・情報セキュリティ

資本効率経営、会計財務
財務戦略、株主資本コスト、株主還元政策、

政策保有株式、自己株式の取得

投融資（大規模案件） Ｍ＆Ａ、データセンター向け設備投資、IT投資
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［取締役会の実効性の確保］

　当社は、コーポレート・ガバナンスの実効性を高め、取締役会全体の機能向上を図ることを目的として、毎

年、すべての取締役を対象にアンケート方式による取締役会の実効性に関する評価を行っています。本調査

は、コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づき、特に重要な事項について記名式の質問票を配布し、

回答を得る方法で行うものです。

　2025年度における取締役会の実効性評価では、下記項目について評価及び意見の集約を行いました。その中

で、当社の「コーポレート・ガバナンス基本方針」に定める「取締役会の役割・責務」に対する共通認識を踏

まえ、取締役会において各取締役が自身に期待されている役割や発言の際に意識した点について自己評価を行

う設問を新たに設けました。これらの振り返りを取締役会で共有することにより、取締役一人ひとりの役割の

発揮を促進するとともに、取締役会全体の実効性の向上を図ることを目的としています。

　取締役会における審議の結果、当社取締役会は、監督機能が十分に発揮され、実効性が確保できていると評

価しました。取締役会は、評価結果で示された課題を踏まえ、執行側の対応状況を監督するとともに、中長期

的な企業価値向上に資する本質的な議論を行うことで、さらなる実効性の確保に努めています。
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実施要領

目的 取締役会の実効性を評価し、取締役会全体の機能の向上を図る

対象期間 2025年度

対象者 すべての取締役（10名）

方法 アンケート評価及び記述（記名式）

評価項目

１．経営理念・経営戦略の策定・実行

２．サステナビリティに関する取り組み

３．取締役会の構成

４．役員の指名

５．役員の報酬

６．監査に関する事項

７．社外取締役に関する事項

８．取締役会の審議の活性化

９．指名委員会・報酬委員会・監査委員会・リスク委員会・独立社外取締役会合の審議の活

性化

10．株主・投資家等のステークホルダーへの対応

11．取締役会において各取締役が自身に期待されている役割や発言の際に意識した点につい

て自己評価

評価結果 取締役会は、監督機能が十分に発揮され、実効性が確保できている

主な意見

下記１～３に関する取締役会での議論の活性化並びに４～６に関する監督機能の強化に資す

る機会の拡充について、建設的な意見や提案が示された

１．事業ポートフォリオ、ビジネスユニット制組織による事業戦略

２．人財マネジメント及び女性社員の活躍、社員エンゲージメントの向上

３．リスクマネジメント及びコンプライアンス経営

４．社外取締役と投資家の対話

５．取締役のトレーニング

６．各委員会の審議内容の共有

 

［独立役員］

　社外取締役の全員は、東京証券取引所が定める独立性判断基準及び当社が定める「社外取締役独立性判断基

準」の要件を満たしており、その全員について、独立役員として東京証券取引所に届出をしています。

　なお、第112回定時株主総会において「取締役10名選任の件」が承認可決された場合、社外取締役の全員

は、東京証券取引所が定める独立性判断基準及び当社が定める「社外取締役独立性判断基準」の要件を満たし

ており、その全員について、独立役員として東京証券取引所に届出をしています。独立社外取締役の氏名等に

ついては、「取締役会及び各委員会の構成等（第112回定時株主総会終了後の取締役会決議後）」に記載の通

りです。

氏名（役職名） 当社からの独立性に影響する事項

天羽　　稔（社外取締役） 該当事項はありません。

藤原　　裕（社外取締役） 該当事項はありません。

菊間　千乃（社外取締役） 該当事項はありません。

作野　周平（社外取締役） 該当事項はありません。

小林　彩子（社外取締役） 該当事項はありません。

前田　東一（社外取締役） 該当事項はありません。

鈴木　康信（社外取締役） 該当事項はありません。

（注）社外取締役が保有する当社株式数につきましては、「（２）役員の状況」に記載の通りであり、経営に

影響を与えるものではありません。
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ロ．指名委員会

［構成］

　指名委員会は３名の委員で構成されており、その過半数（３名中２名）が独立社外取締役です。また、委員

長も独立社外取締役が務めています。

 

［開催回数・出席状況］

委員会における役職名 氏名（役職名） 開催回数及び出席状況

委員長 天羽　　稔（独立社外取締役） ６回/６回（100％）

委員 前田　東一（独立社外取締役） ６回/６回（100％）

委員 堀田　康之（取締役会長） ６回/６回（100％）

 

［主な役割・責務］

　指名委員会は、株主総会に提出する取締役の選任及び解任に関する議案の内容を決定するほか、取締役会が

定める「取締役・執行役の選解任方針」に基づき、取締役会長候補者、取締役会議長候補者、法定及び任意の

委員会の委員及び委員長の候補者及び執行役候補者の指名並びに次世代経営者計画等に関する審議を行い、そ

の結果を取締役会に答申しています。

 

［具体的な議題・検討内容］

　株主総会に提出する取締役の選任議案の内容を決定したほか、取締役会長候補者、取締役会議長候補者、法

定及び任意の委員会の委員及び委員長の候補者及び執行役候補者並びに次世代経営者計画等に関する審議を行

い、その結果を取締役会に答申しました。

 

ハ．監査委員会

［構成］

　監査委員会は３名の委員で構成されており、その過半数（３名中２名）が独立社外取締役です。また、委員

長も独立社外取締役が務めています。

　監査委員には、財務会計に関する経験と知見を有する委員を１名以上選任するとともに、常勤監査委員を置

き監査の実効性を確保しています。

 

［開催回数・出席状況］

委員会における役職名 氏名（役職名） 開催回数及び出席状況

委員長 作野　周平（独立社外取締役） 17回/17回（100％）

委員 小林　彩子（独立社外取締役） 17回/17回（100％）

委員（常勤委員） 村澤　俊之（取締役） 17回/17回（100％）

 

［主な役割・責務］

　監査委員会は、取締役及び執行役の職務執行の監査及び監査報告の作成のほか、株主総会に提出する会計監

査人の選任及び解任並びに会計監査人を再任しないことに関する議案の内容を決定しています。

　監査委員会には、常勤の監査委員を置き、執行役会及び経営会議など社内の重要な会議への出席等を通じ

て、適時的確な情報の把握と委員間での情報共有を推進しています。

 

［具体的な議題・検討内容］

　監査委員会の具体的な議題及び検討内容は「（３）監査の状況」に記載の通りです。
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ニ．報酬委員会

［構成］

　報酬委員会は３名の委員で構成されており、その過半数（３名中２名）が独立社外取締役です。また、委員

長も独立社外取締役が務めています。

 

［開催回数・出席状況］

委員会における役職名 氏名（役職名） 開催回数及び出席状況

委員長 藤原　　裕（独立社外取締役） ５回/５回（100％）

委員 鈴木　康信（独立社外取締役） ５回/５回（100％）

委員 堀田　康之（取締役会長） ５回/５回（100％）

 

［主な役割・責務］

　報酬委員会は、「取締役及び執行役の個人別の報酬等の内容の決定に関する方針」並びに取締役及び執行役

の個人別の報酬等の内容について決定しています。取締役及び執行役の報酬等は、長期経営ビジョン及び中期

経営計画の達成並びに当社グループの企業価値の向上に対するモチベーションを高めることを主眼に、他社水

準等を考慮のうえ、業績に見合った額としています。

 

［具体的な議題・検討内容］

　「取締役及び執行役の個人別の報酬等の内容の決定に関する方針」並びに取締役及び執行役の個人別の報酬

等の内容について決定し、その内容を取締役会に報告しました。

 

ホ．リスク委員会（任意設置）

［構成］

　リスク委員会は５名の委員で構成されており、その過半数（５名中３名）が独立社外取締役です。また、委

員長も独立社外取締役が務めています。

 

［開催回数・出席状況］

委員会における役職名 氏名（役職名） 開催回数及び出席状況

委員長 菊間　千乃（独立社外取締役） ３回/３回（100％）

委員 小林　彩子（独立社外取締役） ３回/３回（100％）

委員 前田　東一（独立社外取締役） ３回/３回（100％）

委員 堀田　康之（取締役会長） ３回/３回（100％）

委員 村澤　俊之（取締役） ３回/３回（100％）

 

［主な目的］

　リスク委員会は、取締役会による当社グループのリスクマネジメントの監督を補助し、経営戦略と一体のも

のとして、その高度化に資することを目的としています。

 

［具体的な議題・検討内容］

　重大リスクに係る具体的なテーマを特定し、対象テーマに関する執行側の課題設定や対策についての適正性

を審議し、その結果を取締役会に報告しました。
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ヘ．独立社外取締役会合・筆頭独立社外取締役

［独立社外取締役会合の構成・筆頭独立社外取締役の選定］

　当社は、取締役会から独立した機関として、独立社外取締役会合を設けています。本会合は、独立社外取締

役全員により構成され、互選により、独立社外取締役の中から筆頭独立社外取締役１名を選定しています。

 

［開催回数・出席状況］

役職名 氏名 開催回数（出席状況）

筆頭独立社外取締役 天羽　　稔 ５回/５回（100％）

独立社外取締役 藤原　　裕 ５回/５回（100％）

独立社外取締役 菊間　千乃 ５回/５回（100％）

独立社外取締役 作野　周平 ５回/５回（100％）

独立社外取締役 小林　彩子 ５回/５回（100％）

独立社外取締役 前田　東一 ５回/５回（100％）

独立社外取締役 鈴木　康信 ５回/５回（100％）

 

［主な目的］

　取締役会における議論に積極的に貢献するために必要な情報交換、認識共有を行うとともに、当社の事業及

びコーポレート・ガバナンスに関する事項等について客観的な立場から自由に議論することを主な目的として

います。

 

［具体的な議題・検討内容］

　指名委員会及び報酬委員会との情報共有並びに米国成長戦略について審議を行うとともに、当社の事業及び

コーポレート・ガバナンスに関する事項等について、客観的な立場から自由闊達な意見交換を行いました。

 

　第112回定時株主総会において「取締役10名選任の件」が承認可決された場合の独立社外取締役会合の構成

は以下の通りです。なお、筆頭独立社外取締役は、定時株主総会の後に開催する独立社外取締役会合において

互選により選定されます。

役職名 氏名

独立社外取締役 菊間　千乃

独立社外取締役 小林　彩子

独立社外取締役 前田　東一

独立社外取締役 鈴木　康信

独立社外取締役 栖関　智晴

独立社外取締役 畑　　佳秀

独立社外取締役 細井　友美子
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■執行機能

イ．執行役・執行役会

［執行役の選任、主な役割・責務］

　取締役会は、執行役６名を選任しており、その中から代表執行役（社長）を選定しています。執行役は、取

締役会から大幅な権限の委任を受け、経営及び業務執行に係る意思決定を迅速に行っています。

　また、執行役の指揮下に重要な使用人となる執行理事を複数名選任し、職務を遂行しています。

 

　有価証券報告書提出日現在の執行役は以下の６名であり、第112回定時株主総会終了後も変更はありませ

ん。

役職名 氏名

代表執行役社長（取締役） 河野　　誠

執行役 小林　隆明

執行役 杉田　泰則

執行役 武居　秀治

執行役 別所　研一

執行役 前川　知哉

 

［執行役会の構成、主な役割・責務］

　取締役会は、執行役全員で構成する執行役会を設置しています。執行役会は、取締役会から執行役全員に委

任された業務執行について合議により決定しています。

 

ロ．経営会議

［主な役割・責務］

　当社は、代表執行役社長の指揮下に経営会議を設置しています。経営会議は、すべての執行役及び執行理事

並びに執行役及び執行理事が指名する部門長により構成されています。

　経営会議は、毎月開催しており、重要な経営課題について闊達な議論を行うほか、経営計画の進捗管理及び

調整を行っています。

 

ハ．機能別専門委員会

［主な役割・責務］

　当社は、代表執行役社長の指揮下にサステナビリティ委員会、内部統制委員会、C&C管理委員会（コンプラ

イアンス・クライシス対応・リスクマネジメントを主管する専門委員会）、投融資審査委員会、その他機能別

専門委員会を設置しており、サステナビリティ経営の推進、当社グループの業務の適正性の確保並びにリスク

対応及びコンプライアンス経営の推進等の重要事項について審議し、代表執行役社長に報告しています。

　特に重要な事項については、執行役会における審議を経て、取締役会に報告することとしています。

 

ニ．内部監査室

［主な役割・責務］

　当社は、当社及び子会社の内部監査を行う部門として、代表執行役社長の指揮下に内部監査室を設置してい

ます。内部監査室は、監査委員会及び会計監査人と綿密な連携を図り、当社及び連結対象子会社の「業務の有

効性及び効率性」、「報告（財務報告等）の信頼性」、「事業活動に関わる法令等の遵守」及び「資産の保

全」並びに「コーポレート・ガバナンスプロセスの有効性評価」及び「事業活動におけるリスクマネジメント

の有効性評価及びリスクコントロールシステムの改善への寄与」に関する評価を行っています。

　内部監査室は、監査計画及び監査結果について、代表執行役社長、監査委員会、内部監査室担当執行役及び

監査対象の子会社の社長に報告するとともに、年に１回以上、取締役会に直接報告しています。
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③　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

イ．業務の適正を確保するための体制

　当社は、取締役会において決議した「内部統制基本方針」に基づき、業務の適正を確保するための体制整備

を行っています。

 

［内部統制基本方針］

　当社は、当社及び子会社から成る企業集団（以下「当社グループ」という。）の企業理念体系である「キッ

ツ宣言」、「長期経営ビジョン」及び「行動指針」（総称して以下「企業理念体系」という。）のもと、経営

基盤を健全かつ強固なものにするため、当社グループの業務の適正を確保するための体制を以下の通り整備

し、運用するとともに、継続的な改善を図っています。

 

１．当社の執行役・使用人及び子会社の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制

（１）当社は、企業理念体系を世界中の当社グループで働くすべての役員・使用人に周知・徹底する。

（２）当社は、当社グループのコンプライアンス経営を実践及び監督するための組織として、代表執行役社

長を委員長とするC&C管理委員会を設置する。また、推進統括部門を定め、コンプライアンス経営の

基本的な考え方に基づき、使用人に対する教育研修を実施するとともに、その効果の確認を行うな

ど、グループコンプライアンス経営及びグループリスクマネジメントの充実に向けた取り組みを行

う。

（３）当社は、当社グループの役員・使用人が遵守すべきコンプライアンス行動規範を定める。

（４）当社は、執行役・使用人及び子会社の取締役・監査役・使用人から、法令違反行為、重大な社内規程

違反行為その他コンプライアンス違反行為に関する通報または相談を受け付ける窓口（以下、「コン

プライアンス・ヘルプライン」という。）を当社及び各子会社に設置するほか、弁護士事務所にグ

ループ共通の受付窓口を設置する。また、情報提供者のプライバシーを厳格に保持し、情報提供によ

る不利益な取扱いをしないよう管理を徹底する。

（５）当社は、コンプライアンス行動規範及びコンプライアンス・ヘルプラインについて、各グループ会社

の所在国の言語で作成するコンプライアンス・ガイドブック、社内イントラネット、コンプライアン

ス教育等により、当社グループの役員・使用人に周知する。

（６）コンプライアンス担当執行役は、コンプライアンス・ヘルプライン規程に基づき、内部通報の内容及

びその調査結果について、監査委員会に報告するほか、取締役会に報告する。

（７）当社は、監査委員会が設置する内部通報受付窓口が受け付けた当社グループの取締役・執行役・監査

役等の経営幹部の関与が疑われ、かつ当社グループの経営に重大な支障が及ぶ可能性がある法令違反

行為等に関する通報または相談について、監査委員会からの要請に基づき、調査への協力及び情報の

提供その他必要な支援または問題解決のために必要な対応を行うとともに、是正及び再発防止に向け

た措置を講ずる。

（８）当社は、代表執行役社長直轄の内部監査室を設置し、内部監査規程に基づき、当社及び当社連結対象

子会社の「業務の有効性及び効率性」、「報告（財務報告等）の信頼性」、「事業活動に関わる法令

等の遵守」及び「資産の保全」並びに「コーポレート・ガバナンスプロセスの有効性評価」及び「事

業活動におけるリスクマネジメントの有効性評価及びリスクコントロールシステムの改善への寄与」

に関する内部監査を円滑かつ効果的に行う。

（９）当社は、当社及び当社連結対象子会社の「報告（財務報告等）の信頼性」を確保するために、内部監

査室において、財務報告に係る内部統制システムの整備状況及び運用状況を定期的に評価し、それに

基づいて継続的な改善活動を実施する。

（10）内部監査室長は、当社及び子会社に係る内部監査に関する計画及び結果その他必要な情報を代表執行

役社長、監査委員会、執行役及び子会社の社長に報告する。

（11）内部監査室長から内部監査の結果に基づく問題点の指摘を受けた執行役、部門統括責任者及び子会社

の社長は、改善策を検討し、速やかに実施する。

（12）内部監査室長は、必要に応じて、取締役会に陪席し、当社グループの内部監査の実施状況及び結果に

ついて直接報告を行うことができる体制とする。

（13）当社は、子会社の取締役の職務執行を監督するため、主要な子会社に取締役及び監査役を派遣する。

（14）当社は、取締役会規程、職務権限規程、稟議規程及びグループ会社管理規程その他関連する規程類

（総称して以下「グループ会社管理規程類」という。）において、当社が子会社の重要事項について

承認する事項を明確にすることにより、子会社における業務の適正性を確保する。

（15）当社は、当社グループにおける会社間の取引を行う場合、法令及び会計原則その他の社会規範に照ら

し、公正・妥当なものとする。

（16）当社は、社会の秩序や安全を脅かす反社会的勢力その他の関連する団体に対して、弁護士等の専門家

及び警察等と連携し、組織的に毅然とした姿勢で対応する。また、当社グループとして社会的責任を

果たすため、反社会的勢力排除の取り組みを継続的に実施する。
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２．職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

（１）当社は、執行役の職務の執行に係る重要な文書等（電磁的記録を含む。）の情報を法令及び社内規程

に従い適切に保存し管理する。

（２）執行役及び部門統括責任者は、子会社における取締役の職務の執行に係る重要な文書等（電磁的記録

を含む。）の情報を法令及び当該子会社の社内規程に従って適切に保存・管理する体制の構築及び整

備並びにその運用について監督する。

（３）当社は、情報の作成・利用・管理に関する情報セキュリティ・ポリシー及び個人情報保護方針に基づ

き、情報の適切な保管・管理を徹底し、情報の漏洩や不適切な利用を防止する。また、情報セキュリ

ティ・個人情報保護委員会により、当社グループの情報セキュリティを総合的に管理するとともに、

情報セキュリティに関する監督を行う。

（４）当社は、社内規程に基づき、代表執行役及び執行役会の決裁文書等の重要な文書を取締役が必要に応

じて閲覧可能な状態を維持する。

 

３．当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

（１）取締役会は、当社グループにおけるリスク管理体制を構築するとともに、リスクマネジメント基本方

針を定め、その運用状況を監督する。

（２）取締役会は、取締役会による当社グループのリスクマネジメントの監督を補助し、経営戦略と一体の

ものとして、その高度化に資することを目的とする任意の機関として、社外取締役を委員長とするリ

スク委員会を設置する。

（３）当社は、リスクマネジメント推進統括部門を定め、リスクマネジメント基本方針に基づき、グループ

リスクマネジメントの充実に向けた取り組みを行う。

（４）執行役会は、リスクマネジメント基本方針に基づき、当社グループの業務執行におけるリスクの抽

出、分析、評価及び対策の検討・実施を行う。

（５）当社は、代表執行役社長の指揮下にサステナビリティ推進、内部統制、コンプライアンス・危機管

理・リスクマネジメント、投融資審査その他各種機能別委員会組織を設置し、当社グループのリスク

を適切に管理・評価するとともに、牽制、改善その他必要な統制の対応を行う。

（６）内部監査室は、当社グループのリスク管理プロセスを評価する。

 

４．当社の執行役及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

（１）取締役会は、法令または定款に定めるもののほか、取締役会規程に定める重要事項を決定する。

（２）取締役会は、意思決定の迅速化及び効率化を図るため、業務執行に係る決定のうち、執行役に委任す

る事項を定める。

（３）取締役会は、執行役の指揮命令系統及び職務分担を決定する。

（４）取締役会は、執行役から、原則として３カ月に１回以上、業務執行の状況について報告を受け、監督

する。

（５）取締役会は、すべての執行役で組織し、取締役会において選定される代表執行役社長が主宰する執行

役会を設置する。

（６）取締役会から執行役に委任された事項のうち、執行役全員に委任された事項については執行役会の合

議により決定し、代表執行役に委任された事項については代表執行役が決定する。

（７）代表執行役社長は、経営会議を設置し、執行役及び部門統括責任者から業務執行に関する報告を受け

るとともに、中期経営計画及び年度経営計画の進捗状況の確認と調整を図る。

（８）当社は、意思決定の迅速化及び効率化を図り、意思決定プロセスを明確にするため、各執行役及び使

用人の権限と責任を定める職務権限規程及び稟議決裁規程を定め運用する。

（９）当社は、当社グループの財務方針を定め、財務面におけるガバナンスを強化するとともに、当社グ

ループにおける資金、為替及び金融機関取引の統括及び管理を行う。

（10）当社は、子会社の経営を監督するため、各子会社を所管する部門長（以下「子会社担当部門長」とい

う。）を定める。

（11）子会社担当部門長は、対象子会社の取締役を兼ねるほか、対象子会社の業務の執行に係る重要事項に

ついて承認を行う。
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５．子会社の取締役及び使用人の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

（１）各子会社の代表取締役社長は、グループ会社管理規程類により、当該子会社の経営状況に係る重要事

項について、当社の代表執行役社長に報告する。

（２）各子会社の取締役及び使用人は、子会社担当部門長に対し、職務の執行に係る重要事項について報告

する。

（３）当社は、経理規程及び連結経理細則に基づき、子会社からの適時適切な報告を徹底することにより、

当社グループの財務状態及び経営成績を的確に把握し、かつ連結会計方針の適切な維持管理を行う。

 

６．監査委員会の職務を補助すべき使用人及びその使用人の執行役からの独立性に関する事項並びに監査委員

会の使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

（１）当社は、監査委員会及び監査委員の職務を補助する組織として、監査委員会直属の監査委員会室を設

置する。

（２）当社は、監査委員会室に、監査委員会及び監査委員の職務を補助するに足る能力を有する専任の使用

人を常勤の室員（以下「常勤室員」という。）として配置する。

（３）当社は、監査委員会が必要とする場合、内部監査室に所属する使用人全員を一時的な室員（以下「一

時室員」という。また、常勤室員及び一時室員を併せて以下「監査委員会室員」という。）として兼

務させ、監査委員会の指揮のもとに、内部監査に関する追加調査及び重大な法令違反行為等に関する

調査等について直接かつ優先的に指示を行うことができる体制を確保する。

（４）当社は、監査委員会室員が職務を遂行する場合、業務執行からの独立性を確保する。

（５）取締役（監査委員を除く。）及び執行役は、監査委員会室員が監査委員会の職務を補助するにあたり

指揮・命令を行わない。

（６）常勤室員は、監査委員会及び監査委員の指示に従いその職務を行うほか、監査委員会の事務局業務を

遂行する。また、常勤室員は、子会社の監査役を兼務することができるものとする。

（７）当社は、常勤室員の人事に関する事項について、事前に監査委員会の同意を得たうえで決定する。ま

た、監査委員会室員の人事考課は、監査委員会が行う。

 

７．当社の取締役（監査委員を除く。）・執行役・使用人及び子会社の取締役・監査役・使用人またはこれら

の者から報告を受けた者が当社の監査委員会に報告をするための体制並びに監査委員会への報告をした者が

当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

（１）当社の取締役（監査委員を除く。）・執行役・使用人及び子会社の取締役・監査役・使用人またはこ

れらの者から報告を受けた者は、法令及び定款に違反する事実、不正行為その他会社の経営に重大な

支障または著しい損害を及ぼす可能性のある事実について、すみやかに当社の監査委員会に報告す

る。

（２）当社の取締役（監査委員を除く。）・執行役・使用人及び子会社の取締役・監査役・使用人またはこ

れらの者から報告を受けた者は、法令及び監査委員会規程に基づき、監査委員会から報告を求められ

たときは、当該対象者はすみやかに監査委員会に報告する。

（３）当社は、当社の取締役（監査委員を除く。）・執行役・使用人及び子会社の取締役・監査役・使用人

またはこれらの者から報告を受けた者が監査委員会に報告を行ったことを理由として、当該報告者に

対して不利益な取扱いを行わない。

 

８．監査委員の職務の執行について生じる費用の前払いまたは償還の手続その他当該債務の処理に係る方針に

関する事項

（１）当社は、監査委員会及び監査委員による職務の執行に伴う費用の前払いまたは償還の請求があった場

合、監査委員会及び当該監査委員の職務の執行に関わるものではないと認められる場合を除き、その

請求にすみやかに応じる。

（２）当社は、監査委員会及び監査委員の職務の執行に伴う弁護士等の専門家への報酬その他の費用を、前

払いのものを含めて負担する。
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９．その他監査委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

（１）当社は、当社の取締役（監査委員を除く。）・執行役・使用人及び子会社の取締役・監査役・使用人

が監査委員会による調査及び往査等に応じることにより、監査の実効性を確保する。

（２）当社は、監査委員会が当社の取締役（監査委員を除く。）・執行役・会計監査人その他必要な者との

十分な意見交換を行う機会を確保する。

（３）代表執行役社長は、定期的に監査委員会との間で経営上の課題等について意見交換を行う。

（４）内部監査室長は、監査委員会が主宰する「三様監査会合」において、会計監査人及び監査委員との緊

密な連携を図る。

（５）当社は、監査委員が重要な会議に出席し、意見を述べる機会を確保する。

（６）監査委員会は、連結経営の観点から、グループ全体の監査の実効性を確保するため、定期的に子会社

の監査役と情報・意見の交換を行う。また、当社は、監査委員会の求めに応じて、子会社の監査役と

の連携及び子会社の使用人から情報を収集できる機会を確保する。

（７）監査委員は、監査委員会の職務遂行において必要と認める場合、弁護士、公認会計士その他の専門家

を活用することができるものとする。

 

ロ.　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　内部統制基本方針に基づく当社の体制整備及び運用状況の概要は以下の通りです。

　内部統制システムに関連する事項については下記URLをご参照ください。

（URL）https://www.kitz.co.jp/sustainability/governance/internal-control-system/

 

a　内部統制システム全般

　当社は、グループの経営基盤を健全かつ強固なものにするため「内部統制基本方針」を定め、法令に基づき

内部統制システムを構築し、運用しています。

　リスク管理、法令等の遵守、業務の適正化及び適正な財務報告など、会社法における内部統制システムの主

要事項を踏まえ、リスクマネジメント及びコンプライアンス経営の推進、事業活動に関するすべての業務を適

切に評価・対応する体制の構築及び財務報告（決算書）の虚偽表示の防止体制の整備・運用に取り組んでいま

す。また、業務の有効性及び効率性、財務報告の信頼性、事業活動に関する法令等の遵守及び資産の保全な

ど、金融商品取引法における主要事項を踏まえ、企業会計審議会が公表した「財務報告に係る内部統制の評価

及び監査の基準並びに財務報告に係る内部統制及び監査に関する実施基準の改訂について（意見書）」に示さ

れている内部統制の基本的枠組みに準拠して財務報告に係る内部統制を行うとともに、監査委員会、会計監査

人及び内部監査室が緊密な連携を図り、全社的な内部統制の有効性に関する評価を行っています。

　また、内部監査室が当社及び子会社を対象とする業務監査及び内部統制監査を実施し、全社的な内部統制の

状況及び業務プロセスの適正性をモニタリングしています。是正が必要な事項については、グループ会社に通

達のうえ、各社における是正措置のフォロー監査を実施しています。内部監査室は、監査等の結果を代表執行

役社長、監査委員会、関係部門及び定期的に取締役会に直接報告を行います。また、内部統制委員会において

も課題等の議論と共有を行っています。

　各組織の業務は、職務権限規程及び稟議決裁規程に基づいて行っており、当社及び子会社の取締役会の意思

決定は、取締役会規程、執行役会規程及びグループ会社規程に基づいて行っています。加えて、クライシス対

応、コンプライアンス、リスクマネジメント、内部統制、サステナビリティ推進、品質保証、情報セキュリ

ティ、個人情報保護、環境、安全衛生、投融資、安全保障貿易、AEO貿易及びCI等に関する機能別専門委員会

を設置・運用することにより、グループ経営の適切な意思決定に係る重要事項について審議・評価していま

す。

 

［主な取り組みの概要］

（１）当社グループの内部統制を有効に機能させるために、子会社を統制する各種の基本方針及び管理規程

に基づき、内部監査室を通じて内部統制の強化・推進に取り組みました。

（２）内部統制委員会を定例で開催し、当社及び子会社の内部統制システム運用状況の確認及び今後の取組

計画について審議しました。

（３）内部監査室により、財務報告に係る内部統制監査及び業務監査を行いました。また、財務報告の信頼

性を確保するため、当社をはじめ、事業規模に応じて子会社の内部統制の整備及び運用状況の評価を

行い、会計監査人による内部統制監査を受けました。
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b　企業統治の体制

　企業統治の体制については、「②企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由」に記載の通りです。

 

c　当社グループ全体の経営及び業務執行の管理・監督

　当社は、子会社の経営及び業務執行を監督するため、グループ会社管理規程類を定めているほか、各子会社

を所管する子会社担当部門長を定めています。各子会社の代表取締役社長は、当該規程類に従い、経営状況に

係る重要事項について、当社の代表執行役社長に報告するほか、各子会社の取締役及び社員は、当社の子会社

担当部門長に対し、職務の執行に係る重要事項について報告しています。また、子会社担当部門長は、対象子

会社の取締役を兼務するほか、当該規程類に従い、所管する子会社の業務の執行に係る重要事項について承認

を行っています。

 

d　コンプライアンス体制

　当社は、当社グループ共通の企業理念体系を制定し、その「行動指針」の最上位に“Do it True”（誠実・

真実）を掲げ、コンプライアンスを経営の最重要課題と位置付けています。

　当社グループは、コンプライアンス経営を実践及び監督するための組織として、当社及びグループ各社に代

表執行役社長または代表取締役社長を委員長とするC&C管理委員会を設置しています。また、当社においては

コンプライアンスの推進部門を定め、当社グループのすべての役員・社員が遵守すべき「コンプライアンス行

動規範」の制定、教育研修の実施、コンプライアンス・アンケートによる効果の確認、「コンプライアンス・

ヘルプライン」（内部通報制度）の運用など、その充実に向けた様々な取り組みを行っています。コンプライ

アンス行動規範及びコンプライアンス・ヘルプライン等については、グループ共通の「コンプライアンス・ガ

イドブック」に掲載し、グループ各社の所在国の言語に翻訳のうえ、社内イントラネットでの発信やコンプラ

イアンス教育を通じて、当社グループの役員及び社員に周知徹底しています。

　コンプライアンス経営の推進に関連する事項については下記URLをご参照ください。

（URL）https://www.kitz.co.jp/sustainability/governance/compliance/

 

［主な取り組みの概要］

（１）C&C管理委員会において、当社グループに係属する訴訟・紛争及び内部通報に関する事項及びその他

事業上のリスク等について審議し、基本方針を策定し施策を実施しました。

（２）キッツグループ企業理念体系及びコンプライアンス行動規範のもと、当社においては代表執行役社

長、またグループ会社においては代表取締役社長が率先垂範してこれらを実行し、法令及び企業倫理

の遵守についてその徹底を図りました。

（３）当社及びグループ会社の役員及び社員を対象として、キッツグループ企業理念体系、内部統制、コン

プライアンス、法令、契約、知的財産、安全保障貿易管理及び情報セキュリティ等の社内研修を対

面、オンライン及びｅラーニングの方法により実施し、コンプライアンス経営に対する意識の高揚と

知識の向上を図りました。

（４）当社及びグループ会社の役員及び社員が法令・コンプライアンス違反行為を発見した場合、それらに

関する情報を通報及び相談できる窓口として設置しているコンプライアンス・ヘルプライン及びその

利用方法を当社及びグループ会社の役員及び社員へ周知する取り組みを行いました。また、コンプラ

イアンス・ヘルプラインが受け付けた通報及び関連する情報は、C&C管理委員会が通報者の秘密を厳

格に保持しながら、迅速に調査を行い、適時・適切な是正措置を講じました。

 

e　内部通報制度

　当社及びグループ各社は、コンプライアンス経営の推進のため、役員及び社員が法令・コンプライアンス違

反行為を発見した場合、それらに関する情報を通報及び相談できる窓口として、コンプライアンス・ヘルプラ

インを設置しています。これは、当社及びグループ各社のC&C管理委員会が管理・運用しており、受け付けた

通報・相談については、通報者の秘密を厳格に保持しながら迅速に調査を行い、適時・適切な是正措置を講じ

るものです。当社及びグループ各社の役員及び社員が、自社だけでなく、外部の弁護士事務所や親会社である

当社のコンプライアンス・ヘルプラインを利用できるなど、複数の相談・通報ルートを設けることで、利用者

が安心して当窓口を活用できる体制を構築しています。

　また、コンプライアンス・ヘルプラインが受け付けた情報並びにその対応及び結果については、監査委員会

に報告するとともに、取締役会に報告しています。
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f　リスクマネジメント体制

　当社は、指名委員会等設置会社として、経営の監督機能と執行機能を明確に分離し、リスクマネジメントの

監督を取締役会の担うべき重要な役割として位置付けています。そのうえで、監督側では、取締役会のもとに

任意の機関としてリスク委員会を設置しています。執行側では、取締役会の監督のもと、取締役会が定める

「リスクマネジメント基本方針」に基づき、C＆C管理委員会の指揮下で、リスクマネジメント担当役員が当社

及びグループ各社のリスクマネジメントを推進しています。

　また、C&C管理委員会が策定した評価基準に基づき、事業活動に係る想定リスクについて「リスクの発生頻

度」と「経営に与える影響度」の２軸からリスクの重要性を定量的に判定し、重大リスクの特定を行うととも

に、必要な対策措置を講じています。

　その他、当社グループの業務執行における重要事項の意思決定の適正性を確保するため、代表執行役社長の

指揮下に、クライシス対応、コンプライアンス、リスクマネジメント、内部統制、サステナビリティ推進、品

質保証、情報セキュリティ、個人情報保護、環境、安全衛生、投融資及び安全保障貿易等に関する機能別専門

委員会を設置し、リスク管理及び提言などを行っています。

　リスクマネジメントの推進に関連する事項については下記URLをご参照ください。

（URL）https://www.kitz.co.jp/sustainability/governance/risk-management/

 

［主な取り組みの概要］

（１）各事業部門及びグループ会社ごとに抽出したリスクの分析・評価・対策立案・実行の結果を踏まえ、取

締役会及び経営会議において、その進捗について報告を行うとともに、今後の進め方について方針及び

施策の策定を行いました。

（２）クライシス対応、コンプライアンス、リスクマネジメント、内部統制、サステナビリティ推進、品質保

証、情報セキュリティ、個人情報保護、環境、安全衛生、投融資、安全保障貿易、AEO貿易及びCI等に

関する機能別専門委員会において、グループ経営の適切かつ適法な意思決定に係る重要事項について、

評価・牽制・改善その他必要な統制を行いました。

 

g　機能別専門委員会の設置

　機能別専門委員会の設置については、「②企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由　■執行機

能　ハ．機能別専門委員会」に記載の通りです。

 

h　内部監査

　内部監査の体制については、「②企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由　■執行機能　ニ．内

部監査室」に記載の通りです。
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ハ．その他

a　取締役の定数

　当社は、定款において、取締役の員数を14名以内とする旨を定めています。

 

b　株主総会の決議要件

　当社は、定款で株主総会の決議について以下の通り定めています。

①法令または定款に定めがある場合を除き、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数

をもって行う。

②取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席

し、その議決権の過半数をもって行う。なお、取締役の選任決議は累積投票によらないものとする。

③会社法第309条第２項に定める決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有

する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う。

 

c　剰余金の配当等の決定機関

　当社は、剰余金の配当等、会社法第459条第１項各号に定める事項について、法令に別段の定めがある場合

を除き、株主総会の決議によらず取締役会の決議によって定める旨を定款に定めています。これは、剰余金の

配当等を取締役会の権限とすることにより、株主への機動的な利益還元を行うことを目的とするものです。

 

d　自己株式の取得

　当社は、自己株式の取得について、会社法第165条第２項の規定により、取締役会の決議によって市場取引

等により自己の株式を取得することができる旨を定款に定めています。

 

e　取締役の責任免除

　当社は、会社法第426条第１項の規定により、取締役（取締役であった者を含む）の同法第423条第１項の責

任（役員等の会社に対する損害賠償責任。以下同じ。）をその取締役が職務を行うにつき善意でかつ重大な過

失がない場合には、法令の限度内において取締役会の決議によって免除することができる旨を定款に定めてい

ます。これは、取締役が職務を遂行するにあたり、その能力を十分に発揮して、期待される役割を果たし得る

環境を整備することを目的とするものです。

 

f　執行役の責任免除

　当社は、会社法第426条第１項の規定により、執行役（執行役であった者を含む。）の同法第423条第１項の

責任を、その執行役が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がない場合には、法令の限度額の範囲において

取締役会の決議によって免除することができる旨を定款に定めています。これは、執行役が職務を遂行するに

あたり、その能力を十分に発揮して、期待される役割を果たし得る環境を整備することを目的とするもので

す。

 

g　責任限定契約の内容の概要

　当社は、会社法第427条第１項の規定により、取締役（業務執行取締役等である者を除く）との間に、その

取締役が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がない場合には、同法第423条第１項の責任を限定する契約

を締結することができる旨を定款に規定しており、各取締役との間で当該契約を締結しています。なお、当該

契約に基づく責任の限度額は、500万円以上であらかじめ定めた金額または法令が規定する額のいずれか高い

額となります。

 

h　役員等賠償責任保険契約の内容の概要

　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結していま

す。取締役がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生

じる損害を当該保険契約により補填することとしていますが、法令違反行為であることを認識して行った場合

など、一定の免責事由があります。なお、当該保険契約の被保険者の範囲は当社の取締役及び執行役並びに子

会社の取締役及び監査役（いずれも退任者を含む）であり、被保険者は保険料を負担していません。当該保険

契約により、被保険者の会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を含む）に起因して株主や第三者

から損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用等が補填されることになりま

す。ただし、被保険者の業務の執行の適正性が損なわれないようにするため、犯罪行為や意図的に違法行為を

行った役員自身の損害等は補填の対象としないこととしています。
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（２）【役員の状況】

①　役員一覧

１．2026年３月19日（有価証券報告書提出日）現在の役員の状況は、以下の通りであります。

男性13名　女性2名　（役員のうち女性の比率13.3％）

ａ．取締役の状況

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

取締役会長 堀田　康之
1955年６月

18日生

1978年３月 当社入社

1997年１月 営業本部中部支社長

2001年４月 長坂工場長

2001年10月 株式会社キッツエスシーティー常務取締役

2004年６月 同社代表取締役社長

2006年４月 当社常務執行役員、バルブ事業部長

2007年４月 専務執行役員、バルブ事業部長

2007年６月 取締役、専務執行役員、バルブ事業部長

2008年６月 代表取締役社長、社長執行役員、バルブ事業部長

2009年４月 代表取締役社長、社長執行役員

2021年３月 代表取締役会長、取締役会議長

2021年６月 公益財団法人北澤美術館理事長（現）

2024年３月 取締役会長、取締役会議長、

指名委員会委員、報酬委員会委員、リスク委員会

委員（現）

2025年６月 公益財団法人北澤育英会理事長（現）
　

(注)2 230

取締役

代表執行役社長
河野　誠

1966年３月

10日生

1988年４月 当社入社

2008年８月 バルブ事業部海外営業本部プロジェクト営業部長

2011年12月 プロジェクト統括部長

2013年４月 バルブ事業統括本部生産本部生産管理部長

2015年４月 バルブ事業統括本部事業企画部長

2016年４月 執行役員、経営企画本部長、関連事業（伸銅品事

業、サービス事業）担当

2017年４月 KITZ Corporation of Asia Pacific Pte. Ltd.

CEO & Managing Director及びKITZ Valve &

Actuation Singapore Pte. Ltd. Managing

Director

2019年４月 当社常務執行役員、バルブ事業統括本部長

2019年６月 取締役、常務執行役員、バルブ事業統括本部長

2021年３月 代表取締役社長、社長執行役員

2024年３月 取締役、代表執行役社長（現）
　

(注)2 88

取締役 村澤　俊之
1959年２月

９日生

1981年３月 当社入社

2001年４月 経営企画部長

2009年４月 執行役員、経営企画部長、広報・IR室及び関連事

業担当

2011年10月 執行役員、経営企画本部長

2014年４月 執行役員、経営企画本部長、関連事業（伸銅品事

業、サービス事業）担当

2016年４月 執行役員、管理本部長、内部監査室及びグループ

リスクマネジメント担当

2016年６月 取締役、執行役員、管理本部長、内部監査室及び

グループリスクマネジメント担当

2017年６月 取締役、執行役員、管理本部長、内部監査室、内

部統制及びグループリスクマネジメント担当

2019年４月 取締役、常務執行役員、管理本部長、内部監査

室、内部統制、ESG及びグループリスクマネジメ

ント担当

2021年１月 取締役、常務執行役員、管理本部長、内部監査室

及び内部統制担当

2022年１月 取締役、常務執行役員、経営企画本部長、関連事

業（伸銅品事業、サービス事業）、ESG、内部監

査室及び内部統制担当

2024年３月 取締役、監査委員会委員（常勤）、リスク委員会

委員（現）
　

(注)2 100
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

社外取締役 天羽　稔
1951年12月

９日生

1979年４月 デュポンファーイースト日本支社

（現デュポン株式会社）入社

2000年３月 同社取締役

2002年３月 同社常務取締役

2004年３月 同社専務取締役兼エンジニアリングポリマー事業

部アジア太平洋地域リージョナルディレクター

2005年７月 同社取締役副社長

2006年９月 同社代表取締役社長

2013年１月 同社代表取締役会長兼デュポンアジアパシフィッ

クリミテッド社長

2014年９月 デュポン株式会社名誉会長

2015年６月 当社社外取締役（現）

2016年３月 大塚化学株式会社社外監査役

2019年３月 同社社外取締役（現）

2020年12月 株式会社HEXEL Works社外取締役

2021年６月 株式会社エンプラス社外取締役（監査等委員）

（現）

2024年３月 当社指名委員会委員長（現）
　

(注)2 11

社外取締役 藤原　裕
1951年４月

20日生

1974年４月 三井海洋開発株式会社入社

1987年11月 安田信託銀行株式会社

（現みずほ信託銀行株式会社）入社

1994年８月 同社ニューヨーク副支店長

1996年６月 同社シカゴ支店長

1998年８月 オムロン株式会社入社

2005年６月 同社執行役員、財務IR室長

2007年３月 同社執行役員、グループ戦略室長

2008年６月 同社執行役員常務、グループ戦略室長

2008年12月 同社執行役員常務、IR企業情報室長

2013年６月 ナブテスコ株式会社社外取締役

2017年６月 当社社外取締役（現）

2020年７月 鴻池運輸株式会社社外監査役

2024年３月 当社報酬委員会委員長（現）
　

(注)2 15

社外取締役 菊間　千乃
1972年３月

５日生

1995年４月 株式会社フジテレビジョン入社

2011年12月 弁護士登録

2012年１月 弁護士法人松尾綜合法律事務所入所

2014年12月 株式会社ノエビアホールディングス社外取締役

2018年６月 株式会社コーセー（現株式会社コーセーホール

ディングス）社外取締役（現）

2020年５月 タキヒヨー株式会社社外取締役（監査等委員）

2020年６月 アルコニックス株式会社社外取締役（現）

当社社外取締役（現）

2022年１月 弁護士法人松尾綜合法律事務所代表弁護士

（社員弁護士）（現）

2024年２月 株式会社マネーフォワード社外取締役（現）

2024年３月 当社リスク委員会委員長（現）

2024年６月 東京海上日動あんしん生命保険株式会社社外監査

役（現）
　

(注)2 9

社外取締役 作野　周平
1954年２月

17日生

1977年４月 株式会社横河電機製作所

（現横河電機株式会社）入社

1999年10月 同社関連会社統括室長

2005年４月 同社執行役員、経営管理本部経理財務センター長

2008年６月 同社常務執行役員、経営監査本部長

2016年６月 横河ソリューションサービス株式会社監査役

2017年６月 当社社外監査役

2019年10月 ジャパニアス株式会社社外監査役

2024年３月 当社社外取締役、監査委員会委員長（現）

2026年２月 ジャパニアス株式会社社外取締役、監査等委員会

委員長（現）
　

(注)2 9
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

社外取締役 小林　彩子
1975年10月

14日生

2000年10月 弁護士登録

片岡総合法律事務所（現弁護士法人片山総合法律

事務所）入所

2009年１月 同法律事務所パートナー（現）

2013年９月 慶應義塾大学法務研究科非常勤講師

2019年６月 当社社外監査役

2021年６月 株式会社武蔵野銀行社外取締役（現）

2023年４月 慶應義塾大学法務研究科教授（現）

2024年３月 当社社外取締役、監査委員会委員、リスク委員会

委員（現）
　

(注)2 10

社外取締役 前田　東一
1955年12月

24日生

1981年４月 株式会社荏原製作所入社

2007年４月 同社執行役員

2010年４月 同社常務執行役員

2011年６月 同社取締役

2012年４月 同社取締役、風水力機械カンパニープレジデント

2013年４月 同社代表取締役社長

2015年６月 同社代表執行役社長

2019年３月 同社取締役会長

2024年３月 当社社外取締役、指名委員会委員、リスク委員会

委員（現）

2025年６月 公益財団法人荏原畠山記念文化財団代表理事

（現）

株式会社帝人社外取締役（現）
　

(注)2 4

社外取締役 鈴木　康信
1958年９月

23日生

1982年４月 三菱金属株式会社

（現三菱マテリアル株式会社）入社

2011年６月 同社執行役員、銅事業カンパニーバイスプレジデ

ント営業部長

2015年４月 同社常務執行役員、経営戦略部門長

2016年６月 同社取締役、専務執行役員、経営戦略部門長

2018年10月 同社取締役、専務執行役員、高機能製品カンパ

ニープレジデント

2019年６月 同社執行役専務、高機能製品カンパニープレジデ

ント

2020年４月 同社執行役副社長、高機能カンパニープレジデン

ト

2023年４月 同社金属事業顧問

2024年３月 当社社外取締役、報酬委員会委員（現）
　

(注)2 4

計 486

　（注）１．取締役 天羽稔、藤原裕、菊間千乃、作野周平、小林彩子、前田東一及び鈴木康信の各氏は社外取締役であ

ります。なお、当社は各氏を東京証券取引所の上場規則で定める「独立役員」として、同取引所に対して届

出を行っております。

２．2024年12月期に係る定時株主総会終結の時から2025年12月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

３．小林彩子氏の戸籍上の氏名は中嶋彩子であります。
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ｂ．執行役の状況

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

取締役

代表執行役社長
河野　誠

1966年３月

10日生
a．取締役の状況　参照 (注) 88

執行役

建築設備・機械装置

ビジネスユニット長

小林　隆明
1967年１月

20日生

1989年４月 東洋バルヴ株式会社入社

2012年１月 当社転籍

2012年４月 生産本部茅野工場BC第二製造部長

2014年４月 生産本部茅野工場BC製造部長

2015年４月 生産本部茅野工場長

2018年４月 生産本部生産管理センター長

2020年12月 KITZ (Thailand) Ltd. Managing Director

2023年１月 バルブ事業統括本部副統括本部長

2023年５月 バルブ事業統括本部副統括本部長兼サプライ

チェーンマネジメント統括部長

2024年３月 執行役、バルブ事業統括本部長、CS統括センター

担当

2025年１月 執行役、建築設備・機械装置ビジネスユニット

長、製販統括センター及び環境ソリューションビ

ジネスユニット担当（現）
　

(注) 14

執行役

インダストリアル

ビジネスユニット長

杉田　泰則
1974年５月

６日生

1997年４月 当社入社

2008年４月 KITZ Corp.of Europe,S.A. Director

2014年４月 クウォーターターン事業推進室長

2016年４月 Metalúrgica Golden Art's Ltda. Chairman

2022年１月 執行役員、ビジネスプロモーションセンター長

2023年１月 執行役員、ビジネスプロモーションセンター長、

水素事業部担当

2024年３月 執行役、ビジネスプロモーションセンター長、水

素事業及び環境ソリューション事業担当

2025年１月 執行役、インダストリアルビジネスユニット長、

水素ビジネスユニット担当

2026年１月 執行役、インダストリアルビジネスユニット長、

技術統括センター及び水素ビジネスユニット担当

（現）
　

(注) 32

執行役

人財総務本部長
武居　秀治

1968年９月

16日生

1991年４月 当社入社

2015年４月 管理本部総務人事部長

2022年１月 執行役員、人財総務本部長

2024年３月 執行役、人財総務本部長、法務・知財・リスクマ

ネジメント統括センター、内部統制及び内部監査

室担当（現）
　

(注) 25

執行役

コーポレートファイナンス

本部長

別所　研一
1964年10月

27日生

1988年４月 松下電器産業株式会社

（現パナソニックホールディングス株式会社）入

社

2003年４月 Matsushita Industrial Corp.Sdn.Bhd.取締役

2017年４月 パナソニックファイナンスソリューションズ株式

会社代表取締役社長

2020年10月 当社入社

2021年４月 管理本部経理部長

2022年１月 コーポレートファイナンス本部副本部長

2023年１月 執行役員、コーポレートファイナンス本部長

2024年３月 執行役、コーポレートファイナンス本部長（現）
　

(注) 13

執行役

半導体ビジネスユニット長
前川　知哉

1970年11月

12日生

2000年９月 株式会社ベンカン入社

2001年11月 株式会社キッツエスシーティー入社

2010年10月 同社生産本部生産管理部長

2019年４月 同社取締役、生産本部長兼新田SC工場長

2024年４月 同社常務取締役、生産本部長兼新田SC工場長

2025年１月 同社代表取締役社長（現）

2025年１月 執行役、半導体ビジネスユニット長（現）
　

(注) 6

計 181

（注）選任後１年以内に終了する事業年度の末日である2026年12月31日までであります。
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２．2026年３月26日開催予定の第112回定時株主総会の議案（決議事項）として、「取締役10名選任の件」を提

案しております。当該決議が承認可決された場合、当社の役員の状況及びその任期は、以下の通りとなる予

定であります。なお、役員の役職等については、当該定時株主総会の直後に開催が予定される取締役会の決

議事項の内容（役職等）を含めて記載しております。

男性12名　女性3名　（役員のうち女性の比率20.0％）

ａ．取締役の状況

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

取締役会長 堀田　康之
1955年６月

18日生

1978年３月 当社入社

1997年１月 営業本部中部支社長

2001年４月 長坂工場長

2001年10月 株式会社キッツエスシーティー常務取締役

2004年６月 同社代表取締役社長

2006年４月 当社常務執行役員、バルブ事業部長

2007年４月 専務執行役員、バルブ事業部長

2007年６月 取締役、専務執行役員、バルブ事業部長

2008年６月 代表取締役社長、社長執行役員、バルブ事業部長

2009年４月 代表取締役社長、社長執行役員

2021年３月 代表取締役会長、取締役会議長

2021年６月 公益財団法人北澤美術館理事長（現）

2024年３月 取締役会長、取締役会議長、

指名委員会委員、報酬委員会委員、リスク委員会

委員（現）

2025年６月 公益財団法人北澤育英会理事長（現）
　

(注)2 230

取締役

代表執行役社長
河野　誠

1966年３月

10日生

1988年４月 当社入社

2008年８月 バルブ事業部海外営業本部プロジェクト営業部長

2011年12月 プロジェクト統括部長

2013年４月 バルブ事業統括本部生産本部生産管理部長

2015年４月 バルブ事業統括本部事業企画部長

2016年４月 執行役員、経営企画本部長、関連事業（伸銅品事

業、サービス事業）担当

2017年４月 KITZ Corporation of Asia Pacific Pte. Ltd.

CEO & Managing Director及びKITZ Valve &

Actuation Singapore Pte. Ltd. Managing

Director

2019年４月 当社常務執行役員、バルブ事業統括本部長

2019年６月 取締役、常務執行役員、バルブ事業統括本部長

2021年３月 代表取締役社長、社長執行役員

2024年３月 取締役、代表執行役社長（現）
　

(注)2 88
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

取締役 村澤　俊之
1959年２月

９日生

1981年３月 当社入社

2001年４月 経営企画部長

2009年４月 執行役員、経営企画部長、広報・IR室及び関連事

業担当

2011年10月 執行役員、経営企画本部長

2014年４月 執行役員、経営企画本部長、関連事業（伸銅品事

業、サービス事業）担当

2016年４月 執行役員、管理本部長、内部監査室及びグループ

リスクマネジメント担当

2016年６月 取締役、執行役員、管理本部長、内部監査室及び

グループリスクマネジメント担当

2017年６月 取締役、執行役員、管理本部長、内部監査室、内

部統制及びグループリスクマネジメント担当

2019年４月 取締役、常務執行役員、管理本部長、内部監査

室、内部統制、ESG及びグループリスクマネジメ

ント担当

2021年１月 取締役、常務執行役員、管理本部長、内部監査室

及び内部統制担当

2022年１月 取締役、常務執行役員、経営企画本部長、関連事

業（伸銅品事業、サービス事業）、ESG、内部監

査室及び内部統制担当

2024年３月 取締役、監査委員会委員（常勤）、リスク委員会

委員（現）
　

(注)2 100

社外取締役 菊間　千乃
1972年３月

５日生

1995年４月 株式会社フジテレビジョン入社

2011年12月 弁護士登録

2012年１月 弁護士法人松尾綜合法律事務所入所

2014年12月 株式会社ノエビアホールディングス社外取締役

2018年６月 株式会社コーセー（現株式会社コーセーホール

ディングス）社外取締役（現）

2020年５月 タキヒヨー株式会社社外取締役（監査等委員）

2020年６月 アルコニックス株式会社社外取締役（現）

当社社外取締役（現）

2022年１月 弁護士法人松尾綜合法律事務所代表弁護士

（社員弁護士）（現）

2024年２月 株式会社マネーフォワード社外取締役（現）

2024年３月 当社リスク委員会委員長（現）

2024年６月 東京海上日動あんしん生命保険株式会社社外監査

役（現）
　

(注)2 9

社外取締役 小林　彩子
1975年10月

14日生

2000年10月 弁護士登録

片岡総合法律事務所（現弁護士法人片山総合法律

事務所）入所

2009年１月 同法律事務所パートナー（現）

2013年９月 慶應義塾大学法務研究科非常勤講師

2019年６月 当社社外監査役

2021年６月 株式会社武蔵野銀行社外取締役（現）

2023年４月 慶應義塾大学法務研究科教授（現）

2024年３月 当社社外取締役（現）、監査委員会委員、リスク

委員会委員

2026年３月 当社監査委員会委員長（現）
　

(注)2 10
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

社外取締役 前田　東一
1955年12月

24日生

1981年４月 株式会社荏原製作所入社

2007年４月 同社執行役員

2010年４月 同社常務執行役員

2011年６月 同社取締役

2012年４月 同社取締役、風水力機械カンパニープレジデント

2013年４月 同社代表取締役社長

2015年６月 同社代表執行役社長

2019年３月 同社取締役会長

2024年３月 当社社外取締役（現）、指名委員会委員、リスク

委員会委員

2025年６月 公益財団法人荏原畠山記念文化財団代表理事

（現）

株式会社帝人社外取締役（現）

2026年３月 当社指名委員会委員長（現）
　

(注)2 4

社外取締役 鈴木　康信
1958年９月

23日生

1982年４月 三菱金属株式会社

（現三菱マテリアル株式会社）入社

2011年６月 同社執行役員、銅事業カンパニーバイスプレジデ

ント営業部長

2015年４月 同社常務執行役員、経営戦略部門長

2016年６月 同社取締役、専務執行役員、経営戦略部門長

2018年10月 同社取締役、専務執行役員、高機能製品カンパ

ニープレジデント

2019年６月 同社執行役専務、高機能製品カンパニープレジデ

ント

2020年４月 同社執行役副社長、高機能カンパニープレジデン

ト

2023年４月 同社金属事業顧問

2024年３月 当社社外取締役（現）、報酬委員会委員

2026年３月 当社報酬委員会委員長（現）
　

(注)2 4

社外取締役 栖関　智晴
1957年２月

18日生

1979年４月 住友電気工業株式会社入社

1997年１月 株式会社レイケム取締役

2001年11月 タイコエレクトロニクスレイケム株式会社代表取

締役

2003年４月 株式会社ディーアンドエムホールディングス執行

役

2004年11月 株式会社OCC代表取締役兼CEO

2007年３月 スミダコーポレーション株式会社執行役COO

2010年９月 同社代表執行役社長

2020年３月 同社取締役

2021年６月 株式会社ミスミグループ本社 社外取締役（現）

2026年３月 当社社外取締役、指名委員会委員、リスク委員会

委員（現）
　

(注)2 －

社外取締役 畑　佳秀
1958年５月

20日生

1981年４月 日本ハム株式会社入社

2008年４月 同社経理財務部長

2009年４月 同社執行役員、経理財務部長

2011年４月 同社執行役員、経理財務部長、情報企画部担当

2011年６月 同社取締役、執行役員、経理財務部長、情報企画

部担当

2012年４月 同社取締役、常務執行役員、グループ経営本部

長、経理財務部・IT戦略部担当

2015年４月 同社代表取締役副社長、副社長執行役員、コーポ

レート本部長

2018年１月 同社代表取締役社長、社長執行役員

2023年４月 同社取締役

2023年６月 同社相談役

2026年３月 当社社外取締役、監査委員会委員（現）
　

(注)2 －

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

104/196



 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

社外取締役 細井　友美子
1967年１月

１日生

1993年10月 朝日監査法人（現有限責任あずさ監査法人）入所

1997年４月 日本公認会計士登録

2010年７月 有限責任あずさ監査法人パートナー

2025年６月 いすゞ自動車株式会社社外取締役、監査等委員

（現）

2026年３月 当社社外取締役、報酬委員会委員、リスク委員会

委員（現）
　

(注)2 －

計 449

　（注）１．取締役 菊間千乃、小林彩子、前田東一、鈴木康信、栖関智晴、畑佳秀及び細井友美子の各氏は社外取締役

であります。なお、当社は各氏を東京証券取引所の上場規則で定める「独立役員」として、同取引所に対し

て届出を行っております。

２．2025年12月期に係る定時株主総会終結の時から2026年12月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

３．小林彩子氏の戸籍上の氏名は中嶋彩子であります。

４．細井友美子氏の戸籍上の氏名は安藤友美子であります。
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ｂ．執行役の状況

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

取締役

代表執行役社長
河野　誠

1966年３月

10日生
a．取締役の状況　参照 (注) 88

執行役

建築設備・機械装置

ビジネスユニット長

小林　隆明
1967年１月

20日生

1989年４月 東洋バルヴ株式会社入社

2012年１月 当社転籍

2012年４月 生産本部茅野工場BC第二製造部長

2014年４月 生産本部茅野工場BC製造部長

2015年４月 生産本部茅野工場長

2018年４月 生産本部生産管理センター長

2020年12月 KITZ (Thailand) Ltd. Managing Director

2023年１月 バルブ事業統括本部副統括本部長

2023年５月 バルブ事業統括本部副統括本部長兼サプライ

チェーンマネジメント統括部長

2024年３月 執行役、バルブ事業統括本部長、CS統括センター

担当

2025年１月 執行役、建築設備・機械装置ビジネスユニット

長、製販統括センター及び環境ソリューションビ

ジネスユニット担当（現）
　

(注) 14

執行役

インダストリアル

ビジネスユニット長

杉田　泰則
1974年５月

６日生

1997年４月 当社入社

2008年４月 KITZ Corp.of Europe,S.A. Director

2014年４月 クウォーターターン事業推進室長

2016年４月 Metalúrgica Golden Art's Ltda. Chairman

2022年１月 執行役員、ビジネスプロモーションセンター長

2023年１月 執行役員、ビジネスプロモーションセンター長、

水素事業部担当

2024年３月 執行役、ビジネスプロモーションセンター長、水

素事業及び環境ソリューション事業担当

2025年１月 執行役、インダストリアルビジネスユニット長、

水素ビジネスユニット担当（現）

2026年１月 執行役、インダストリアルビジネスユニット長、

技術統括センター及び水素ビジネスユニット担当

（現）
　

(注) 32

執行役

人財総務本部長
武居　秀治

1968年９月

16日生

1991年４月 当社入社

2015年４月 管理本部総務人事部長

2022年１月 執行役員、人財総務本部長

2024年３月 執行役、人財総務本部長、法務・知財・リスクマ

ネジメント統括センター、内部統制及び内部監査

室担当（現）
　

(注) 25

執行役

コーポレートファイナンス

本部長

別所　研一
1964年10月

27日生

1988年４月 松下電器産業株式会社

（現パナソニックホールディングス株式会社）入

社

2003年４月 Matsushita Industrial Corp.Sdn.Bhd.取締役

2017年４月 パナソニックファイナンスソリューションズ株式

会社代表取締役社長

2020年10月 当社入社

2021年４月 管理本部経理部長

2022年１月 コーポレートファイナンス本部副本部長

2023年１月 執行役員、コーポレートファイナンス本部長

2024年３月 執行役、コーポレートファイナンス本部長（現）
　

(注) 13

執行役

半導体ビジネスユニット長
前川　知哉

1970年11月

12日生

2000年９月 株式会社ベンカン入社

2001年11月 株式会社キッツエスシーティー入社

2010年10月 同社生産本部生産管理部長

2019年４月 同社取締役、生産本部長兼新田SC工場長

2024年４月 同社常務取締役、生産本部長兼新田SC工場長

2025年１月 同社代表取締役社長（現）

2025年１月 執行役、半導体ビジネスユニット長（現）
　

(注) 6

計 181

（注）選任後１年以内に終了する事業年度の末日である2026年12月31日までであります。
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②　社外役員の状況

　2026年３月19日（有価証券報告書提出日）現在の当社の社外取締役は７名であります。

　社外取締役天羽稔氏は、デュポン株式会社の経営者として長年にわたり活躍され、企業経営、グローバルな事

業展開及び技術開発等に関する高度で幅広い見識を有しております。また、指名委員会委員長として、取締役候

補者の選定、次世代経営者の育成計画等の指名委員会の活動を牽引しております。指名委員会は、同氏がそれら

の知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助言を行う役割を果たすことができると判断し、社

外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役藤原裕氏は、金融機関の海外支店責任者のほか、オムロン株式会社の財務・IR・グループ戦略担当

執行役員として活躍され、グローバルな観点からの経営管理、財務戦略及びガバナンス等に関する高度で幅広い

見識を有しております。また、報酬委員会委員長として当社の取締役及び執行役の報酬体系や報酬水準の決定に

関わる審議等の報酬委員会の活動を牽引しております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的か

つ公正な立場からの監督と的確な助言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしており

ます。なお、当社と同氏との間には特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役菊間千乃氏は、弁護士事務所の代表弁護士（社員弁護士）として活躍され、各種訴訟などの紛争解

決、労働、コンプライアンス、リスクマネジメント、ガバナンスなどの企業法務及びその他専門分野に関する高

度で幅広い見識を有しております。また、リスク委員会委員長として、当社グループのリスクマネジメントの監

督を牽引しております。同氏は社外役員となること以外の方法で会社経営に直接関与したことはありませんが、

指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助言を行う役割を果た

すことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には特別の利害関係はあ

りません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　同氏は、当社と法律顧問契約を締結している弁護士法人松尾綜合法律事務所の代表弁護士（社員弁護士）を兼

任しております。当社グループから同法人に支払われる顧問料金及び法律相談料金等の合計額は、同法人の過去

３事業年度平均の年間売上高の２％未満であり、かつ当社の当事業年度の年間連結売上高の１％未満でありま

す。

　同氏は、アルコニックス株式会社の社外取締役を兼任しております。同社グループと当社グループとの間には

売買取引がありますが、当社グループが同社グループから購入する鋳物・材料等の取引高は同社の直近事業年度

の年間連結売上高の２％未満、当社グループから同社グループへ販売する製品の取引高は当社の当事業年度の年

間連結売上高の１％未満であります。

　また、アルコニックス株式会社は、2020年11月に発覚した同社の連結子会社における不適切な会計処理を受

け、内部統制体制の強化を中心とした施策を策定し取り組んでおります。同氏は、本件事実が発覚するまで当該

事実を認識しておりませんでしたが、以前からアルコニックス株式会社の取締役会においてコンプライアンスの

観点から発言を行っており、当該事実の判明後は、事実関係の調査、原因究明及び再発防止に関する提言を行っ

ております。

　社外取締役作野周平氏は、横河電機株式会社において、グループを統括する経営管理部門及び経営監査部門の

担当執行役員として活躍され、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するとともに、内部統制、リスク管理

及び内部監査体制の構築等の経験を通じてコーポレート・ガバナンスに関する見識も有しております。2017年６

月より当社の社外監査役として客観的かつ公正な立場で経営を適切な監督に貢献しました。また、当社の指名委

員会等設置会社への移行に伴い、2024年３月から社外取締役、監査委員会委員長として、取締役及び業務執行の

監査・監督を牽引しております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かし、積極的かつ有益な発言を行うな

ど適切に役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には

特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役小林彩子氏は、弁護士として長年にわたり活躍され、各種訴訟等の紛争解決、コンプライアンス、

リスクマネジメント及びガバナンス等の企業法務に関する高度で幅広い見識を有しております。2019年６月より

当社の社外監査役として客観的かつ公正な立場で経営を適切な監督に貢献しました。また、当社の指名委員会等

設置会社への移行に伴い、2024年３月から社外取締役、監査委員会委員として、取締役及び業務執行の監査・監

督をするとともに、リスク委員会委員を担っております。同氏は社外役員となること以外の方法で会社経営に直

接関与したことはありませんが、指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かし、積極的かつ有益な発言を行うな

ど適切に役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には

特別の利害関係はありません。
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　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　同氏は、株式会社武蔵野銀行の社外取締役を兼任しております。株式会社武蔵野銀行は、2023年６月に関東財

務局より、仕組債の勧誘販売に係る金融商品仲介業務に関し、投資者保護上の問題が認められるとして行政処分

（業務改善命令）を受けたことにより、再発防止策を含めた業務改善に向けた取り組みを行っております。同氏

は、本件事実が発覚するまで当該事実を認識しておりませんでしたが、以前から同社の経営管理体制及び管理態

勢の強化の観点から発言を行っており、当該事実の判明後は、事実関係の調査、原因究明及び再発防止に関する

提言を行っております。

　社外取締役前田東一氏は、株式会社荏原製作所の経営者として長年にわたり活躍され、企業経営者としての豊

富な経験に加え、モノづくり及び技術開発等に関する高度で幅広い見識を有しております。また、指名委員会委

員として、取締役候補者の選定、次世代経営者の育成計画等の指名委員会の活動に貢献するとともに、リスク委

員会委員を担っております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と

的確な助言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏と

の間には特別の利害関係はありません。

　同氏が、2025年３月まで取締役会長を兼任していた株式会社荏原製作所は、2025年２月に公正取引委員会よ

り、下請代金支払遅延等防止法に基づく勧告を受けました。同氏は、事前に本件事案を認識しておりませんでし

たが、以前から取締役会等において法令遵守の視点に立った提言等を行っており、当該事案を認識した後は、早

急な事案の究明、再発防止に向けた内部統制体制の強化、コンプライアンスの徹底についての提言等を行いまし

た。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役鈴木康信氏は、三菱マテリアル株式会社の取締役、執行役として長年にわたり活躍され、経営戦

略、グローバルな事業展開及び営業・マーケティング等に関する高度で幅広い見識を有しております。また、報

酬委員会委員として当社の取締役及び執行役の報酬体系や報酬水準の決定に関わる審議等の報酬委員会の活動に

貢献しております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助

言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には

特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

 

　なお、2026年３月26日開催予定の第112回定時株主総会の議案（決議事項）として、「取締役10名選任の件」

を提案しており、当該決議が承認可決された場合、社外役員の状況は、以下の通りとなる予定であります。

　当社の社外取締役は７名であります。

　社外取締役菊間千乃氏は、弁護士事務所の代表弁護士（社員弁護士）として活躍され、各種訴訟などの紛争解

決、労働、コンプライアンス、リスクマネジメント、ガバナンスなどの企業法務及びその他専門分野に関する高

度で幅広い見識を有しております。また、リスク委員会委員長として、当社グループのリスクマネジメントの監

督を牽引しております。同氏は社外役員となること以外の方法で会社経営に直接関与したことはありませんが、

指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助言を行う役割を果た

すことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には特別の利害関係はあ

りません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　同氏は、当社と法律顧問契約を締結している弁護士法人松尾綜合法律事務所の代表弁護士（社員弁護士）を兼

任しております。当社グループから同法人に支払われる顧問料金及び法律相談料金等の合計額は、同法人の過去

３事業年度平均の年間売上高の２％未満であり、かつ当社の当事業年度の年間連結売上高の１％未満でありま

す。

　同氏は、アルコニックス株式会社の社外取締役を兼任しております。同社グループと当社グループとの間には

売買取引がありますが、当社グループが同社グループから購入する鋳物・材料等の取引高は同社の直近事業年度

の年間連結売上高の２％未満、当社グループから同社グループへ販売する製品の取引高は当社の当事業年度の年

間連結売上高の１％未満であります。

　また、アルコニックス株式会社は、2020年11月に発覚した同社の連結子会社における不適切な会計処理を受

け、内部統制体制の強化を中心とした施策を策定し取り組んでおります。同氏は、本件事実が発覚するまで当該

事実を認識しておりませんでしたが、以前からアルコニックス株式会社の取締役会においてコンプライアンスの

観点から発言を行っており、当該事実の判明後は、事実関係の調査、原因究明及び再発防止に関する提言を行っ

ております。

　社外取締役小林彩子氏は、弁護士として長年にわたり活躍され、各種訴訟等の紛争解決、コンプライアンス、

リスクマネジメント及びガバナンス等の企業法務に関する高度で幅広い見識を有しております。2019年６月より
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当社の社外監査役として客観的かつ公正な立場で経営を適切な監督に貢献しました。また、当社の指名委員会等

設置会社への移行に伴い、2024年３月から社外取締役、監査委員会委員として、取締役及び業務執行の監査・監

督をするとともに、リスク委員会委員を担っております。同氏は社外役員となること以外の方法で会社経営に直

接関与したことはありませんが、指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かし、積極的かつ有益な発言を行うな

ど適切に役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には

特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　同氏は、株式会社武蔵野銀行の社外取締役を兼任しております。株式会社武蔵野銀行は、2023年６月に関東財

務局より、仕組債の勧誘販売に係る金融商品仲介業務に関し、投資者保護上の問題が認められるとして行政処分

（業務改善命令）を受けたことにより、再発防止策を含めた業務改善に向けた取り組みを行っております。同氏

は、本件事実が発覚するまで当該事実を認識しておりませんでしたが、以前から同社の経営管理体制及び管理態

勢の強化の観点から発言を行っており、当該事実の判明後は、事実関係の調査、原因究明及び再発防止に関する

提言を行っております。

　社外取締役前田東一氏は、株式会社荏原製作所の経営者として長年にわたり活躍され、企業経営者としての豊

富な経験に加え、モノづくり及び技術開発等に関する高度で幅広い見識を有しております。また、指名委員会委

員として、取締役候補者の選定、次世代経営者の育成計画等の指名委員会の活動に貢献するとともに、リスク委

員会委員を担っております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と

的確な助言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏と

の間には特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　同氏が、2025年３月まで取締役会長を兼任していた株式会社荏原製作所は、2025年２月に公正取引委員会よ

り、下請代金支払遅延等防止法に基づく勧告を受けました。同氏は、事前に本件事案を認識しておりませんでし

たが、以前から取締役会等において法令遵守の視点に立った提言等を行っており、当該事案を認識した後は、早

急な事案の究明、再発防止に向けた内部統制体制の強化、コンプライアンスの徹底についての提言等を行いまし

た。

　社外取締役鈴木康信氏は、三菱マテリアル株式会社の取締役、執行役として長年にわたり活躍され、経営戦

略、グローバルな事業展開及び営業・マーケティング等に関する高度で幅広い見識を有しております。また、報

酬委員会委員として当社の取締役及び執行役の報酬体系や報酬水準の決定に関わる審議等の報酬委員会の活動に

貢献しております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助

言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には

特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役栖関智晴氏は、複数のグローバル企業において経営者を歴任され、企業経営者として豊富な経験と

幅広い見識を有しております。指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督

と的確な助言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏

との間には特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役畑佳秀氏は、日本ハム株式会社の経営者として長年にわたり活躍され、企業経営者としての豊富な

経験に加え、IT・DXに精通するとともに、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。指名委員会

は、同氏がそれらの知見を活かした客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助言を行う役割を果たすことがで

きると判断し、社外取締役をお願いしております。なお、当社と同氏との間には特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

　社外取締役細井友美子氏は、公認会計士として長年にわたり活躍され、財務及び会計に関する相当程度の知見

を有するとともに、会計監査及びリスク管理に関する高度で幅広い見識を有しております。同氏は社外役員とな

ること以外の方法で会社経営に直接関与したことはありませんが、指名委員会は、同氏がそれらの知見を活かし

た客観的かつ公正な立場からの監督と的確な助言を行う役割を果たすことができると判断し、社外取締役をお願

いしております。なお、当社と同氏との間には特別の利害関係はありません。

　また、同氏は、東京証券取引所の定める「社外役員の独立性の判断に関する基準」及び当社の定める「社外取

締役独立性判断基準」を満たしております。

 

また当社は、取締役会において下記の社外取締役の独立性に関する基準を定めております。
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「社外取締役独立性判断基準」

 

当社は、社外取締役の候補者が会社法で定める社外性の要件を充足し、かつ下記①ないし⑫のいずれの事項にも該当

しない場合に「独立性」があると判断いたします。

 

①　当社及び当社の子会社（以下「当社グループ」という）の業務執行者（注１）または過去10年間（注２）に

おいて当社グループの業務執行者であった者

（注１）「業務執行者」とは、会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業務執行者であって、業務執

行取締役、執行役その他の使用人のほか、執行役員、執行理事、顧問、相談役その他役員に準ずる

地位にある者を含む。

（注２）「過去10年間」とは、社外取締役への就任前10年間をいう。但し、当該過去10年内のいずれかのと

きにおいて、当社グループの非業務執行取締役または監査役であったことがある者にあっては、そ

れらの役職への就任の前10年間を意味する。

 

②　当社グループを主要な取引先とする者（注３）またはその業務執行者

（注３）「当社グループを主要な取引先とする者」とは、当社グループに対して製品またはサービスを提供

している取引先であって、直近事業年度における取引額（当社グループがその者に支払う額）がそ

の者の年間連結総売上高の２％以上の額となる者をいう。

 

③　当社グループの主要な取引先（注４）またはその業務執行者

（注４）「当社グループの主要な取引先」とは、当社グループが製品またはサービスを提供している取引先

であって、直近事業年度における取引額（その者が当社グループに支払う額）が当社グループの年

間連結総売上高の２％以上の額となる者をいう。

 

④　当社グループが借入れを行っている主要な金融機関（注５）またはその業務執行者

（注５）「主要な金融機関」とは、直近事業年度末における当社グループの連結総資産の２％以上の額を当

社グループに融資している金融機関またはその親会社もしくは子会社をいう。

 

⑤　当社グループから役員報酬以外に、多額の金銭その他の財産（注６）を得ている弁護士等の法律専門家、公

認会計士もしくは税理士等の会計専門家またはコンサルタントである者（但し、当該財産上の利益を受けて

いる者が法人、組合等の団体である場合は当該団体の理事その他の業務執行者である者)

（注６）「多額の金銭その他の財産」とは、当該財産を得ている者が個人の場合は直近事業年度において

1,000万円を超える金銭その他の財産上の利益、法人・組合等の団体である場合は過去３事業年度

の平均で当該団体の連結総売上高または総収入額の２％以上の額の金銭その他の財産上の利益をい

う。

 

⑥　当社グループの会計監査人である公認会計士または監査法人の社員、パートナーもしくは従業員である者

 

⑦　当社グループから多額の寄付または助成（注７）を受けている者（但し、当該寄付または助成を受けている

者が法人、組合等の団体である場合は、当該団体の理事その他の業務執行者である者）

（注７）「多額の寄付または助成」とは、直近事業年度において1,000万円を超える金銭その他の財産の寄

付または助成をいう。
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⑧　当社の主要株主（注８）または当該株主が法人である場合には当該法人の業務執行者

（注８）「当社の主要株主」とは、直接保有・間接保有を問わず、直近の事業年度末において議決権保有割

合５％以上を保有する株主をいう。

 

⑨　当社グループが大口出資者（注９）となっている者またはその業務執行者

（注９）「大口出資者」とは、当社グループが直近の事業年度末において相手方の議決権の５％以上の出資

をしている者をいう。

 

⑩　当社グループから取締役（常勤・非常勤）を受け入れている会社またはその親会社もしくは子会社の業務執

行者

 

⑪　過去３年間において、上記②ないし⑩に該当していた者

（注10）但し、上記⑥については、当社グループの監査業務を実際に担当していた者（退職または退所して

いる者も含む）に限る。

 

⑫　以下のいずれかに該当する者（但し、重要な地位にある者（注11）に限る）の近親者（注12）

(1）現在、当社グループの業務執行者または非業務執行取締役である者

(2）過去３年間において当社グループの業務執行者であった者

(3）上記②ないし⑪に該当する者

（注11）「重要な地位にある者」とは、取締役、執行役、執行役員、執行理事、顧問、相談役その他役員に

準ずる地位にある者または部長相当職以上の上級管理職にある使用人をいう。但し、(3）における

「重要な地位にある者」の取締役は業務執行取締役を指すものであり、非業務執行取締役は含まれ

ない。

（注12）「近親者」とは、配偶者または二親等以内の親族をいう。

 

③　社外取締役による監督又は監査と内部監査、監査委員会監査及び会計監査との相互連携並びに内部統制部門と

の関係

　社外取締役は、独立社外取締役会合において会計監査人を定期的に招聘して意見交換を行い、また、監査委員

会が取締役会において期初に監査計画の報告、期末に監査結果報告を行うとともに、内部監査室が取締役会にお

いて定期的に内部監査報告を行うことにより情報交換及び認識の共有を図り、監視・監査機能と監督機能の実効

性の向上に努めております。
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（３）【監査の状況】

①監査委員会による監査の状況

イ．監査委員会の体制

　有価証券報告書提出日現在、監査委員会は３名の取締役で構成され、うち過半数の２名が社外取締役となっ

ております。監査委員会の委員長は社外取締役より選定し、非業務執行の取締役１名を常勤監査委員に選定し

ております。また、監査委員会を補助する独立した事務局として、常勤の使用人を配置した「監査委員会室」

を設置し、監査委員会の職務遂行を補助しております。

　当社は、内部監査部門及び会計監査人と連携した組織監査の体制強化を図り、最適な監査体制の構築を目指

しております。

　なお、2026年３月26日開催予定の第112回定時株主総会の議案（決議事項）として、「取締役10名選任の

件」を提案しております。当該議案が承認可決された場合、監査委員会は３名の取締役で構成され、うち過半

数の２名が社外取締役となります。

 

ロ．監査委員会の開催状況

　監査委員会は原則として月１回定時に開催するほか、必要に応じて臨時に開催します。

　当事業年度において監査委員会を17回開催しました。各監査委員の当事業年度に開催した監査委員会への出

席状況は以下のとおりであります。

役　職 氏　名 監査委員会出席状況

社外取締役・監査委員長 作野　周平 17回／17回（100％）

社外取締役・監査委員 小林　彩子 17回／17回（100％）

取締役・常勤監査委員 村澤　俊之 17回／17回（100％）

 

　当事業年度における付議議案数と具体的な議案内容は以下の通りであります。

 件数 具体的な議案内容

決議事項 ７件

監査報告書、会計監査人の再任、会計監査人の非監査業務の事前承認手続き、

監査方針・監査計画及び職務分担、常勤監査委員の選定、会計監査人の監査報

酬に関する同意、期中監査報告書等

審議事項 13件
定時株主総会提出議案・書類の調査、会計監査人の解任・不再任の方針、会計

監査人の選任に関する事項、監査報告書案等

報告事項 33件

常勤監査委員活動状況（子会社取締役会報告、内部統制、サステナビリティ等

各種専門委員会活動報告など）、グループ会社往査、会計監査人の監査結果、

内部監査の状況等

 

ハ．監査委員会の活動状況

　当事業年度に設定した重点監査項目及び監査活動の概況は以下の通りであります。

重点監査項目 主な監査活動

海外事業の強化

・代表執行役との意見交換による課題認識の共有

・取締役会での海外子会社社長及び主管部門長の業務執行報告を聴取

・海外子会社の取締役会等への出席

・海外子会社往査

・内部監査室による海外子会社往査報告を聴取

基幹業務システムのグルー

プ展開

・代表執行役との意見交換による課題認識の共有

・取締役会でのIT部門長の基幹業務システムのグループ展開状況報告を聴取

グループ資産の効率化

・代表執行役との意見交換による課題認識の共有

・取締役会での財務状況及び棚卸資産の状況等の報告を聴取

・当社事業所及び主要子会社の往査
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　監査委員会は、取締役会が果たす監督機能の一翼を担うと共に、取締役及び執行役の職務の執行を監査する

法定の機関として、その職務を適正に執行することにより、良質な企業統治体制を確立する責務を持って、取

締役及び執行役の経営意思決定に関する適法性・妥当性の監査、不正の行為または法令もしくは定款に違反す

る事実のチェック、内部統制システムの構築及び運用状況の監視・検証を行うとともに、会計監査人について

も独立の立場を保持し適正な監査を実施しているかのレビュー、会計監査人の選任・解任の有無の決定を厳格

に行いました。

　監査委員会監査については、監査委員会監査基準、監査計画及び職務分担に従い、重要な会議への出席や事

業所・グループ会社往査など調査権を行使して取締役及び執行役の職務の執行を監視し、善管注意義務等の法

的義務の履行状況について検証するとともに、必要な審議を行っています。

　会計監査人の選任については、会計監査人の品質管理体制及び独立性等を確認するとともに、職務の遂行状

況を監視し、その監査の結果の相当性を検証する他、会計監査人の再任の適否を事業年度ごとに審議するとと

もに、監査計画の相当性と監査報酬の妥当性について審議しています。なお、現会計監査人の監査継続年数が

長期に渡っていることを踏まえ、複数の監査法人より提案を受け比較検討した結果、2026年２月12日開催の監

査委員会において会計監査人の異動を決議しました。

　また、監査委員会は、会計監査人及び内部監査部門と「三様監査会合」を６回開催し、監査状況の報告を受

け、情報及び意見交換を行い、緊密な連携を図っています。

　特に会計監査人とは、監査の過程で発見された課題及び当社グループの関連部署と協議・検討した事項等の

説明、並びに「監査上の主要な検討事項（KAM）」について議論を重ねたうえで、KAM候補の提示を受け、監査

委員会はKAMの選定が適切であると判断するとともに、記載内容と関係する情報開示の適切性・整合性等を確

認しました。

　加えて、代表執行役との間で意見交換会を４回開催した他、執行役等と経営上の課題について情報や意見を

交換する機会を設けています。

　常勤監査委員は、常勤者としての特性を活用して監査環境の整備及び社内の情報収集を積極的に行うととも

に、執行役会、経営会議などの社内重要会議及び内部統制委員会、サステナビリティ委員会など各種専門委員

会に出席して適時的確な情報の把握に努め、内部統制システムの構築及び運用状況を含め、執行役の業務執行

を日常的に監視し、検証しています。また、監査役設置会社であるグループ会社の監査役を兼務することによ

り、グループ会社の経営状況の監視・検証を実効的かつ適切に行うとともに、グループ全体の連結経営状況を

把握しています。

 

②内部監査の状況

イ．内部監査の組織・手続き

　内部監査については、内部監査室（人員10名）を設置しており、当社及びグループ会社を対象に内部統制シス

テムの整備・運用状況に関する評価の監査（内部統制監査）に加え、業務監査を実施しています。

　内部統制監査については、金融商品取引法及び企業会計審議会の公表した「財務報告に係る内部統制の評価及

び監査の基準並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準の改訂について（意見書）」に示

されている内部統制の基本的枠組みに準拠した範囲の当社及びグループ会社を評価し、全社的な統制について

は、この基本的枠組みの範囲外となる小規模グループ会社へも評価範囲を拡大して実施しています。

　業務監査については、経営への貢献を目的として、リスク評価等に基づいて監査対象会社を選定し、中長期的

な監査計画を策定して実施しています。

　内部統制監査及び業務監査の結果は、適時に代表執行役社長及び監査委員に報告するとともに、必要に応じて

その他の取締役等に報告しています。また、被監査部門に対して不備などの改善を求め、その是正状況を確認し

ています。

 

ロ．内部監査の実効性を確保するための取り組み

　内部監査の実効性を確保するため内部監査室を社長直轄とし、内部統制監査及び業務監査の結果は代表執行役

社長の他、執行役、取締役会に対しても定期的に報告を行っています。さらに三様監査会合を通じて会計監査人

との情報共有の他、監査委員会へも報告する等、執行側とは独立したルートで報告・情報共有する仕組みも構築

しております。
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ハ．内部監査人の人員・人財戦略

　内部統制システムの整備・運用状況を充分に評価して経営に貢献する監査を遂行するために、内部監査人とし

て、CIA（公認内部監査人）３名と、CFE（公認不正検査士）２名の専門資格を有する者を含めた10名を内部監査

室に配置しており、その人員は、営業・生産・経理等、各職種の専門的知見を備えた国内外のグループ会社経営

者、当社の部門長経験者、さらに組織経営未経験の若手社員と多岐に亘り、内部監査人としての知見の伝承と、

将来を見据えた人財育成を進めております。

 

③会計監査の状況

a.監査法人の名称及び業務を執行した公認会計士

氏名等

EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 吉川　高史

EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 武藤　智帆

 

b.継続監査期間

　50年間

 

c.監査業務に係る補助者の構成

　公認会計士９名、その他の監査従事者18名、計27名

 

d.監査法人の選定方針と理由

　当社は、会計監査人の候補の選任について、会計監査人の独立性・適格性・専門性等及び監査品質の適切性・

妥当性・有効性・効果性等並びに監査品質を確保するために必要十分な監査体制と監査時間を見込んでいるかに

ついて評価し、監査委員会の決議を経て、株主総会に付議することとしています。

　なお、監査委員会は、会計監査人の解任または不再任の決定の方針について次の通り定めています。

イ．監査委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事項のいずれかに該当すると認められる場

合には、監査委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。

ロ．監査委員会は、会計監査人の独立性、適格性等に重大な疑義が認められる場合、または職務の遂行が適正に

行われることを確保するための体制等に重要な不備が認められ、監査品質の確保に向けた改善の見込みがな

いと思料される場合など、会計監査人が監査品質を維持し、継続してその職務を適正に遂行することが困難

であると判断される場合には、当該会計監査人を解任または不再任とする株主総会の議案の内容及び新たな

会計監査人を選任する議案の内容を決定いたします。

ハ．監査委員会は、会計監査人の監査品質、独立性、適格性、信頼性、有効性、効率性等を総合的に評価し、よ

り適切な監査を期待できる会計監査人の選任が必要と判断した場合には、現任の会計監査人を再任せず、新

たな会計監査人を選任する株主総会の議案の内容を決定いたします。

ニ．監査委員会は、会計監査人の評価の結果の如何に関わらず、会社を取り巻く環境、事業構造に変化が生じた

場合等、必要に応じて会計監査人の見直しを行います。

 

e.監査委員会による監査法人の評価

　当社は、監査委員会が定める監査委員会監査基準に基づき、会計監査人の監査実施状況や監査報告等を通じ、

職務の実施状況を把握し評価した結果、会計監査人が経理部門及び内部監査部門等の関連部門と連携し、監査日

程や監査体制の確保に努め、適正な監査を実施していると評価いたしました。

　会計監査人は、会計監査人、監査委員会及び内部監査部門で構成する「三様監査会合」に定期的に出席し、各

監査機関の報告及び意見の交換を頻繁に行い、内部監査、会計監査及び監査委員会監査の三つの監査の連携を

図っています。

 

f.監査法人の異動

　2026年３月26日開催予定の第112回定時株主総会での決議を以って、当社の会計監査人は以下のとおり異動を

予定しております。

第112期（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）（連結・個別）EY新日本有限責任監査法人

第113期（自　2026年１月１日　至　2026年12月31日）（連結・個別）有限責任あずさ監査法人
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　なお、臨時報告書（2026年２月12日提出）に記載した事項は以下のとおりです。

 

１　提出理由

　当社は、2026年２月12日開催の監査委員会において、金融商品取引法第193条の２第１項及び第２項の監

査証明を行う監査公認会計士等の異動を行うことを決議しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及

び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の４の規定に基づき、本臨時報告書を提出するも

のです。なお、同日開催の取締役会において、同年３月26日開催予定の第112期定時株主総会に「会計監査

人選任の件」として付議することを決議しました。

 

２　報告内容

（１）当該異動に係る監査公認会計士等の名称

①　選任する監査公認会計士等の名称

有限責任あずさ監査法人

②　退任する監査公認会計士等の名称

EY新日本有限責任監査法人

 

（２）当該異動の年月日

2026年３月26日（第112期定時株主総会開催予定日）

 

（３）退任する監査公認会計士等が監査公認会計士等になった年月日

1976年

 

（４）退任する監査公認会計士等が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等

　該当事項はありません。

 

（５）当該異動の決定又は異動に至った理由及び経緯

　当社の会計監査人であるEY新日本有限責任監査法人は、2026年３月26日開催予定の第112期定時株主総

会終結の時をもって任期満了となります。監査委員会は、現会計監査人については、会計監査が適切かつ

妥当に行われることを確保する体制を十分に備えていると考えておりますが、継続監査期間が長期に渡っ

ていることを踏まえ、複数の監査法人より提案を受け比較検討してまいりました。その結果、現会計監査

人の継続監査期間が長期に渡っていることから、有限責任あずさ監査法人が、会計監査人交代による新た

な視点での監査が期待できること、当社グループのグローバルな事業展開及びガバナンス体制に適した監

査体制を有していること、当社の「会計監査人選定・評価基準」に照らし求められる専門性、独立性、品

質管理体制及び監査報酬の相当性があること等を総合的に勘案し、適任と判断いたしました。

 

（６）上記（５）の理由及び経緯に対する意見

①　退任する監査公認会計士等の意見

　特段の意見はない旨の回答を得ております。

②　監査委員会の意見

　監査委員会の検討経緯と結果に則った内容であり、妥当であると判断しております。
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④監査報酬の内容等

a.監査公認会計士等に対する報酬

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

提出会社 80 2 78 －

連結子会社 25 － 27 －

計 105 2 105 －

 

（前連結会計年度）

当社における非監査業務の内容は、コンフォートレターの作成業務であります。

 

（当連結会計年度）

該当事項はありません。

 

b.監査公認会計士等と同一ネットワークに属する組織に対する報酬（a.を除く）

 （Ernst & Young及びそのメンバーファーム）

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

提出会社 1 0 － 0

連結子会社 14 0 17 1

計 16 1 17 1

 

（前連結会計年度）

当社における非監査業務の内容は、海外の税務業務であります。

また、連結子会社における非監査業務の内容は、税務関連業務であります。

 

（当連結会計年度）

当社における非監査業務の内容は、海外の税務業務であります。

また、連結子会社における非監査業務の内容は、税務関連業務であります。

 

c.その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　該当事項はありません。

 

d.監査報酬の決定方針

　当社の会計監査人に対する監査報酬の決定方針としましては、会社の規模・業務の特性・監査日数等を勘案し

た上で報酬を決定しております。また、会計監査人の報酬等は、代表執行役が監査委員会の同意を得て定める旨

を定款に定めております。

 

e.監査委員会が会計監査人の報酬等に同意した理由

　監査委員会は、会計監査人が監査計画の策定において、監査品質を確保するために必要十分な監査体制と監査

時間を見込んでいるかについて監査委員会の定めた評価基準に沿って検討するとともに、前期の監査の有効性・

効率性、追加報酬精算の有無、監査時間と報酬単価の過年度推移、報酬見積りの算定根拠及び非監査業務契約の

締結状況等を勘案し審議した結果、会計監査人の監査計画は適切であり、その報酬等の額は相当であると判断

し、同意いたしました。

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

116/196



（４）【役員の報酬等】

①役員報酬等の決定方針

■取締役及び執行役の個人別の報酬等の内容の決定に関する方針

　当社は、報酬委員会の決議により、「取締役及び執行役の個人別の報酬の内容の決定に関する方針」（以下

「本方針」という。）を定めるとともに、本方針に基づき、取締役及び執行役の個人別の報酬等の内容を決定し

ています。本方針の概要は次の通りです。

　取締役及び執行役の報酬等は、長期経営ビジョン及び中期経営計画の達成並びにキッツグループの企業価値の

向上に対するモチベーションを高めることを主眼に、他社水準等を考慮のうえ、業績に見合った額としていま

す。

　なお、本方針に基づく取締役及び執行役の個人別の報酬等の額及びその内容は、外部機関の客観的な報酬調査

データ等を活用し、同業、同規模及び他業種の企業の役員報酬水準並びに当社従業員の給与水準を参考に毎年検

証を行い、職責及び人財確保の観点から適切な報酬となるよう設定するものとし、報酬委員会において決定して

います。

 

ａ．報酬体系

(1）取締役

　業務執行から独立した立場であることを踏まえ、基本報酬（固定報酬）及び株式報酬（非業績連動）か

ら構成されています。

(2）執行役

　各事業年度における業績の向上及び中長期的な企業価値の向上に向けて職責を果たすことができるよ

う、「基本報酬（固定報酬）」及び「インセンティブ報酬（変動報酬）」から構成され、「インセンティ

ブ報酬（変動報酬）」は、「賞与（業績連動・短期インセンティブ報酬）」と「株式報酬（非業績連

動）」、「株式報酬（業績連動・中長期インセンティブ報酬）」の３種類を組み合わせる構成としていま

す。

 

　取締役及び執行役の役位ごとの報酬等の構成比は次の通りです。

役位

取締役及び執行役の報酬等の構成比

合計固定報酬
短期

インセンティブ
中長期

インセンティブ

基本報酬 賞与 株式報酬

取締役（社外取締役を含む） 80％ － 20％ 100％

代表執行役社長 50％ 25％ 25％ 100％

執行役 60％ 20％ 20％ 100％

（注）１．取締役（社外取締役を含む）の中長期インセンティブ報酬には業績連動型株式報酬は含んでおりません。

２．役位ごとの基準額とは別に、「取締役会議長手当」、「筆頭独立社外取締役手当」及び「委員長手当」等の

加算を行います。

３．上記取締役には執行役を兼務する取締役１名は含まれておりません。
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ⅰ．固定報酬［基本報酬］

　「基本報酬」は、堅実な職務遂行を促すための固定報酬で、取締役及び執行役の役位と職責に応じて設

定された固定額を支給する現金報酬としています。

 

ⅱ．短期インセンティブ［業績連動報酬（賞与）］

　「業績連動報酬（賞与）」は、株主への配当性向と同じ指標に連動することが望ましいとの考えから、

次の要件を満たす場合に支給することとしています。

■株主への年間配当金（12ヵ月）が10円以上実施できること。

■多額な特別利益により親会社株主に帰属する当期純利益の確保がなされていないこと。

■親会社株主に帰属する当期純利益が28億円以上確保できていること。

 

　なお、執行役の個人別の賞与支給額は、各事業年度における親会社株主に帰属する当期純利益の目標達成

度、個人業績目標の評価及びパフォーマンス評価により、報酬委員会において決定しています（役位ごとの

賞与基準額に対し０～200％の範囲内で変動）。

　業績連動報酬（賞与）の算定に用いた指標の目標値及び実績は以下の通りです。

業績連動報酬に係る主な指標
2025年度目標

（2025年２月公表値）
2025年度実績

親会社株主に帰属する当期純利益 112億円 114億円

 

ⅲ．中長期インセンティブ［非業績連動・業績連動型株式報酬（譲渡制限付株式報酬・事後交付型業績連動

型株式報酬）］

　当社の株式報酬の制度は、当社株式を保有することによる株主の皆様との一層の価値共有を進めること

及び当社グループの企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与することを目的とし、役位に応

じた譲渡制限付株式報酬及び執行役の業績目標の達成度等に応じた事後交付型業績連動型株式報酬を付与

しています。

 

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

118/196



　なお、事後交付型業績連動型株式報酬は、あらかじめ定めた指標により評価して、３ヵ年の中期経営計

画終了時に３年分を支給しています。

評価区分 評価指標 評価方法 ウェイト

財務目標

・連結売上高

・連結営業利益額

・連結ROE

目標に対する達成度により評価

80％

非財務目標

・CO2削減率

・社員エンゲージメントスコア

・女性社員全体比率

・女性管理職比率

・男性育児休業取得率

20％

 

ｂ．報酬の決定

　各年度における取締役及び執行役の個人別の報酬等については、報酬委員会において、その内容が本方針

に沿うものであるかを確認のうえ、その妥当性について審議して決定しています。

　当事業年度における取締役及び執行役の個人別の報酬等については、報酬委員会が本方針に沿うものであ

ると判断し、決定しました。

 

ｃ．非金銭報酬等に関する事項

　非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割当ての際の条件等は、「■取締役及び執行役の個人別の報酬

等の内容の決定に関する方針」の通りです。また、当事業年度における交付状況は、「■当事業年度中に職

務執行の対価として役員に対し交付した株式の状況」に記載しています。

 

②役員報酬等の額

■役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

区分
報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）

対象となる
役員の員数
（名）

固定報酬
短期インセン
ティブ報酬

中長期インセンティブ報酬

基本報酬 賞与
非業績連動型
株式報酬

業績連動型
株式報酬

取締役

（社外取締役を除く）
121 98 － 23 － 2

社外取締役 113 92 － 21 － 7

執行役 272 144 72 28 28 6

計 507 334 72 72 28 15

（注）１．上記取締役（社外取締役を除く）には執行役を兼務する取締役１名は含まれておりません。

２．報酬等の額には、当事業年度に役員賞与引当金として計上した役員賞与72百万円及び費用として計上した株

式報酬100百万円が含まれております。

３．中長期インセンティブ報酬（非業績連動型株式報酬及び業績連動型株式報酬）は非金銭報酬等であり、当事

業年度に費用として計上した金額を記載しております。
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■報酬等の総額が１億円以上である者の報酬等の総額等

氏名
報酬等の総額

（百万円）
役員区分

会社

区分

報酬等の種類別の額（百万円）

固定

報酬

短期インセン

ティブ報酬
中長期インセンティブ報酬

左記のうち、

非金銭報酬等基本

報酬
賞与

非業績連動型

株式報酬

業績連動型

株式報酬

河野　誠 112

取締役

代表執行役

社長

提出

会社
48 40 12 12 24

（注）非金銭報酬等の総額の内訳は、非業績連動型株式報酬12百万円及び業績連動型株式報酬12百万円であります。

 

■当事業年度中に職務執行の対価として役員に対し交付した株式の状況

区分 交付した株式数 交付対象者数

取締役

（社外取締役を除く）
20,308株 ２名

社外取締役 17,024株 ７名

執行役 37,948株 ６名

（注）上記取締役（社外取締役を除く）には執行役を兼務する取締役１名は含まれておりません。
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（５）【株式の保有状況】

①株式投資の区分の基準や考え方

　当社では株式投資を、「純投資目的で保有する株式」並びに「政策保有株式」に大きく２区分しております。

　「純投資目的で保有する株式」とは、専ら株式の価値の変動又は株式に係る配当によって利益を受けることを目

的として保有する株式をいい、それ以外の株式を純投資目的以外の目的で保有する株式（以下「政策保有株式」と

いう。）とする基準で区分しております。

　当社は、「純投資目的で保有する株式」を原則として保有しない方針です。

　「政策保有株式」は、さらに資本業務提携先、金融機関、主力代理店、主要顧客先、主要仕入先、経営効率の向

上を目指す研究会の会員会社、株主・投資家向け情報の取得等に区分して保有しております。

 

②保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

イ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の内

容

　当社は、次の方針及び基準により、政策保有株式の保有、見直し及び議決権行使を行うこととしています。

2026年１月19日開催の取締役会において当事業年度末を基準に政策保有株式の保有状況について報告し審議を

しています。

 

(ⅰ)「政策保有株式の保有に関する方針」

　当社は、安定株主の形成等を目的とした政策保有株式は保有しないこととしています。但し、当社の主たる事

業であるバルブ事業は、素材から製品までの一貫した技術の総合力が試される事業であり、製品開発、製造、販

売及び物流等の過程やその他事業継続に必要な範囲で様々な企業との良好な協力関係が必要不可欠です。そのた

め、その観点から、重要な取引先との良好な関係を構築し、事業の円滑な推進を図る必要がある他、中長期の経

営課題の達成及び企業価値の向上のため、必要により取引先の株式を保有することがあります。

 

(ⅱ)政策保有株式の保有の見直しに関する基準

「政策保有株式の保有の見直しに関する基準」

　当社は、コーポレートガバナンス・コードを巡る環境の変化や株価変動リスクが財務状況に大きな影響を与

え得ることに鑑み、定期的かつ継続的に次の判定基準に適合するか否かを検証します。

a.当該取引先との取引関係の維持・強化が中長期の経営課題の達成や当社の事業の発展に資すると判断でき

るか。

b.当該取引先が成長性、将来性もしくは再生等の観点や、現時点あるいは将来の経済合理性（採算性・収益

性等）の検証を踏まえ、取引先及び当社グループの企業価値の維持・向上に資すると判断できるか。

c.株価変動リスクが財務状況に大きな影響を与え得るリスクがないか。

「政策保有株式の縮減」

　上記の「政策保有株式の保有の見直しに関する基準」の検証の結果、基準を満たさないと判断される株式銘

柄については、売却を進めます。

 

(ⅲ)議決権行使基準

　政策保有株式に係る議決権行使基準は次のとおりとします。

a.原則として、すべての議案に対して議決権を行使します。

b.発行会社との良好な関係の維持、発行会社の経営状況や、発行会社が適切なガバナンス体制を構築し中長

期的な企業価値向上の増大につながる適切な意思決定を行っているかという観点、あるいは当社グループ

の企業価値向上の観点も踏まえ、議案毎に総合的に賛否を判断します。

 

　取締役会は、上記(ⅱ)「政策保有株式の保有の見直しに関する基準」に従って検証した結果、当期の政策保有株

式は、(ⅱ)a.～c.の判定基準に合致しており、当期末の保有残高は下記の通りです。

　また、上記(ⅲ)「議決権行使基準」に従って検証した結果、政策保有株式に係る議決権を適切に行使しておりま

す。

　以上より当社の当期の政策保有株式の保有は、適切と判断しています。なお、来期において引続き定期的かつ継

続的に「政策保有株式の保有の見直しに関する基準」に従い、さらなる縮減を進めるべく検討してまいります。
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ロ．銘柄数及び貸借対照表計上額

 
銘柄数
（銘柄）

貸借対照表計上額の
合計額（百万円）

非上場株式 13 204

非上場株式以外の株式 15 5,413

 

（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の増加に係る取得
価額の合計額（百万円）

株式数の増加の理由

非上場株式 － － －

非上場株式以外の株式 4 58 (注)

（注）取引関係の維持・発展のための取引先持株会による株式数の増加１銘柄26百万円、吸収合併した東洋バルヴ㈱から

の移管による株式数の増加２銘柄31百万円、吸収合併した東洋バルヴ㈱からの移管による株式数の増加及び取引関

係の維持・発展のための取引先持株会による株式数の増加１銘柄０百万円です。

 

（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の減少に係る売却
価額の合計額（百万円）

非上場株式 － －

非上場株式以外の株式 5 115

 

純投資以外の保有目的で保有する上場株式の銘柄数及び政策保有株式の対純資産比率の推移

銘柄数は、2016年３月期以降、段階的に削減し、政策保有株式の対純資産比率は、2017年３月期以降は、10％未満で推移

しております。
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ハ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

(i)特定投資株式

銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的、業務提携等の概要、
定量的な保有効果

及び株式数が増加した理由

当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

Unimech Group

Berhad

37,551,132 37,551,132

Unimech社は、マレーシアの大手バルブ

メーカー及び販売代理店を中心として、

アセアン・中国地域を中心に幅広い販売

網、調達力を有しており、ARITAブラン

ドを中心に、特にマレーシア・インドネ

シアのパーム油工業などの軽工業に強み

を持っています。

Unimech社との間で資本関係を構築し、

キッツグループの技術力、Unimech社の

販売力及び両社のブランド力を融合し、

また、お互いの経営資源を有効に補完し

合うことで、顧客の利便性をより一層向

上し、ひいては両社グループの企業価値

の向上を目指すため保有しております。

資本業務提携後の業績への影響は現状軽

微でありますが、将来にわたり両社の企

業価値の向上に資するものと考えており

ます。（注）１

無

1,724 1,724

ユアサ商事㈱

293,861 288,402

バルブ事業の主力代理店との取引関係の

維持・発展による中長期的な収益の拡大

等を図るため保有しています。毎期安定

的な収益等を得ております。（注）１

株式数が増加した理由は、取引先持株会

による取得です。

有

1,566 1,276

㈱オータケ

338,215 338,000

バルブ事業の主力代理店との取引関係の

維持・発展による中長期的な収益の拡大

等を図るため保有しています。毎期安定

的な収益等を得ております。（注）１

株式が増加した理由は、東洋バルヴ㈱の

合併に伴う移管及び取引先持株会による

取得です。

有

652 652

東テク㈱

150,000 150,000
バルブ事業の顧客先との取引関係の維

持・発展による中長期的な収益の拡大等

を図るため保有しています。一定の収益

取引等を行っております。（注）１

有

549 396

㈱PILLAR

74,720 74,720
バルブ事業の主要仕入先として取引関係

の維持・発展による中長期的な収益の拡

大等を図るため保有しています。仕入取

引を拡大しています。（注）１

有

358 323

㈱ヤマト

75,548 150,548

バルブ事業の顧客先、仕入先との取引関

係の維持・発展による中長期的な収益の

拡大等を図るため保有しています。一定

の売上及び仕入取引等を行っておりま

す。（注）１

保有の適否を検討し、一部株式を売却し

ております。

有

158 208
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的、業務提携等の概要、
定量的な保有効果

及び株式数が増加した理由

当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

岡谷鋼機㈱

16,000 12,000

バルブ事業の主力代理店との取引関係の

維持・発展による中長期的な収益の拡大

等を図るため保有しています。毎期安定

的な収益等を得ております。（注）１

株式が増加した理由は、東洋バルヴ㈱の

吸収合併に伴う移管による取得です。

有

150 84

橋本総業ホールディ

ングス㈱

90,860 90,860
バルブ事業の主力代理店との取引関係の

維持・発展による中長期的な収益の拡大

等を図るため保有しています。毎期安定

的な収益等を得ております。（注）１

有

118 119

住友不動産㈱

10,000 10,000
バルブ事業の顧客先との取引関係の維

持・発展による中長期的な収益の拡大等

を図るため保有しています。一定の収益

取引等を行っております。（注）１

無

78 49

アルコニックス㈱

20,300 40,600

バルブ事業の主要得意先及び仕入先とし

て取引関係の維持・発展による中長期的

な収益の拡大等を図るため保有していま

す。売上取引、仕入取引等を行っており

ます。（注）１

保有の適否を検討し、一部株式を売却し

ております。

有

51 62

㈱ＣＫサンエツ
1,000 1,000

（注）１（注）２ 無
4 3

SANEI㈱
200 200

（注）１（注）３ 無
0 0

日本伸銅㈱
100 100

（注）１（注）２ 無
0 0

㈱オーケーエム
100 100

（注）１（注）３ 無
0 0

㈱ユーグレナ
100 100

（注）１（注）３ 無
0 0

㈱タクマ
－ 114,000 保有の適否を検討し、全株式を売却して

おります。
有

－ 189

第一生命ホールディ

ングス㈱

－ 15,100
資金調達の継続と多様化を図り、安定的

な金融取引を通じて企業価値の向上を図

るため保有しておりましたが、当事業年

度において全株式を売却しております。

無

－ 63

（注）１.保有目的及び保有効果は、当事業年度末を基準にして記載しております。

各銘柄の保有の適否の検証方法については、上記「②イ. 保有方針及び保有の合理性を検証する方

法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の内容」に記載の通りです。

個別銘柄の定量的な保有効果の記載は、取引先との関係等を考慮し開示を控えていますが、取得価

額、時価、資本コストと配当金・関連取引利益等の状況の検証、及び、定性的な保有意義の検証・

確認により、取締役会で当該保有状況について報告し、審議しています。

２.伸銅品事業に関して、企業の開示する株主・投資家向け情報の取得のため保有しています。当該情

報は僅少な株式取得にて行っております。
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３.特定のセグメントを対象としていませんが、株主総会の運営及び企業の開示する株主・投資家向け

情報の取得のため保有しています。当該情報は僅少な株式取得にて行っております。

 

(ⅱ)みなし保有株式

　　該当事項はありません。

 

③保有目的が純投資目的である投資株式

該当事項はありません。

 

④当事業年度に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

該当事項はありません。

 

⑤当事業年度の前４事業年度及び当事業年度に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更

したもの

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号）に

基づいて作成しております。

 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1963年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2025年１月１日から2025年12月31日

まで）の連結財務諸表及び事業年度（2025年１月１日から2025年12月31日まで）の財務諸表について、EY新日本有限

責任監査法人により監査を受けております。

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組を行っております。具体的には、公益財団法人財務

会計基準機構へ加入し、会計基準等の内容を適切に把握するとともに、関係する法令・会計制度の動向を把握するた

め、監査法人等が主催するセミナーに適時参加しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当連結会計年度
(2025年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 30,729 28,239

受取手形、売掛金及び契約資産 ※１,※５ 22,416 ※１,※５ 24,102

電子記録債権 ※５ 12,869 ※５ 12,539

商品及び製品 15,510 17,601

仕掛品 8,755 9,061

原材料及び貯蔵品 13,036 15,318

その他 3,208 3,499

貸倒引当金 △148 △81

流動資産合計 106,377 110,281

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 41,046 45,605

減価償却累計額 △23,520 △25,149

建物及び構築物（純額） ※３ 17,526 ※３ 20,455

機械装置及び運搬具 67,818 74,277

減価償却累計額 △52,384 △55,796

機械装置及び運搬具（純額） ※３ 15,433 ※３ 18,480

工具、器具及び備品 21,067 22,269

減価償却累計額 △14,416 △15,472

工具、器具及び備品（純額） 6,650 6,796

土地 ※３ 9,874 ※３ 10,003

リース資産 5,020 7,424

減価償却累計額 △2,950 △3,649

リース資産（純額） 2,070 3,774

建設仮勘定 2,825 2,039

その他 77 53

減価償却累計額 △29 △37

その他（純額） 47 15

有形固定資産合計 54,427 61,566

無形固定資産   

のれん 99 －

その他 1,599 2,167

無形固定資産合計 1,698 2,167

投資その他の資産   

投資有価証券 ※２ 5,512 ※２ 5,677

退職給付に係る資産 252 672

繰延税金資産 1,712 1,904

その他 2,426 2,067

貸倒引当金 △0 △11

投資その他の資産合計 9,902 10,310

固定資産合計 66,029 74,044

資産合計 172,406 184,325
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当連結会計年度
(2025年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,505 9,927

１年内償還予定の社債 10,135 135

短期借入金 645 568

１年内返済予定の長期借入金 1,299 2,616

未払法人税等 2,263 2,475

未払消費税等 499 316

賞与引当金 3,248 3,358

役員賞与引当金 265 268

資産除去債務 14 －

その他 ※６ 7,543 ※６ 7,566

流動負債合計 35,419 27,232

固定負債   

社債 20,135 20,000

長期借入金 2,564 10,573

リース債務 806 2,413

繰延税金負債 712 1,008

役員退職慰労引当金 281 254

役員株式給付引当金 125 158

退職給付に係る負債 845 866

資産除去債務 838 1,135

その他 868 892

固定負債合計 27,177 37,302

負債合計 62,596 64,535

純資産の部   

株主資本   

資本金 21,207 21,207

資本剰余金 5,726 5,740

利益剰余金 70,392 77,668

自己株式 △482 △497

株主資本合計 96,843 104,119

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,668 1,837

為替換算調整勘定 9,852 11,877

退職給付に係る調整累計額 21 323

その他の包括利益累計額合計 11,542 14,038

非支配株主持分 1,423 1,633

純資産合計 109,809 119,790

負債純資産合計 172,406 184,325
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

当連結会計年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

売上高 ※１ 172,042 ※１ 176,682

売上原価 ※２ 127,071 ※２ 129,720

売上総利益 44,971 46,961

販売費及び一般管理費 ※３,※４ 30,751 ※３,※４ 31,506

営業利益 14,220 15,454

営業外収益   

受取利息 315 216

受取配当金 203 180

為替差益 364 －

保険収入 153 421

助成金収入 172 169

その他 328 574

営業外収益合計 1,539 1,563

営業外費用   

支払利息 249 339

手形売却損 82 97

為替差損 － 248

デリバティブ損失 － 115

その他 150 146

営業外費用合計 482 947

経常利益 15,276 16,071

特別利益   

有形固定資産売却益 ※５ 41 ※５ 23

投資有価証券売却益 1,232 391

その他 13 1

特別利益合計 1,287 416

特別損失   

有形固定資産売却及び除却損 ※６ 69 ※６ 64

その他 24 4

特別損失合計 94 69

税金等調整前当期純利益 16,469 16,418

法人税、住民税及び事業税 4,573 4,837

法人税等調整額 △78 △126

法人税等合計 4,495 4,710

当期純利益 11,974 11,707

非支配株主に帰属する当期純利益 149 241

親会社株主に帰属する当期純利益 11,824 11,465
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【連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

当連結会計年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

当期純利益 11,974 11,707

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △534 169

為替換算調整勘定 3,046 2,107

退職給付に係る調整額 31 301

その他の包括利益合計 ※ 2,542 ※ 2,578

包括利益 14,517 14,285

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 14,238 13,961

非支配株主に係る包括利益 278 323
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 21,207 5,739 65,258 △459 91,745

当期変動額      

剰余金の配当   △3,784  △3,784

親会社株主に帰属する当期
純利益   11,824  11,824

自己株式の取得    △3,086 △3,086

自己株式の処分  6  59 65

自己株式の消却  △43 △2,906 2,949 －

譲渡制限付株式報酬  24  54 79

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － △12 5,134 △23 5,098

当期末残高 21,207 5,726 70,392 △482 96,843

 

       

 その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 2,203 6,935 △9 9,128 1,333 102,207

当期変動額       

剰余金の配当      △3,784

親会社株主に帰属する当期
純利益      11,824

自己株式の取得      △3,086

自己株式の処分      65

自己株式の消却      －

譲渡制限付株式報酬      79

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△534 2,917 31 2,413 90 2,503

当期変動額合計 △534 2,917 31 2,413 90 7,602

当期末残高 1,668 9,852 21 11,542 1,423 109,809
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当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 21,207 5,726 70,392 △482 96,843

当期変動額      

剰余金の配当   △4,189  △4,189

親会社株主に帰属する当期
純利益   11,465  11,465

自己株式の取得    △108 △108

自己株式の処分  3  0 3

譲渡制限付株式報酬  10  93 104

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － 13 7,276 △14 7,275

当期末残高 21,207 5,740 77,668 △497 104,119

 

       

 その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 1,668 9,852 21 11,542 1,423 109,809

当期変動額       

剰余金の配当      △4,189

親会社株主に帰属する当期
純利益      11,465

自己株式の取得      △108

自己株式の処分      3

譲渡制限付株式報酬      104

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

169 2,025 301 2,496 209 2,705

当期変動額合計 169 2,025 301 2,496 209 9,981

当期末残高 1,837 11,877 323 14,038 1,633 119,790
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

当連結会計年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 16,469 16,418

減価償却費 7,013 7,015

のれん償却額 113 136

為替差損益（△は益） 367 18

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9 △58

賞与引当金の増減額（△は減少） 148 89

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 50 10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △21 △34

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △53 4

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18 2

受取利息及び受取配当金 △518 △397

支払利息 249 339

有形固定資産除売却損益（△は益） 27 41

投資有価証券売却損益（△は益） △1,232 △391

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △192 △846

棚卸資産の増減額（△は増加） 969 △3,651

その他の流動資産の増減額（△は増加） 485 △227

仕入債務の増減額（△は減少） △118 134

その他の流動負債の増減額（△は減少） △891 △266

その他 52 △14

小計 22,910 18,325

利息及び配当金の受取額 511 408

利息の支払額 △253 △332

法人税等の支払額 △4,608 △4,766

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,559 13,634

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,409 △10,390

有形固定資産の売却による収入 144 35

無形固定資産の取得による支出 △647 △898

投資有価証券の取得による支出 △27 △28

投資有価証券の売却による収入 1,946 530

定期預金の純増減額（△は増加） 334 108

その他 △176 356

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,836 △10,286
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

当連結会計年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △389 △84

長期借入れによる収入 395 11,639

長期借入金の返済による支出 △1,642 △2,369

社債の償還による支出 △135 △10,135

配当金の支払額 △3,784 △4,189

自己株式の売却による収入 65 3

自己株式の取得による支出 △3,086 △108

非支配株主への配当金の支払額 △93 △20

その他 △1,236 △802

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,907 △6,066

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,226 332

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,041 △2,385

現金及び現金同等物の期首残高 28,398 30,440

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 30,440 ※ 28,054
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社（34社）

KITZ Corp. of America、Metalúrgica Golden Art's Ltda.、KITZ Corp. of Europe, S.A.、Perrin

GmbH、KITZ (Thailand) Ltd.、台湾開滋股份有限公司、開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有

限公司、連雲港開滋精密閥門有限公司、開滋半導体器件(昆山)有限公司、開滋流体控制(上海)有限公司、

KITZ Corp. of Asia Pacific Pte. Ltd.、KITZ Corp. of Korea、KITZ Corp. of Vietnam Co., Ltd.、

KITZ Valve & Actuation India Private Limited、㈱キッツエスジーエス、㈱キッツエスシーティー、㈱

キッツマイクロフィルター、㈱キッツメタルワークス、㈱ホテル紅や　他14社

（注）１．東洋バルヴ㈱は、2025年１月１日付で当社を存続会社、東洋バルヴ㈱を消滅会社とする吸収

合併により消滅したため、連結の範囲から除いております。

２．㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しておりま

す。

３．台湾北澤股份有限公司は、2025年６月17日付で台湾開滋股份有限公司に商号を変更しており

ます。

４．北澤精密機械(昆山)有限公司は、2025年４月３日付で開滋精密機械(昆山)有限公司に商号を

変更しております。

５．北澤閥門(昆山)有限公司は、2025年５月21日付で開滋閥門(昆山)有限公司に商号を変更して

おります。

６．連雲港北澤精密閥門有限公司は、2025年４月25日付で連雲港開滋精密閥門有限公司に商号を

変更しております。

７．北澤半導体閥門(昆山)有限公司は、2025年６月18日付で開滋半導体器件(昆山)有限公司に商

号を変更しております。

８．開滋精密機械(昆山)有限公司、開滋閥門(昆山)有限公司、連雲港開滋精密閥門有限公司、開

滋半導体器件(昆山)有限公司及び開滋流体控制(上海)有限公司の各社名は中国語簡体字を含

んでいるため、日本語常用漢字で代用しております。

２．持分法の適用に関する事項

持分法を適用していない関連会社（Unimech Group Berhad）は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益

剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であ

り、かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、KITZ India Private Limited、KITZ Valve & Actuation India Private Limited及び

Perrin Valves Private Limitedの決算日は、３月31日であります。連結財務諸表の作成に当たっては、連

結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った財務諸表を基礎としております。

なお、Micro Pneumatics Private Limitedは、2025年12月13日付でKITZ India Private Limitedに商号を

変更しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券

関連会社株式

移動平均法に基づく原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法に基づく原価法

デリバティブ

時価法
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棚卸資産

製品及び仕掛品

総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

但し、仕掛品の一部につき移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）を採用しております。

原材料

移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

なお、一部の連結子会社は、最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）を採用しております。

貯蔵品

最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

　当社及び国内連結子会社は、主として定率法（但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属

設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用

しております。

なお、一部の連結子会社は定額法を採用しております。

主な資産の耐用年数は次の通りであります。

建物及び構築物　　　　２～60年

機械装置及び運搬具　　２～17年

無形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は、定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについて

は、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 繰延資産の処理方法

社債発行費

支出時に全額費用として処理しております。

(4) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

金銭債権の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金

従業員賞与の支給に備えて、支給見込額のうち当連結会計年度に帰属する金額を計上しております。

役員賞与引当金

当社及び一部の連結子会社は、役員賞与の支給に備えて、事業年度の業績に基づき、支給見込額を計

上しております。

役員退職慰労引当金

一部の連結子会社は、役員退職慰労金の支給に備えて、それぞれの役員退職慰労金規程に基づく期末

要支給額を計上しております。

役員株式給付引当金

当社は、取締役等に対する将来の当社株式の交付に備えるために、当連結会計年度末における株式給

付債務の見込額を計上しております。
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(5) 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につ

いては、給付算定式基準によっております。

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理してお

ります。

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）

による定額法により費用処理しております。

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけ

るその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合

要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(6) 重要な収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社は、主にバルブの製造・販売及び伸銅品の製造・販売を主な事業としております。

これらの製品等の販売については、製品等を顧客に引き渡すことを履行義務として識別しており、製品

等の引き渡し時点で顧客が当該製品等に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していること

から、顧客に製品等を引き渡した時点で収益を認識しております。なお、国内販売については、出荷時か

ら製品等の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識して

おります。輸出販売については、主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客

に移転した時点で収益を認識しております。

販売した製品に係るメンテナンス業務や工事契約など、一定の期間にわたり充足される履行義務につい

ては、履行義務の充足に応じて収益を認識しております。

また、収益は顧客との契約において約束された対価から返品、値引き及び割戻し及び顧客へ支払われる

販売手数料等を控除した金額で測定しております。

なお、取引の対価は、履行義務の充足時点から１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおり

ません。

(7) 重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約等が付されている外貨建金銭債権債務等につい

ては、振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を、金利スワップについては、特例処理の要件を

満たしている場合は特例処理を行っております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段：為替予約取引、金利スワップ取引、通貨スワップ取引

ヘッジ対象：外貨建債権債務、外貨建借入金、借入金利息

③　ヘッジ方針

為替予約取引については、外国為替変動リスクをヘッジする目的で実需の範囲内で実施しておりま

す。金利スワップ取引は、借入金の金利上昇リスクのヘッジを目的とし、通貨スワップ取引は外貨建長

期借入金の外国為替変動リスクをヘッジする目的で、いずれも実需に伴う取引に限定し実施しておりま

す。

④　ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動またはキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動またはキャッ

シュ・フロー変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。但し、ヘッ

ジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、ヘッジ開始時及びその後も継続して相場変動ま

たはキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定することができる場合には、ヘッジ手段と

ヘッジ対象に関する重要な条件が同一であることを確認することにより有効性の判定に代えておりま

す。

(8) のれんの償却に関する事項

のれんの償却については、効果の発現する期間を合理的に見積り、当該期間（５年から10年）にわたり

均等償却しております。ただし、のれんの金額に重要性が乏しい場合には、発生年度に一括償却しており

ます。
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(9) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資、及び資金管理において現金同等物

と同様に利用されている当座借越（負の現金同等物）からなっております。

(10) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

グループ通算制度の適用

2023年12月期からグループ通算制度を適用しております。

 

（重要な会計上の見積り）

　会計上の見積りは、連結財務諸表作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当連

結会計年度の連結財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌連結会計年度の連結財務諸表

に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下の通りです。

 

前連結会計年度（2024年12月31日）

（固定資産の減損）

(1）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

減損損失　　　　　　－百万円

有形固定資産　　54,427百万円

無形固定資産　　 1,698百万円

 

(2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社グループは、損益管理を合理的に行える事業単位によって資産グルーピングを行っております。た

だし、遊休資産及び処分予定資産については、個別資産ごとにグルーピングを行っております。継続的な

営業損失などの減損の兆候がある資産又は資産グループについて、収益性の低下や時価の下落により回収

可能価額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て計上しております。

　回収可能価額は、使用価値又は正味売却価額のいずれか高い方の金額としています。

　使用価値は、社内で承認された事業計画に基づく将来キャッシュ・フローを基礎として割引率により現

在価値に割り引いて算定しております。将来キャッシュ・フローには、過去の実績や将来予測等を反映し

ております。また、割引率は、加重平均資本コストを使用しております。

　正味売却価額は、主として不動産鑑定評価等を基礎として、処分費用見込額を控除して算定しておりま

す。

　当連結会計年度における減損の兆候があった主な資産又は資産グループは以下の通りです。

 

（単位：百万円）

資産又は資産グループ 当連結会計年度末 減損損失

㈱キッツエスジーエス　有形固定資産 3,187 －

㈱キッツエスジーエス　無形固定資産 82 －

KITZ Corp. of Korea　有形固定資産 860 －

KITZ Corp. of Korea　無形固定資産 7 －

（注）㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。

 

　検討の結果、当連結会計年度において減損損失は計上しておりませんが、当該見積りは、将来の不確実

な経済状況の変動によって影響を受けるため、見積りに用いた仮定の見直しが必要になった場合は、翌連

結会計年度において減損損失を追加で認識する可能性があります。
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当連結会計年度（2025年12月31日）

（固定資産の減損）

(1）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

減損損失　　　　　　－百万円

有形固定資産　　61,566百万円

無形固定資産　　 2,167百万円

 

(2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社グループは、損益管理を合理的に行える事業単位によって資産グルーピングを行っております。た

だし、遊休資産及び処分予定資産については、個別資産ごとにグルーピングを行っております。市場価格

の著しい下落などの減損の兆候がある資産又は資産グループについて、収益性の低下や時価の下落により

回収可能価額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

として計上しております。

　回収可能価額は、使用価値又は正味売却価額のいずれか高い方の金額としています。

　使用価値は、社内で承認された事業計画に基づく将来キャッシュ・フローを基礎としており、将来

キャッシュ・フローには、過去の実績や将来予測等を反映しております。

　正味売却価額は、主として不動産鑑定評価等を基礎として、処分費用見込額を控除して算定しておりま

す。

　当連結会計年度における減損の兆候があった主な資産又は資産グループは以下の通りです。

 

（単位：百万円）

資産又は資産グループ 当連結会計年度末 減損損失

㈱キッツエスジーエス　有形固定資産 3,346 －

㈱キッツエスジーエス　無形固定資産 82 －

（注）㈱清水合金製作所は、2025年４月１日付で㈱キッツエスジーエスに商号を変更しております。

 

　検討の結果、当連結会計年度において減損損失は計上しておりませんが、当該見積りは、将来の不確実

な経済状況の変動によって影響を受けるため、見積りに用いた仮定の見直しが必要になった場合は、翌連

結会計年度において減損損失を追加で認識する可能性があります。

 

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第

20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経

過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表

となっております。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（未適用の会計基準等）

（リースに関する会計基準等）

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第34号　2024年９月13日　企業会計基準委員会）

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第33号　2024年９月13日　企業会計基準

委員会）等

 

(1）概要

　企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環として、借手

の全てのリースについて資産及び負債を認識するリースに関する会計基準の開発に向けて、国際的な会計

基準を踏まえた検討が行われ、基本的な方針として、IFRS第16号の単一の会計処理モデルを基礎とするも

のの、IFRS第16号の全ての定めを採り入れるのではなく、主要な定めのみを採り入れることにより、簡素

で利便性が高く、かつ、IFRS第16号の定めを個別財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを

目指したリース会計基準等が公表されました。

　借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、IFRS第16号と同様に、リースが

ファイナンス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、全てのリースについて

使用権資産に係る減価償却費及びリース負債に係る利息相当額を計上する単一の会計処理モデルが適用さ

れます。

 

(2）適用予定日

　2028年12月期の期首から適用します。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

　「リースに関する会計基準」等の適用による連結財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中

であります。

 

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、固定負債の「その他」に含めて表示しておりました「リース債務」は、負債及び

純資産の総額の100分の１を超えたため、当連結会計年度より区分掲記しております。この表示方法の変更を

反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、固定負債に表示していた「その他」1,675百万円、

は、「リース債務」806百万円、「その他」868百万円として組み替えております。

 

（連結損益計算書）

　前連結会計年度において、区分掲記しておりました特別損失の「無形固定資産除却損」は、金額的重要性が

乏しくなったため、当連結会計年度より特別損失の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変

更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、特別損失に表示していた「無形固定資産除却損」23

百万円、「その他」１百万円は、「その他」24百万円として組み替えております。
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（追加情報）

（取締役及び執行役員に対する株式報酬制度）

　当社は、当社取締役及び執行役員（社外取締役を除く。以下「取締役等」という。）に対して、中長期的

な業績向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的とし、株式報酬制度（以下「本制度」とい

う。）を導入しております。本制度については、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託と称される仕組

みを採用しております。

　なお、当社は2022年３月29日開催の第108回定時株主総会の決議により、本制度に替えて譲渡制限付株式報

酬制度及び事後交付型業績連動型株式報酬制度を導入しており、今後本制度への追加拠出は行わないものと

し、残存する当社株式等の交付が完了し次第、終了することといたします。

 

(1）取引の概要

　信託期間中、毎事業年度における役位及び業績目標の達成度等に応じて、取締役等に一定のポイント数

が付与されます。一定の受益者要件を充足する取締役等に対して、当該取締役等の退任時に、付与された

ポイント数の一定割合に相当する当社株式が交付され、残りのポイント数に相当する数の当社株式につい

ては、信託契約の定めに従い、本信託内で換価した上で換価処分金相当額の金銭が交付されます。

 

(2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式は、信託における帳簿価額（付帯する費用の金額を除く）により、純資産の部

に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末177百万円

及び297,046株、当連結会計年度末177百万円及び297,046株であります。
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（連結貸借対照表関係）

※１　受取手形、売掛金及び契約資産のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額は、連結財務諸表「注記

事項（収益認識関係）３．(1）契約資産及び契約負債の残高等」に記載しております。

 

※２　関連会社に対するものは、次の通りであります。

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当連結会計年度
（2025年12月31日）

投資有価証券（株式） 1,724百万円 1,724百万円

 

※３　担保に供している資産

（1）担保に供している資産

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当連結会計年度
（2025年12月31日）

建物 122百万円 109百万円

機械装置 0 0

土地 545 554

 

（2）担保資産に係る債務

該当事項はありません。

 

　４　偶発債務

受取手形及び電子記録債権割引高

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当連結会計年度
（2025年12月31日）

受取手形及び電子記録債権割引高 197百万円 358百万円

 

※５　連結会計年度末日満期手形等
　連結会計年度末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理をしておりま
す。なお、当連結会計年度の末日が金融機関休業日であるため、次の連結会計年度末日満期手形等が連結会計年
度末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当連結会計年度
（2025年12月31日）

受取手形 77百万円 31百万円
電子記録債権 749 758

 

※６　その他のうち、契約負債の金額は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）３．(1）契約資産及び契約負債の残

高等」に記載しております。
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（連結損益計算書関係）

※１　顧客との契約から生じる収益

　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客との契

約から生じる収益の金額は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）１．顧客との契約から生じる収益を分解した

情報」に記載しております。

 

※２　期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次の棚卸資産評価損（洗替法による戻入額相殺後）が

売上原価に含まれております。

前連結会計年度
（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

191百万円 33百万円

 

※３　販売費及び一般管理費の主な内訳は次の通りであります。

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

販売手数料 923百万円 431百万円

貸倒引当金繰入 9 －

荷造運搬費 2,450 2,536

給与手当 9,115 9,419

減価償却費 1,090 1,132

賞与引当金繰入 1,215 1,242

役員賞与引当金繰入 264 266

退職給付費用 529 549

役員退職慰労引当金繰入 40 39

株式報酬費用 90 112

支払手数料 2,139 2,103

研究開発費 3,079 3,034

その他 9,802 10,641

計 30,751 31,506

 

※４　一般管理費に含まれる研究開発費

前連結会計年度
（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

3,079百万円 3,034百万円

 

※５　有形固定資産売却益の内訳は次の通りであります。

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

建物及び構築物 14百万円 0百万円

機械装置及び運搬具 14 20

工具、器具及び備品 2 1

土地 10 1

計 41 23
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※６　有形固定資産売却及び除却損の内訳は次の通りであります。

　　　有形固定資産売却損

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

機械装置及び運搬具 2百万円 15百万円

工具、器具及び備品 2 3

建設仮勘定 1 －

計 6 19

 

　　　有形固定資産除却損

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

建物及び構築物 9百万円 27百万円

機械装置及び運搬具 46 10

工具、器具及び備品 3 6

建設仮勘定 3 1

計 63 45

 

（連結包括利益計算書関係）

※ その他の包括利益に係る組替調整額並びに法人税等及び税効果額

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 541百万円 664百万円

組替調整額 △1,232 △391

法人税等及び税効果調整前 △690 273

法人税等及び税効果額 155 △103

その他有価証券評価差額金 △534 169

為替換算調整勘定：   

当期発生額 3,046 2,107

退職給付に係る調整額：   

当期発生額 52 464

組替調整額 △7 △26

法人税等及び税効果調整前 44 437

法人税等及び税効果額 △13 △136

退職給付に係る調整額 31 301

その他の包括利益合計 2,542 2,578
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首

株式数
（千株）

当連結会計年度
増加株式数
（千株）

当連結会計年度
減少株式数
（千株）

当連結会計年度末
株式数
（千株）

発行済株式     

普通株式（注）１． 90,396 － 2,830 87,565

合計 90,396 － 2,830 87,565

自己株式     

普通株式（注）２．３．４． 681 2,901 2,993 589

合計 681 2,901 2,993 589

 （注）１．普通株式の発行済株式の株式数の減少2,830千株は、自己株式の消却による減少2,830千株であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の増加2,901千株は、取締役会の決議に基づく自己株式の買付による増加2,900

千株及び単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。

３．普通株式の自己株式の株式数の減少2,993千株は、自己株式の消却による減少2,830千株及び役員報酬BIP信

託による当社株式の処分による減少99千株、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少63千株

であります。

４．普通株式の自己株式の株式数には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式（当連結会計年度期首396千株、当

連結会計年度末297千株）が含まれております。

２．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2024年２月27日取締役会 普通株式 2,072 23 2023年12月31日 2024年３月11日

2024年８月２日取締役会 普通株式 1,711 19 2024年６月30日 2024年９月18日

（注）１．2024年２月27日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式に対する配

当金９百万円が含まれております。

２．2024年８月２日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式に対する配

当金５百万円が含まれております。

 

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2025年２月27日

取締役会
普通株式 2,356 利益剰余金 27 2024年12月31日 2025年３月12日

（注）2025年２月27日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式に対する配当金

８百万円が含まれております。
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当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首

株式数
（千株）

当連結会計年度
増加株式数
（千株）

当連結会計年度
減少株式数
（千株）

当連結会計年度末
株式数
（千株）

発行済株式     

普通株式 87,565 － － 87,565

合計 87,565 － － 87,565

自己株式     

普通株式（注）１．２．３． 589 91 87 593

合計 589 91 87 593

 （注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加91千株は、取締役会の決議に基づく自己株式の買付による増加90千株

及び単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の減少87千株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少87千

株及び単元未満株式の売渡しによる減少０千株であります。

３．普通株式の自己株式の株式数には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式（当連結会計年度期首297千株、当

連結会計年度末297千株）が含まれております。

２．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2025年２月27日取締役会 普通株式 2,356 27 2024年12月31日 2025年３月12日

2025年８月８日取締役会 普通株式 1,832 21 2025年６月30日 2025年９月18日

（注）１．2025年２月27日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する

配当金８百万円が含まれております。

２．2025年８月８日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する

配当金６百万円が含まれております。

 

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2026年２月26日

取締役会
普通株式 2,792 利益剰余金 32 2025年12月31日 2026年３月11日

（注）2026年２月26日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式に対する配当金

９百万円が含まれております。
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自 2024年１月１日
至 2024年12月31日）

当連結会計年度
（自 2025年１月１日
至 2025年12月31日）

現金及び預金勘定 30,729百万円 28,239百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △289 △184 

現金及び現金同等物 30,440 28,054 

 

（リース取引関係）

１．ファイナンス・リース取引（借主側）
所有権移転外ファイナンス・リース取引

 
① リース資産の内容
(ア）有形固定資産

主として情報関連機器（工具、器具及び備品）であります。
(イ）無形固定資産

ソフトウエアであります。
 
② リース資産の減価償却の方法
　連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計方針に関する事項（2）重要な減価償却資
産の減価償却の方法」に記載の通りであります。

 
２．オペレーティング・リース取引
オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当連結会計年度
（2025年12月31日）

１年内 336 495

１年超 924 854

合計 1,260 1,350
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

 当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入や社債発行）を調達しておりま

す。一時的な余資は流動性が高くリスクの低い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入に

より調達しております。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引

は行わない方針であります。

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。また、

海外で事業を行うにあたり生じる外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されておりますが、社内

管理規程に従い、状況により先物為替予約を利用してヘッジしております。

　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されており

ます。

　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日であります。一部外貨建

てのものについては、為替の変動リスクに晒されておりますが、社内管理規程に従い、状況により先物為

替予約を利用してヘッジしております。

　社債及び長期借入金は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであります。長期借入金の一部

については、金利及び為替の変動リスクに晒されておりますが、デリバティブ取引を利用してヘッジして

おります。

　デリバティブ取引は、外貨建債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為替予

約取引及び通貨スワップ取引、長期借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジを目的とした金利

スワップ取引のほか、伸銅品事業における原材料価格の変動リスクについては、リスク回避を目的とした

商品先物取引を利用しております。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、

ヘッジの有効性の評価方法等については、前述の連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．

会計方針に関する事項 (7)重要なヘッジ会計の方法」に記載しております。

 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

 当社は、与信管理規程に従い、営業債権について、経理部門が主要な取引先の状況を定期的にモニタ

リングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早

期把握や担保取得及び取引信用保険等による債権保全に積極的に取り組み、リスクの軽減を図っており

ます。連結子会社についても、当社の与信管理規程に準じて、同様の管理を行っております。

 デリバティブ取引については、取引相手先を高格付を有する金融機関等に限定しているため信用リス

クはほとんどないと認識しております。

 

②　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

 当社グループは、外貨建ての営業債権債務及び外貨建ての長期借入金について、為替の変動リスクに

対して社内管理規程に従い先物為替予約取引及び通貨スワップ取引を利用してヘッジしております。ま

た、長期借入金に係る支払金利の変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引を利用しておりま

す。

　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握しております。

　デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限及び取引限度額等を定めた管理規程に従い、担

当部署が決裁責任者の承認を得て行っております。

 

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　当社グループは、当社が運営するキャッシュ・マネジメント・システムによりグループの資金の効率

化を図るとともに、当社の各部署・グループ会社の報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・

更新し、手許流動性を維持するなど流動性リスクを管理しております。

　さらに、当社は、短期の運転資金需要の発生に備え、当社取引銀行との間で短期借入金に関する特定

融資枠（コミットメントライン）契約を締結し、資金調達に係る流動性リスクに備えております。
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(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該

価額が変動することがあります。また、注記事項「デリバティブ取引関係」におけるデリバティブ取引に

関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありませ

ん。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。「現金及び預金」、

「受取手形、売掛金及び契約資産（契約資産を除く）」、「電子記録債権」、「支払手形及び買掛金」に

ついては、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることか

ら、記載を省略しております。

 

前連結会計年度（2024年12月31日）

 
連結貸借対照表計上額
(*2)（百万円）

時価 (*2)
（百万円）

差額（百万円）

(1) 投資有価証券(*1)    

　 関連会社株式 1,724 1,984 259

　 その他有価証券 3,576 3,576 －

(2) 社債 (30,270) (29,853) 416

(3) 長期借入金 (3,863) (3,646) 217

(4) デリバティブ取引(*3) 1 1 －

(*1) 市場価格のない株式等は、「(1) 投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対

照表計上額は以下のとおりであります。

区分 前連結会計年度（百万円）

非上場株式 211

(*2) 負債に計上しているものについては、（　）で示しております。

(*3) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項

目については（　）で示しております。

 

 

当連結会計年度（2025年12月31日）

 
連結貸借対照表計上額
(*2)（百万円）

時価 (*2)
（百万円）

差額（百万円）

(1) 投資有価証券(*1)    

　 関連会社株式 1,724 2,074 350

　 その他有価証券 3,745 3,745 －

(2) 社債 (20,135) (19,303) 831

(3) 長期借入金 (13,190) (12,941) 248

(4) デリバティブ取引(*3) (54) (54) －

(*1) 市場価格のない株式等は、「(1) 投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対

照表計上額は以下のとおりであります。

区分 当連結会計年度（百万円）

非上場株式 207

(*2) 負債に計上しているものについては、（　）で示しております。

(*3) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項

目については（　）で示しております。
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（注）１．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　　前連結会計年度（2024年12月31日）

 １年以内 (百万円）

(1) 預金 30,682

(2) 受取手形 1,291

(3) 売掛金 20,756

(4) 電子記録債権 12,869

(5) 投資有価証券  

その他有価証券のうち満期があるもの －

合計 65,600

 

　　当連結会計年度（2025年12月31日）

 １年以内 (百万円）

(1) 預金 28,187

(2) 受取手形 479

(3) 売掛金 23,181

(4) 電子記録債権 12,539

(5) 投資有価証券  

その他有価証券のうち満期があるもの －

合計 64,387

 

２．社債及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額

　　前連結会計年度（2024年12月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

社債 10,135 135 10,000 － － 10,000

長期借入金 1,299 1,048 843 480 191 －

合計 11,434 1,183 10,843 480 191 10,000

 

　　当連結会計年度（2025年12月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

社債 135 10,000 － － 10,000 －

長期借入金 2,616 2,561 2,156 1,916 1,718 2,218

合計 2,751 12,561 2,156 1,916 11,718 2,218

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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(1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

前連結会計年度（2024年12月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

その他有価証券     

株式 3,576 － － 3,576

デリバティブ取引     

通貨関連 － 1 － 1

資産計 3,576 1 － 3,578

 

当連結会計年度（2025年12月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

その他有価証券     

株式 3,745 － － 3,745

資産計 3,745 － － 3,745

デリバティブ取引     

通貨関連 － 49 － 49

商品関連 － 4 － 4

負債計 － 54 － 54

 

(2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前連結会計年度（2024年12月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

関連会社株式 1,984 － － 1,984

資産計 1,984 － － 1,984

社債 － 29,853 － 29,853

長期借入金 － 3,646 － 3,646

負債計 － 33,499 － 33,499
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当連結会計年度（2025年12月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

関連会社株式 2,074 － － 2,074

資産計 2,074 － － 2,074

社債 － 19,303 － 19,303

長期借入金 － 12,941 － 12,941

負債計 － 32,245 － 32,245

（注）　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価を

レベル１の時価に分類しております。

 

デリバティブ取引

　デリバティブ取引のうち、通貨スワップ及び為替予約の時価は、取引先金融機関から提示された価格に基づ

いているため、その時価をレベル２の時価に分類しています。商品先物取引の時価は、取引先から提示された

価格に基づいているため、その時価をレベル２の時価に分類しています。また、通貨スワップの振当処理によ

るものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、その時価は、当該長期借入

金の時価に含めて記載しております。

 

社債

　当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額と、当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基

に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 

長期借入金

　長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引

現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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（有価証券関係）

１．売買目的有価証券

該当事項はありません。

２．満期保有目的の債券

該当事項はありません。

３．その他有価証券

前連結会計年度（2024年12月31日）

 種類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1）株式 3,576 1,201 2,375

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 3,576 1,201 2,375

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1）株式 0 0 △0

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 0 0 △0

合計 3,576 1,201 2,375

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　211百万円）については、市場価格のない株式等であることか

ら、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

当連結会計年度（2025年12月31日）

 種類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1）株式 3,745 1,096 2,649

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 3,745 1,096 2,649

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1）株式 0 0 △0

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 0 0 △0

合計 3,745 1,096 2,649

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　207百万円）については、市場価格のない株式等であることか

ら、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

４．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

種類 売却額（百万円）
売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

(1）株式 1,946 1,232 0

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,946 1,232 0

 

当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

種類 売却額（百万円）
売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

(1）株式 530 391 －

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

合計 530 391 －
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５．減損処理を行った有価証券

前連結会計年度において、減損処理を行った有価証券はありません。

当連結会計年度において、有価証券について０百万円（その他有価証券の上場株式０百万円）減損処理

を行っております。

なお、その他有価証券で市場価格のない株式等以外の減損処理にあたっては、当該期末日の時価が取得

原価の70％以下の銘柄についてその適用対象としております。但し、当該期末日の時価が取得原価の70％

以下、50％超の銘柄については、当該期末日より前１年間の各日の時価が概ね１年間を通じて取得原価の

70％以下である銘柄等についてその回復可能性を検討し、減損処理の適否を判定することとしておりま

す。

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等
のうち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

市場取引以外
の取引

為替予約取引(注)     

　売建     

　　米ドル 614 － 3 3

　　合計 614 － 3 3

　買建     

　　米ドル 1,522 － 55 55
　　中国元 203 － 8 8

　　日本円 139 － △4 △4

　　合計 1,864 － 59 59

通貨スワップ取引     

　支払ユーロ・
　受取日本円

185 123 △42 △42

　支払米ドル・
　受取日本円

202 － △18 △18

　　合計 388 123 △61 △61

（注）外貨建債権債務の期末残高に対応するヘッジ目的の為替予約取引であり、評価差額を損益としており

ます。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

通貨関連

ヘッジ会計
の方法

取引の種類
主な

ヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等
のうち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

通貨スワップ
の振当処理

通貨スワップ取引 　長期借入金 85 28 　(注）１

（注）１．通貨スワップの振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理

されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

２．当連結会計年度においては、予定取引（外貨建債権債務）に対する為替予約取引はありません。
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当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等
のうち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

市場取引以外
の取引

為替予約取引(注)     

　売建     

　　米ドル 372 － － －

　　合計 372 － － －

　買建     

　　米ドル 1,469 － 24 24
　　中国元 219 － 2 2

　　日本円 485 － △16 △16

　　合計 2,174 － 9 9

通貨スワップ取引     

　支払ユーロ・
　受取日本円

123 61 △47 △47

　支払米ドル・
　受取日本円

208 － △11 △11

　　合計 332 61 △59 △59

（注）外貨建債権債務の期末残高に対応するヘッジ目的の為替予約取引であり、評価差額を損益としており

ます。

 

商品関連

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等
のうち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

市場取引以外
の取引

銅LME先物取引
　売建

 
384

 
－

 
△4

 
△4

　　合計 384 － △4 △4

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

通貨関連

ヘッジ会計
の方法

取引の種類
主な

ヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等
のうち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

通貨スワップ
の振当処理

通貨スワップ取引 　長期借入金 28 － 　(注）１

（注）１．通貨スワップの振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理

されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

２．当連結会計年度においては、予定取引（外貨建債権債務）に対する為替予約取引はありません。
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社グループは、確定拠出型の確定拠出年金制度及び前払退職金制度と、確定給付型の確定給付企業年金

制度及び退職一時金制度を採用しております。また、従業員の退職等に際して割増退職金を支払う場合があ

ります。

　また、一部の連結子会社が有する確定給付企業年金制度及び退職一時金制度は、簡便法により退職給付に

係る負債及び退職給付費用を計算しております。

 

２．確定給付制度

(1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

退職給付債務の期首残高 5,960百万円 5,932百万円

勤務費用 329 285

利息費用 24 23

数理計算上の差異の発生額 △8 △357

退職給付の支払額 △455 △360

簡便法で計算した退職給付費用 51 69

その他 31 43

退職給付債務の期末残高 5,932 5,636

 

(2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

年金資産の期首残高 5,406百万円 5,339百万円

期待運用収益 59 40

数理計算上の差異の発生額 43 106

事業主からの拠出額 234 246

退職給付の支払額 △384 △299

その他 △21 8

年金資産の期末残高 5,339 5,442

 

(3）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に

係る資産の調整表

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当連結会計年度
（2025年12月31日）

積立型制度の退職給付債務 5,314百万円 4,991百万円

年金資産 △5,339 △5,442

 △25 △450

非積立型制度の退職給付債務 617 644

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 592 194

   

退職給付に係る負債 845 866

退職給付に係る資産 △252 △672

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 592 194
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(4）退職給付費用及びその内訳項目の金額

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

勤務費用 329百万円 285百万円

利息費用 24 23

期待運用収益 △59 △40

数理計算上の差異の費用処理額 △7 △26

簡便法で計算した退職給付費用 51 69

その他 133 93

確定給付制度に係る退職給付費用 470 404

 

(5）退職給付に係る調整額

退職給付に係る調整額に計上した項目（法人税等及び税効果控除前）の内訳は次の通りであります。

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

数理計算上の差異 44百万円 437百万円

合　計 44 437

 

(6）退職給付に係る調整累計額

退職給付に係る調整累計額に計上した項目（法人税等及び税効果控除前）の内訳は次の通りであります。

 
前連結会計年度

（2024年12月31日）

当連結会計年度

（2025年12月31日）

未認識数理計算上の差異 30百万円 468百万円

合　計 30 468

 

(7）年金資産に関する事項

①　年金資産の主な内訳

　年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次の通りであります。

 
前連結会計年度

（2024年12月31日）

当連結会計年度

（2025年12月31日）

一般勘定 29.9％ 30.1％

債券 24.7 23.2

株式 18.8 20.6

その他 26.6 26.1

合　計 100.0 100.0

 

②　長期期待運用収益率の設定方法

　年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産を構

成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

 

(8）数理計算上の計算基礎に関する事項

主要な数理計算上の計算基礎

 
前連結会計年度

（2024年12月31日）

当連結会計年度

（2025年12月31日）

割引率 0.57％ 1.84％

長期期待運用収益率 1.20％ 0.80％

 

３．確定拠出制度

　当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、前連結会計年度864百万円、当連結会計年度925百万

円であります。
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（ストック・オプション等関係）

（取締役の報酬等として株式を交付する取引のうち、事前交付型の譲渡制限付株式報酬）

１．事前交付型の費用計上額及び科目名

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

販売費及び一般管理費の株式報酬費用 67 82

 

２．事前交付型の内容、規模及びその変動状況

　当連結会計年度（2025年12月期）において権利未確定株式数が存在した事前交付型を対象として記載し

ております。

 

(1）事前交付型の内容
 

 2025年事前交付型

付与対象者の区分及び人数

当社の取締役（執行役を兼務する取締役を除く）９名

当社の執行役６名

当社の執行理事７名

株式の種類別の付与された株式数 普通株式   66,709株

付与日 2025年３月27日

譲渡制限期間
2025年４月24日（払込期日）から当社の取締役、執行役又は執行理事のいずれ

の地位も喪失するまでの間

解除条件

2025年４月24日（払込期日）から2026年４月１日が到来した時点までの間（以

下「本役務提供等期間」といい、このうち本払込期日から2025年12月期に係る

定時株主総会の終結の時までの間（執行役及び執行理事の場合は、2025年１月

１日から2025年12月31日までの間）を役務提供期間とする）、継続して当社の

取締役、執行役又は執行理事の地位にあることを条件として、譲渡制限期間の

満了時において、本割当株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、対

象者が本役務提供等期間において、死亡、任期満了その他当社の報酬委員会

（執行理事については執行役会）が正当と認める理由により上記地位を喪失し

た場合には、当該喪失の日の直後の時点において、本払込期日を含む月から当

該喪失の日を含む月までの月数を12（執行役又は執行理事の場合は９）で除し

た数（ただし、１を超える場合は１とみなす）に、本割当株式数を乗じた数

（ただし、計算の結果、１株未満の端数が生ずる場合には、これを切り捨て

る）の本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

 

(2）事前交付型の規模及びその変動状況

①　株式数

 2025年事前交付型

前連結会計年度末（株） －

付与（株） 66,709

没収（株） －

権利確定（株） －

未確定残（株） 66,709

 

②　単価情報

 2025年事前交付型

付与日における公正な評価単価（円） 1,234
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３．公正な評価単価の見積方法

　取締役会決議の日の前営業日における東京証券取引所における当社の普通株式の終値としております。

 

４．権利確定株式数の見積方法

　事前交付型は、基本的には、将来の没収数の合理的な見積りは困難であるため、実績の没収数のみ反映

させる方法を採用しております。
 

（取締役の報酬等として株式を交付する取引のうち、事後交付型の譲渡制限付株式報酬）

１．事後交付型の費用計上額及び科目名

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

販売費及び一般管理費の株式報酬費用 22 30

 

２．事後交付型の内容、規模及びその変動状況

　当連結会計年度（2025年12月期）において権利未確定株式数が存在した、または当連結会計年度末日に

おいて権利確定後の未発行株式数が存在した事後交付型を対象として記載しております。

 

(1）事後交付型の内容

 2025年事後交付型

付与対象者の区分及び人数
当社の執行役（取締役を兼務する執行役を含む）６名

当社の執行理事７名

株式の種類別の付与された株式数 普通株式   27,140株

付与日 2025年３月27日

評価期間 2025年１月１日～2027年12月31日

譲渡制限期間
払込期日から当社の執行役（取締役を兼務する執行役を含む）、執行理事のい

ずれの地位も喪失するまでの間

解除条件

譲渡制限期間継続して当社の執行役（取締役を兼務する執行役を含む）、執行

理事の地位にあることを条件として、譲渡制限期間の満了時において、本割当

株式の全部につき、譲渡制限を解除する。
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(2）事後交付型の規模及びその変動状況

①　株式数

 2025年事後交付型

前連結会計年度末（株） －

付与（株） 27,140

没収（株） －

権利確定（株） －

未確定残（株） 27,140

権利確定後の未発行残（株） －

 

②　単価情報

 2025年事後交付型

付与日における公正な評価単価（円） 1,234

 

３．公正な評価単価の見積方法

　取締役会決議の日の前営業日における東京証券取引所における当社の普通株式の終値としております。

 
４．権利確定株式数の見積方法

　事後交付型は、基本的には、将来の没収数の合理的な見積りは困難であるため、実績の没収数のみ反映

させる方法を採用しております。

　2025年事後交付型に係る期末日における権利未確定株式数は、2025年12月期の業績等に基づき見積もっ

た株式報酬見積額を付与日における公正な評価単価で除して算出しており、実際の権利確定株式数とは異

なる可能性があります。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

 
 

当連結会計年度
（2025年12月31日）

繰延税金資産    

税務上の繰越欠損金（注） 592百万円  710百万円

賞与引当金 822  883

未払事業税 148  167

退職給付に係る負債 314  171

投資有価証券評価損 72  74

減損損失 1,073  1,158

その他 2,244  2,649

繰延税金資産小計 5,268  5,815

　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注） △473  △587

　将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △1,869  △2,037

評価性引当額小計 △2,343  △2,624

繰延税金資産合計 2,924  3,191

繰延税金負債    

その他有価証券評価差額金 △705  △809

評価差額に係る繰延税金負債 △842  △842

その他 △377  △642

繰延税金負債合計 △1,925  △2,294

繰延税金資産の純額 999  896

 

 
   （注)税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

 

前連結会計年度（2024年12月31日）

 
１年以内

（百万円）

１年超

２年以内

（百万円）

２年超

３年以内

（百万円）

３年超

４年以内

（百万円）

４年超

５年以内

（百万円）

５年超

（百万円）

合計

（百万円）

税務上の繰越欠

損金(※1)
－ － － 200 29 361 592

評価性引当額 － － － △200 △29 △243 △473

繰延税金資産 － － － － － 118 (※2)  118

(※1) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(※2) 税務上の繰越欠損金592百万円（法定実効税率を乗じた額）について、繰延税金資産118百万円を計上して

おります。当該税務上の繰越欠損金については、将来の課税所得の見込みにより、回収可能と判断した部

分については評価性引当額を認識しておりません。

 

当連結会計年度（2025年12月31日）

 
１年以内

（百万円）

１年超

２年以内

（百万円）

２年超

３年以内

（百万円）

３年超

４年以内

（百万円）

４年超

５年以内

（百万円）

５年超

（百万円）

合計

（百万円）

税務上の繰越欠

損金(※1)
－ － 186 28 126 368 710

評価性引当額 － － △186 △28 △126 △245 △587

繰延税金資産 － － － － － 123 (※2)  123

(※1) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(※2) 税務上の繰越欠損金710百万円（法定実効税率を乗じた額）について、繰延税金資産123百万円を計上して

おります。当該税務上の繰越欠損金については、将来の課税所得の見込みにより、回収可能と判断した部

分については評価性引当額を認識しておりません。
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

 
 

当連結会計年度
（2025年12月31日）

法定実効税率 30.1％

1.6

△3.1

0.4

△1.3

0.5

△0.9

 　法定実効税率と税効

果会計適用後の法人税

等の負担率との間の差

異が法定実効税率の

100分の５以下である

ため注記を省略してお

ります。

　交際費等永久に損金に算入されない項目  

　税額控除  

　住民税均等割等  

　評価性引当額の増加（△減少）  

　税率変更による期末繰延税金資産の減額修正  

　その他  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 27.3   

 

３．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

　当社及び一部の国内連結子会社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場

合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地

方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

 

４．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に国会で成立したことに

伴い、2026年４月１日以後開始する連結会計年度より、「防衛特別法人税」の課税が行われることになりま

した。

　これに伴い、2027年１月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金

資産及び繰延税金負債については、法定実効税率を30.1％から31.0％に変更し計算しております。

　なお、この変更による影響は軽微であります。

 

（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

連結子会社の吸収合併

　当社は、2024年８月20日開催の執行役会において、当社の完全子会社である東洋バルヴ株式会社を吸収合

併することを決議し、2025年１月１日付で吸収合併しております。

 

１．取引の概要

（1）被結合企業の名称及び事業の内容

被結合企業の名称　東洋バルヴ株式会社

事業の内容　　　　バルブ及びその他の流体制御用機器並びにその他付属品の製造・販売

 

（2）企業結合日

2025年１月１日

 

（3）企業結合の法的形式

当社を存続会社、東洋バルヴ株式会社を消滅会社とする吸収合併

 

（4）結合後企業の名称

株式会社キッツ

 

（5）その他取引の概要に関する事項

　当社グループを取り巻く市場環境の変化に対応するため、営業体制の再構築によるマーケティング強

化や社内業務の効率化を目的としております。

 

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。
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（資産除去債務関係）

１．資産除去債務の概要

当社及び当社グループは主に、労働安全衛生法、石綿障害予防規則等が規定する建築物の解体時における

アスベストの除去費用や事業所などの不動産賃貸借契約に基づく原状回復義務等を合理的に見積り、資産除

去債務を計上しております。

 

２．資産除去債務の金額の算定方法

資産除去債務の見積りにあたり、対象資産それぞれの使用見込期間を見積り、割引率は主に0.295％～

4.260％を採用しております。

 

３．当該資産除去債務の総額の増減

 
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

期首残高 646百万円 852百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額 213 276

時の経過による調整額 10 17

見積りの変更による増減額 14 －

資産除去債務の履行による減少額 △41 △14

その他増減額（△は減少） 8 2

期末残高 852 1,135
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

（単位：百万円）
 

 
報告セグメント その他

（注）１
合計

バルブ事業 伸銅品事業 計

日本 80,448 28,887 109,336 2,625 111,961

米州 18,758 － 18,758 － 18,758

欧州 4,900 － 4,900 － 4,900

中国 13,574 362 13,936 － 13,936

アセアン 12,393 588 12,982 － 12,982

インド 2,063 － 2,063 － 2,063

その他 7,416 0 7,416 － 7,416

顧客との契約から生じる収益 139,556 29,838 169,395 2,625 172,020

その他の収益（注）２ － － － 22 22

外部顧客への売上高 139,556 29,838 169,395 2,647 172,042

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル及びレストラン事業等を含

んでおります。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。

 

当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

（単位：百万円）
 

 
報告セグメント その他

（注）１
合計

バルブ事業 伸銅品事業 計

日本 82,368 31,351 113,720 2,748 116,468

米州 20,273 － 20,273 － 20,273

欧州 5,041 － 5,041 － 5,041

中国 11,068 357 11,426 － 11,426

アセアン 12,824 805 13,629 － 13,629

インド 2,448 － 2,448 － 2,448

その他 7,390 － 7,390 － 7,390

顧客との契約から生じる収益 141,415 32,514 173,930 2,748 176,678

その他の収益（注）２ － － － 4 4

外部顧客への売上高 141,415 32,514 173,930 2,752 176,682

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル及びレストラン事業等を含

んでおります。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。
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２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結財務諸表作成のための基本となる

重要な事項「４．会計方針に関する事項　(6) 重要な収益及び費用の計上基準」に記載の通りであります。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会

計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び

時期に関する情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

（単位：百万円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 33,719 34,918

顧客との契約から生じた債権（期末残高）   

受取手形 1,291 479

売掛金 20,756 23,181

電子記録債権 12,869 12,539

合計 34,918 36,200

契約資産（期首残高） 560 367

契約資産（期末残高） 367 441

契約負債（期首残高） 1,351 1,299

契約負債（期末残高） 1,299 576

 

　契約資産及び顧客との契約から生じた債権は、連結貸借対照表上の「電子記録債権」及び「受取手

形、売掛金及び契約資産」に含まれています。契約資産は、主としてバルブのメンテナンス契約や工事

契約など、一定の期間にわたり履行義務が充足される契約において、報告期間の末日時点での進捗度に

基づいて測定した履行義務の充足分と交換に受け取る対価に対する権利のうち、顧客との契約から生じ

た債権を除いたものです。契約資産は、対価に対する権利が無条件な状態となった時点で顧客との契約

から生じた債権に振り替えられます。

　また、契約負債は、連結貸借対照表上の流動負債の「その他」に含まれています。契約負債は、契約

の履行に先立ち受領した対価であり、主にバルブの販売などにおいて支払条件に基づき顧客から受け

取った前受金であります。契約負債は、履行義務が充足されるにつれて収益に振り替えられます。

　前連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,185百

万円であります。

　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,149百

万円であります。

 

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

　前連結会計年度末及び当連結会計年度末において、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契

約はありません。なお、当初に予想される契約期間が１年以内の契約であるものについては、実務上の便

法を適用し、記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれて

いない重要な金額はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社の取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、製品・サービス別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、バ

ルブ事業、伸銅品事業、ホテル及びレストラン事業等を営んでおります。

従って、当社グループは、製品・サービス別の事業セグメントから構成されており、「バルブ事業」「伸銅

品事業」の２つを報告セグメントとしております。

「バルブ事業」は、青銅バルブ、鉄鋼バルブ、その他バルブ関連製品、濾過関連製品及びその付属品の製造

販売を行っております。「伸銅品事業」は、伸銅品及び伸銅加工品の製造販売を行っております。

なお、2026年１月１日より、「伸銅品事業」から「メタルソリューション事業」にセグメント名称を変更し

ております。当該変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表の作成方法と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及び振替高は市場

実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

    （単位：百万円）

 
バルブ
事業

伸銅品
事業

その他
（注）１

調整額
（注）２、４

連結
財務諸表
計上額
（注）３

売上高      

外部顧客への売上高 139,556 29,838 2,647 － 172,042

セグメント間の内部売上高又
は振替高

246 2,447 85 △2,779 －

計 139,802 32,286 2,732 △2,779 172,042

セグメント利益 17,419 886 146 △4,232 14,220

セグメント資産（注）４ － － － 172,406 172,406

その他の項目      

減価償却費 5,754 995 73 189 7,013

のれんの償却費 113 － － － 113
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当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

    （単位：百万円）

 
バルブ
事業

伸銅品
事業

その他
（注）１

調整額
（注）２、４

連結
財務諸表
計上額
（注）３

売上高      

外部顧客への売上高 141,415 32,514 2,752 － 176,682

セグメント間の内部売上高又
は振替高

252 2,533 86 △2,871 －

計 141,667 35,047 2,838 △2,871 176,682

セグメント利益 18,886 865 171 △4,467 15,454

セグメント資産（注）４ － － － 184,325 184,325

その他の項目      

減価償却費 5,735 1,024 79 175 7,015

のれんの償却費 136 － － － 136

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル及びレストラン事業等

を含んでおります。

 

２．調整額の内容は以下の通りであります。

セグメント利益 （単位：百万円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 △51 △62

全社費用※ △4,180 △4,405

合計 △4,232 △4,467

 

減価償却費 （単位：百万円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度

全社費用※ 189 175

合計 189 175

※全社費用は、主に当社の本社の人財部、総務部、経理財務統括部及び経営企画部等の発生費用で、本

社ビルの管理費用を含んでおります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．セグメント資産は、各会社（親会社及び連結子会社）を管理区分としているため、合計額のみを記載して

おります。

５．セグメント負債の金額は当社の取締役会において定期的に提供・使用しておりません。

 

【関連情報】

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）
 

日本 北米・南米 アジア・中東 その他 合計

111,983 18,758 35,996 5,302 172,042

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2）有形固定資産

（単位：百万円）
 

日本 ベトナム その他アジア その他 合計

36,341 4,184 9,986 3,914 54,427
 
(3）主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、

記載しておりません。
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当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）
 

日本 北米・南米 アジア・中東 その他 合計

116,473 20,273 34,796 5,139 176,682

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2）有形固定資産

（単位：百万円）
 

日本 ベトナム その他アジア その他 合計

37,469 7,460 10,731 5,905 61,566

 

（表示方法の変更）

前連結会計年度において「アジア」に含めて表示していた「ベトナム」の有形固定資産について

は、連結貸借対照表の有形固定資産の10％以上を占めたため、当連結会計年度より区分掲記すること

としました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の「２．地域ごとの情報（2）

有形固定資産」の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度において、「アジア」に表示していた14,170百万円は、「ベトナム」

4,184百万円、「その他アジア」9,986百万円として組み替えております。

 

(3）主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、

記載しておりません。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

    （単位：百万円）

 バルブ事業 伸銅品事業 その他 全社・消去 合計

当期償却額 113 － － － 113

当期末残高 99 － － － 99

 

当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

    （単位：百万円）

 バルブ事業 伸銅品事業 その他 全社・消去 合計

当期償却額 136 － － － 136

当期末残高 － － － － －

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又は
出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の被
所有割合
（％）

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員 堀田　康之 － －
当社取締役会

長
直接　0.2

当社取締役会

長

金銭報酬債権

の現物出資に

伴う自己株式

の処分

17 － －

役員 河野　誠 － －

当社取締役、

代表執行役社

長

直接　0.1

当社取締役、

代表執行役社

長

金銭報酬債権

の現物出資に

伴う自己株式

の処分

16 － －

（注）譲渡制限付株式報酬制度に伴う金銭報酬債権の現物出資によるものであります。自己株式の処分価額は、2024年３

月27日（本自己株式処分の取締役会決議日の前営業日）の東京証券取引所における、当社の普通株式の終値に基づ

いて決定しております。

 

当連結会計年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又は
出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の被
所有割合
（％）

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員 堀田　康之 － －
当社取締役会

長
直接　0.3

当社取締役会

長

金銭報酬債権

の現物出資に

伴う自己株式

の処分

16 － －

役員 河野　誠 － －

当社取締役、

代表執行役社

長

直接　0.1

当社取締役、

代表執行役社

長

金銭報酬債権

の現物出資に

伴う自己株式

の処分

21 － －

（注）譲渡制限付株式報酬制度に伴う金銭報酬債権の現物出資によるものであります。自己株式の処分価額は、2025年３

月26日（本自己株式処分の取締役会決議日の前営業日）の東京証券取引所における、当社の普通株式の終値に基づ

いて決定しております。
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（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

１株当たり純資産額
 

1,246.16円
 

1,358.57円

１株当たり当期純利益 132.64円 131.85円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 

項目
前連結会計年度

（自　2024年１月１日
至　2024年12月31日）

当連結会計年度
（自　2025年１月１日
至　2025年12月31日）

（１株当たり当期純利益）   

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 11,824 11,465

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
11,824 11,465

普通株式の期中平均株式数（株） 89,143,621 86,958,144

３．役員報酬BIP信託が保有する当社株式を、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自

己株式に含めております。（前連結会計年度　297,046株、当連結会計年度　297,046株）

また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

（前連結会計年度　332,513株、当連結会計年度　297,046株）
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（重要な後発事象）

（固定資産の譲渡）

当社の連結子会社であるKITZ Corp. of Americaは、2025年10月27日開催の取締役会において、以下のとお

り固定資産の譲渡を決議し、同日付で譲渡契約を締結し、2026年１月28日付で譲渡いたしました。

 

１．譲渡理由

生成AI等の進化が加速するに従い、データセンター市場が世界的に益々拡大することが予測されてお

り、米国においてもさらなるデータセンター市場の活況が見込まれております。そのような状況の中、米

国連結子会社であるKITZ Corp. of Americaでは、倉庫を拡張してデータセンター向けの製品在庫の拡

充・即納体制の構築をすべく、本社を移転いたしました。それに伴い、旧本社の土地・建物を譲渡するも

のであります。

 

２．譲渡資産の内容

資産の内容 土地・建物

所在地 10750 Corporate Drive, Stafford Texas 77477, U.S.A.

現況 旧本社の事務所・倉庫

 

３．譲渡先の概要

名称 Atec, Inc.

所在地 12600 Executive Drive, Stafford, Texas 77477, U.S.A.

代表者の役職・氏名 Howard Lederer, CEO & Senior Chairman

当社との関係
当社及び同社と譲渡先との間には、資本関係、人的関係、取引関係

及び関連当事者への該当状況について該当事項はございません。

 

４．譲渡の時期

物件引渡日　2026年１月28日

 

５．損益に与える影響

当該固定資産の譲渡に伴い、2026年12月期第１四半期の連結決算において固定資産売却益約1,100百万

円を特別利益に計上する予定であります。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

会社名 銘柄
発行年月日
（年月日）

当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

利率（年％） 担保
償還期限
（年月日）

株式会社キッツ
第33回無担保私募債

（適格機関投資家限定）
2016.９.27

180

(90)

90

(90)
0.535 なし 2026.９.25

株式会社キッツ
第34回無担保私募債

（適格機関投資家限定）
2016.９.28

90

(45)

45

(45)
0.310 なし 2026.９.28

株式会社キッツ 第４回無担保公募債 2018.３.８
10,000

(10,000)

－

(－)
0.290 なし 2025.３.７

株式会社キッツ 第５回無担保公募債 2020.９.17 10,000 10,000 0.480 なし 2030.９.17

株式会社キッツ

第６回無担保公募債

（サステナビリティ・リン

ク・ボンド）

2022.９.14 10,000 10,000 0.450 なし 2027.９.14

合計 － －
30,270

(10,135)

20,135

(135)
－ － －

　（注）１．「当期末残高」欄の（　）内書は、１年以内償還予定の額であります。

２．連結決算日後５年間の償還予定額は以下の通りであります。

１年以内
（百万円）

１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

135 10,000 － － 10,000

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 645 568 3.6 －

１年以内に返済予定の長期借入金 1,299 2,616 1.7 －

１年以内に返済予定のリース債務 503 707 3.8 －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 2,564 10,573 1.7 2027年～2032年

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 806 2,413 3.8 2027年～2036年

その他有利子負債 － － － －

合計 5,819 16,878 － －

　（注）１．長期借入金及びリース債務(１年以内に返済予定のものを除く。)の連結決算日後５年間の返済予定額は以下

の通りであります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 2,561 2,156 1,916 1,718

リース債務 621 409 311 198

２．平均利率については、期末の利率及び残高より算定しております。

３．当社は、短期の運転資金需要の発生に備え、当社取引銀行との間で短期借入金に関する特定融資枠（コミッ

トメントライン）契約を締結しております。

この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次の通りであります。

特定融資枠契約の総額 13,500百万円

借入実行残高 － 

差引未実行残高 13,500百万円

 

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連結会

計年度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の規定に

より記載を省略しております。
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（２）【その他】

当連結会計年度における半期情報等

 中間連結会計期間 当連結会計年度

売上高（百万円） 86,380 176,682

税金等調整前中間（当期）純利益（百

万円）
8,620 16,418

親会社株主に帰属する中間（当期）純

利益（百万円）
5,968 11,465

１株当たり中間（当期）純利益

（円）
68.65 131.85
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(2024年12月31日)
当事業年度

(2025年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,990 12,013

受取手形 ※３ 292 －

電子記録債権 ※３ 7,816 ※３ 7,914

売掛金 10,214 12,225

契約資産 316 279

商品及び製品 3,794 3,753

仕掛品 2,881 2,898

原材料及び貯蔵品 2,057 2,153

短期貸付金 3,910 6,162

その他 1,037 1,333

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 ※１ 46,309 ※１ 48,731

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,176 4,258

構築物 438 418

機械及び装置 3,845 4,541

工具、器具及び備品 4,856 4,893

土地 3,315 3,315

建設仮勘定 737 698

その他 288 325

有形固定資産合計 17,658 18,452

無形固定資産 923 1,299

投資その他の資産   

投資有価証券 3,635 3,894

関係会社株式 40,303 40,204

長期貸付金 2,562 1,251

繰延税金資産 617 564

その他 1,767 1,481

投資その他の資産合計 48,885 47,395

固定資産合計 ※１ 67,467 ※１ 67,147

資産合計 113,777 115,878
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  (単位：百万円)

 
前事業年度

(2024年12月31日)
当事業年度

(2025年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,206 7,462

１年内償還予定の社債 10,135 135

短期借入金 7,860 6,429

１年内返済予定の長期借入金 555 1,932

未払法人税等 1,019 1,090

賞与引当金 1,505 1,531

役員賞与引当金 70 72

その他 2,636 2,527

流動負債合計 ※１ 30,989 ※１ 21,181

固定負債   

社債 20,135 20,000

長期借入金 1,113 8,109

役員株式給付引当金 125 158

その他 1,418 1,441

固定負債合計 ※１ 22,791 ※１ 29,710

負債合計 53,780 50,891

純資産の部   

株主資本   

資本金 21,207 21,207

資本剰余金   

資本準備金 5,715 5,715

その他資本剰余金 － 13

資本剰余金合計 5,715 5,729

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 31,927 36,721

利益剰余金合計 31,927 36,721

自己株式 △482 △497

株主資本合計 58,367 63,160

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,628 1,826

評価・換算差額等合計 1,628 1,826

純資産合計 59,996 64,986

負債純資産合計 113,777 115,878
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②【損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

当事業年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

売上高 ※１ 72,591 ※１ 79,929

売上原価 ※１ 54,639 ※１ 59,323

売上総利益 17,952 20,606

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 14,710 ※１,※２ 15,152

営業利益 3,241 5,454

営業外収益   

受取利息及び受取配当金 4,727 3,635

保険収入 132 128

為替差益 82 11

その他 181 174

営業外収益合計 ※１ 5,123 ※１ 3,949

営業外費用   

支払利息 326 385

手形売却損 45 78

その他 33 86

営業外費用合計 ※１ 406 ※１ 551

経常利益 7,958 8,853

特別利益   

有形固定資産売却益 ※３ 1 ※３ 1

投資有価証券売却益 1,164 379

抱合せ株式消滅差益 － 1,453

その他 1 0

特別利益合計 1,168 1,834

特別損失   

有形固定資産売却及び除却損 ※４ 23 ※４ 11

その他 17 1

特別損失合計 40 13

税引前当期純利益 9,085 10,674

法人税、住民税及び事業税 1,407 1,722

法人税等調整額 50 △30

法人税等合計 1,457 1,691

当期純利益 7,628 8,982
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

     (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
資本準備金

その他資本剰余
金

その他利益剰余
金

 繰越利益剰余金

当期首残高 21,207 5,715 12 30,990 △459 57,466

当期変動額       

剰余金の配当    △3,784  △3,784

当期純利益    7,628  7,628

自己株式の取得     △3,086 △3,086

自己株式の処分   6  59 65

自己株式の消却   △43 △2,906 2,949 －

譲渡制限付株式報酬   24  54 79

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

      

当期変動額合計 － － △12 937 △23 901

当期末残高 21,207 5,715 － 31,927 △482 58,367

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計

 
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 2,150 2,150 59,616

当期変動額    

剰余金の配当   △3,784

当期純利益   7,628

自己株式の取得   △3,086

自己株式の処分   65

自己株式の消却   －

譲渡制限付株式報酬   79

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

△521 △521 △521

当期変動額合計 △521 △521 379

当期末残高 1,628 1,628 59,996
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当事業年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

     (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
資本準備金

その他資本剰余
金

その他利益剰余
金

 繰越利益剰余金

当期首残高 21,207 5,715 － 31,927 △482 58,367

当期変動額       

剰余金の配当    △4,189  △4,189

当期純利益    8,982  8,982

自己株式の取得     △108 △108

自己株式の処分   3  0 3

譲渡制限付株式報酬   10  93 104

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

      

当期変動額合計 － － 13 4,793 △14 4,792

当期末残高 21,207 5,715 13 36,721 △497 63,160

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計

 
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 1,628 1,628 59,996

当期変動額    

剰余金の配当   △4,189

当期純利益   8,982

自己株式の取得   △108

自己株式の処分   3

譲渡制限付株式報酬   104

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

197 197 197

当期変動額合計 197 197 4,990

当期末残高 1,826 1,826 64,986
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式

移動平均法に基づく原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法に基づく原価法

(2)デリバティブの評価基準及び評価方法

時価法

(3)棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品及び仕掛品

総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

原材料

移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品

最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リース資産を除く）

①建物、構築物、機械及び装置、車両運搬具、工具、器具及び備品

主として定率法

但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得

した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

主な資産の耐用年数は次の通りであります。

建物及び構築物　　　　３～60年

機械装置及び運搬具　　２～17年

②その他

「その他」に含まれる「鋳造用砂」については、減耗分の補充に要した額を費用として計上する方法

(2)無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法、それ以外の

無形固定資産については定額法を採用しております。

(3)リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

３．繰延資産の処理方法

社債発行費

支出時に全額費用として処理しております。

４．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

金銭債権の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2)賞与引当金

従業員賞与の支給に備えて、支給見込額のうち当事業年度に帰属する金額を計上しております。

(3)役員賞与引当金

役員賞与の支給に備えて、事業年度の業績に基づき支給見込額を計上しております。
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(4)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、

当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）

による定額法により費用処理しております。

(5)役員株式給付引当金

取締役等に対する将来の当社株式の交付に備えるために、当事業年度末における株式給付債務の見込額

を計上しております。

５．収益及び費用の計上基準

当社は、バルブの製造・販売を主な事業としております。

これらの製品等の販売については、製品等を顧客に引き渡すことを履行義務として識別しており、製品等

の引き渡し時点で顧客が当該製品等に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることか

ら、顧客に製品等を引き渡した時点で収益を認識しております。なお、国内販売については、出荷時から製

品等の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しておりま

す。輸出販売については、主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転し

た時点で収益を認識しております。

販売した製品に係るメンテナンス業務や工事契約など、一定の期間にわたり充足される履行義務について

は、履行義務の充足に応じて収益を認識しております。

また、収益は顧客との契約において約束された対価から返品、値引き及び割戻し及び顧客へ支払われる販

売手数料等を控除した金額で測定しております。

なお、取引の対価は、履行義務の充足時点から１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりま

せん。

６．ヘッジ会計の方法

(1)ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約等が付されている外貨建金銭債権債務等について

は、振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を、金利スワップについては、特例処理の要件を満た

している場合は特例処理を行っております。

(2)ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段：為替予約取引、金利スワップ取引、通貨スワップ取引

ヘッジ対象：外貨建債権債務、外貨建貸付金、外貨建借入金、貸付金利息、借入金利息

(3)ヘッジ方針

為替予約取引については、外国為替変動リスクをヘッジする目的で実需の範囲内で実施しております。

金利スワップ取引は、借入金の金利上昇リスクのヘッジを目的とし、通貨スワップ取引は外貨建長期貸付

金及び外貨建長期借入金の外国為替変動リスクをヘッジする目的で、いずれも実需に伴う取引に限定し実

施しております。

(4)ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動またはキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動またはキャッ

シュ・フロー変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。但し、ヘッジ

手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、ヘッジ開始時及びその後も継続して相場変動または

キャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定することができる場合には、ヘッジ手段とヘッジ対

象に関する重要な条件が同一であることを確認することにより有効性の判定に代えております。

７．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1)退職給付に係る会計処理の方法

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異

なっております。

(2)グループ通算制度の適用

2023年12月期からグループ通算制度を適用しております。
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（重要な会計上の見積り）

　会計上の見積りは、財務諸表作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当事業年

度の財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の財務諸表に重要な影響を及ぼす

リスクがある項目は以下の通りです。

 

前事業年度（2024年12月31日）

（関係会社株式の評価）

(1）当事業年度の財務諸表に計上した金額

関係会社株式評価損　　　－百万円

関係会社株式　　　　40,303百万円（うち、KITZ Corp. of Korea　1,390百万円）

 

(2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　市場価格のない関係会社株式の評価については、取得原価をもって貸借対照表価額としておりますが、

当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下した場合には、実質価額まで減額し、

評価損を認識します。

　当事業年度において関係会社株式評価損は計上しておりませんが、連結財務諸表「注記事項（重要な会

計上の見積り）」に記載の通り、当社の子会社であるKITZ Corp. of Koreaの固定資産について減損の兆

候があることから、当該子会社の財政状態が悪化した場合は、翌事業年度において当該子会社株式に係る

関係会社株式評価損を計上する可能性があります。

 

当事業年度（2025年12月31日）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っております。

なお、当該会計方針の変更による財務諸表への影響はありません。

 

（表示方法の変更）

（損益計算書）

　前事業年度において、区分掲記しておりました特別損失の「無形固定資産除却損」は、金額的重要性が乏し

くなったため、当事業年度より特別損失の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映

させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前事業年度の損益計算書において、特別損失に表示していた「無形固定資産除却損」16百万円、

「その他」０百万円は、「その他」17百万円として組み替えております。
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（追加情報）

（取締役及び執行役員に対する株式報酬制度）

取締役等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する注記については、連結財務諸表「注記事項（追

加情報）」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

 

（貸借対照表関係）

※１　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

 
前事業年度

（2024年12月31日）
当事業年度

（2025年12月31日）

短期金銭債権 8,283百万円 10,112百万円

長期金銭債権 2,562 1,251

短期金銭債務 12,758 11,353

長期金銭債務 5 4

 

　２　偶発債務

保証債務

　下記の関係会社の借入金等に対して債務保証を行っております。

前事業年度
（2024年12月31日）

当事業年度
（2025年12月31日）

㈱ホテル紅や 1百万円 ㈱ホテル紅や －百万円

㈱キッツエスシーティー 100 ㈱キッツエスシーティー －

㈱キッツエンジニアリング

サービス

100 ㈱キッツエンジニアリング

サービス

－

KITZ Corp. of Korea 570 KITZ Corp. of Korea 576

KITZ Hong Kong Company

Limited

61 KITZ Hong Kong Company

Limited

45

KITZ Corp. of Vietnam Co.,

Ltd.

－ KITZ Corp. of Vietnam Co.,

Ltd.

1,696

計 832 計 2,317

 

※３　期末日満期手形等

　期末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理をしております。なお、当

事業年度の末日が金融機関休業日であるため、次の期末日満期手形等が期末残高に含まれております。
 

 
前事業年度

（2024年12月31日）
当事業年度

（2025年12月31日）

受取手形 37百万円 －百万円

電子記録債権 287 373
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（損益計算書関係）

※１　関係会社との取引に係るものは次の通りであります。

 
前事業年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

売上高 21,888百万円 17,795百万円

仕入高 23,454 27,288

販売費及び一般管理費 114 96

営業取引以外の取引高 4,716 3,636

 

※２　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度48％、当事業年度51％、一般管理費に属する費用のおおよそ

の割合は前事業年度52％、当事業年度49％であります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
前事業会計年度

（自　2024年１月１日
   至　2024年12月31日）

当事業会計年度
（自　2025年１月１日
   至　2025年12月31日）

販売手数料 80百万円 12百万円

荷造運搬費 1,075 1,247

広告宣伝費 280 211

役員報酬 289 334

役員賞与引当金繰入 70 72

株式報酬費用 90 112

給与手当 3,876 4,147

賞与引当金繰入 657 706

退職給付費用 308 314

賃借料 503 553

減価償却費 292 291

研究開発費 2,101 1,996

支払手数料 1,366 1,236

その他 3,718 3,912

計 14,710 15,152

 

※３　有形固定資産売却益の内容は次の通りであります。

 
前事業年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

機械及び装置 1百万円 0百万円

土地 0 1

その他 0 －

計 1 1

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

有価証券報告書

183/196



※４　有形固定資産売却及び除却損の内容は次の通りであります。

　　　有形固定資産売却損

 
前事業年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

機械及び装置 －百万円 0百万円

計 － 0

 

　　　有形固定資産除却損

 
前事業年度

（自　2024年１月１日
　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日
　　至　2025年12月31日）

建物 6百万円 1百万円

構築物 － 1

機械及び装置 13 5

工具、器具及び備品 1 3

建設仮勘定 3 －

計 23 11

 

（有価証券関係）

子会社株式及び関連会社株式

前事業年度（2024年12月31日）

区分
貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

関連会社株式 1,724 1,984 259

合計 1,724 1,984 259

 

当事業年度（2025年12月31日）

区分
貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

関連会社株式 1,724 2,074 350

合計 1,724 2,074 350

 

（注）上記に含まれない市場価格のない株式等の貸借対照表計上額
 

区分
前事業年度
（百万円）

当事業年度
（百万円）

子会社株式 38,578 38,480
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

 
前事業年度

（2024年12月31日）
 

当事業年度
（2025年12月31日）

繰延税金資産    

賞与引当金 453百万円 461百万円

退職給付引当金 67  63

関係会社株式評価損 1,884  1,941

投資有価証券評価損 72  74

減損損失 477  486

棚卸資産評価損 233  213

その他 805  902

繰延税金資産　小計 3,991  4,140
評価性引当額 △2,612  △2,691

繰延税金資産　合計 1,379  1,449
繰延税金負債    

その他有価証券評価差額金 △685  △803

その他 △76  △81

繰延税金負債　合計 △761  △884
繰延税金資産の純額 617  564

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（2024年12月31日）
 

当事業年度
（2025年12月31日）

法定実効税率 30.1％  30.1％

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.4  1.2
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △13.9  △8.8
税額控除 △1.6  △2.9

住民税均等割等 0.4  0.3

評価性引当額の増加（△減少） △0.8  0.0
その他 0.5  △4.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 16.1  15.8

 

３．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

　当社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関

する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこ

れらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

 

４．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に国会で成立したことに

伴い、2026年４月１日以後開始する事業年度より、「防衛特別法人税」の課税が行われることになりまし

た。

　これに伴い、2027年１月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異に係る繰延税金資産及

び繰延税金負債については、法定実効税率を30.1％から31.0％に変更し計算しております。

　なお、この変更による影響は軽微であります。

 

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

　連結財務諸表「注記事項（企業結合等関係）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関

係）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：百万円）

区分
資産の

種類

当期首 当期 当期 当期 当期末 減価償却

累計額残高 増加額 減少額 償却額 残高

有形固定資産
建物 4,176 400 0 318 4,258 8,829

構築物 438 32 0 51 418 1,426

機械及び装置 3,845 1,625 4 924 4,541 20,967

工具、器具及び備品 4,856 542 1 504 4,893 7,655

土地 3,315 － 0 － 3,315 －

建設仮勘定 737 2,668 2,707 － 698 －

その他 288 106 0 69 325 230

計 17,658 5,376 2,714 1,868 18,452 39,109

無形固定資産 923 826 220 229 1,299 11,959

（注）当期増加額には、東洋バルヴ株式会社から吸収合併により承継した資産による増加額が次のとおり含まれておりま

す。

（単位：百万円）

区分 資産の種類 金額

有形固定資産

建物 0

工具、器具及び備品 10

計 10

無形固定資産 1

 

【引当金明細表】

（単位：百万円）

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸倒引当金 2 7 6 3

賞与引当金 1,505 1,583 1,558 1,531

役員賞与引当金 70 72 70 72

役員株式給付引当金 153 33 28 158

（注）１．役員株式給付引当金のうち流動負債に該当するものは、流動負債の「その他」に含めて計上しております。

２．当期増加額には、東洋バルヴ株式会社から吸収合併により承継した引当金による増加額が次のとおり含まれ

ております。

 （単位：百万円）

貸倒引当金 4

賞与引当金 52

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

（３）【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 １月１日から12月31日まで

定時株主総会 毎事業年度終了後３ヵ月以内

基準日 12月31日

剰余金の配当の基準日 ６月30日、12月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の

買取り及び売渡し
 

取扱場所
（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号　　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人
（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号　　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 ─────

買取・売渡手数料 無料

公告掲載方法

電子公告

但し、やむを得ない事由により電子公告をすることができない場合は、日本経済新聞

に掲載いたします。

公告掲載URL（https://www.kitz.co.jp）

株主に対する特典

１.権利確定日　　12月31日

対象者　　　　保有株式数 100株以上

(1)「株主様ご優待案内」冊子

・ホテル紅や宿泊優待券、BIZ&SPA KISEKINOYU（ホテル紅や別館）優待券

・家庭用浄水器・各種交換カートリッジの割引販売

・北澤美術館招待券

対象者　　　　保有株式数 1,000株以上

(1)「株主様ご優待案内」冊子

・ホテル紅や宿泊優待券、BIZ&SPA KISEKINOYU（ホテル紅や別館）優待券

・家庭用浄水器・各種交換カートリッジの割引販売

・北澤美術館招待券

(2)オリジナルクオカード

・保有株式数 1,000株以上　　1,000円券１枚

・　同上　　 2,000株以上　　2,000円券１枚

・　同上　　 3,000株以上　　3,000円券１枚

(3)次の優待品より１点選択

・北澤美術館ガラス工芸カレンダー（大判サイズ）

・北澤美術館日本画カレンダー（大判サイズ）

・北澤美術館日本画カレンダー（卓上サイズ）

・北澤美術館への寄付　1,300円

・日本赤十字への寄付　1,300円

〇長期保有株主優待

12月31日時点で、５年以上かつ1,000株以上ご保有された株主様はさらにもう

１点、合計２点選択

２.権利確定日　　６月30日

対象者　　　　保有株式数 1,000株以上の新規株主様※

　　北澤美術館ガラス工芸カレンダー（大判サイズ）１部

※12月31日の基準日に異なる株主番号で、1,000株以上保有されていた株主様は除き

ます。

 （注）当社定款の定めにより、単元未満株主は、会社法第189条第２項各号に掲げる権利、株主の有する株式数に応じて

募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利並びに単元未満株式の売渡請求をする権利以外の権

利を有しておりません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第111期）（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）2025年３月27日関東財務局長に提出

(2) 内部統制報告書及びその添付書類

2025年３月27日関東財務局長に提出

(3) 半期報告書及び確認書

（第112期中）（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）2025年８月８日関東財務局長に提出

(4) 臨時報告書

2025年３月27日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第２号の２（譲渡制限付株式としての自己株式処分）に基づく

臨時報告書であります。

2025年３月27日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第２号の２（譲渡制限付株式としての自己株式処分）に基づく

臨時報告書であります。

2025年３月28日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨

時報告書であります。

2026年２月12日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の４（会計監査人の異動）に基づく臨時報告書でありま

す。

(5) 自己株券買付状況報告書

報告期間（自　2025年３月１日　至　2025年３月31日）2025年４月２日関東財務局長に提出

報告期間（自　2026年２月１日　至　2026年２月28日）2026年３月３日関東財務局長に提出

(6) 訂正発行登録書

2025年３月27日関東財務局長に提出

2025年３月28日関東財務局長に提出

2026年２月12日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 

 ２０２６年３月１９日

株式会社キッツ  

 

 取締役会　御中   

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 東京事務所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉川　高史

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 武藤　智帆

 

＜連結財務諸表監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社キッツの２０２５年１月１日から２０２５年１２月３１日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算

書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社キッツ及び連結子会社の２０２５年１２月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成

績及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子

会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎と

なる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当連結会計年度の連結財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要

であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、連結財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形

成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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売上高の期間帰属の適切性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社及び連結子会社では、注記事項（セグメント情報

等）【セグメント情報】に記載のとおり、報告セグメント

の売上高１７３,９３０百万円は売上高の９８.４％を占め

ている。

　注記事項（連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項）４.会計方針に関する事項（６）重要な収益及び費

用の計上基準に記載のとおり、会社及び連結子会社は顧客

に製品等を引き渡した時点で収益を認識している。

　国内販売については、出荷時から製品等の支配が顧客に

移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出

荷時に収益を認識しており、輸出販売については、主にイ

ンコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担

が顧客に移転した時点で収益を認識している。

　売上高は、経営管理者及び財務諸表利用者が重視する指

標の一つであり、売上高が適切な会計期間に処理されない

場合、連結財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性がある。

　以上より、当監査法人は、会社及び連結子会社の売上高

の期間帰属の適切性の検討が、当連結会計年度において特

に重要であり、監査上の主要な検討事項に該当すると判断

した。

　当監査法人は、会社及び重要な連結子会社の売上高の期

間帰属の適切性を検討するに当たり、主に以下の監査手続

を実施した。

（１）内部統制の評価

・会社の売上高の計上プロセスを理解し、その内部統

制の整備状況及び運用状況の評価を実施した。

（２）売上高の期間帰属の適切性の検討

・第４四半期会計期間及び期末日後の一定期間におい

て計上された売上高のうち金額的重要性を含む一定

の条件で抽出された取引について、注文書等により

金額の整合性を検討するとともに、国内販売は出荷

の事実が確認できる証憑等、輸出販売は主にインコ

タームズ等で定められた貿易条件が充足した事実が

確認できる証憑等により、売上計上日との整合性を

検討した。

・期末日後の売上取消又は減額処理のうち一定金額以

上の取引について、根拠資料を閲覧し、当連結会計

年度に売上高の取消又は減額処理すべき取引の有無

について検討した。

・売掛金について、残高確認手続を実施し、売掛金残

高と顧客からの回答情報との整合性を検討した。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書以

外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査委員会の責任は、その他

の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の連結財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記

載内容に対して意見を表明するものではない。

　連結財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容

と連結財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよ

うな重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

連結財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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連結財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利用者の

意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監

査証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸表に対し

て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい

ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか

どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎となる取

引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入

手するために、連結財務諸表の監査を計画し実施する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指揮、監督及び査閲に

関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査委員会と協議した事項のうち、当連結会計年度の連結財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項

を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されて

いる場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合

理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 

＜内部統制監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社キッツの２０２５

年１２月３１日現在の内部統制報告書について監査を行った。

　当監査法人は、株式会社キッツが２０２５年１２月３１日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記

の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財

務報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統制

監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監

査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上

の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

内部統制報告書に対する経営者及び監査委員会の責任

　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

　監査委員会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。
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内部統制監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかについ

て合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにあ

る。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び適

用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部

統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するために、内

部統制の監査を計画し実施する。監査人は、内部統制報告書の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。

監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査委員会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、識別した内

部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項について報告

を行う。

　監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

＜報酬関連情報＞

　当監査法人及び当監査法人と同一のネットワークに属する者に対する、会社及び子会社の監査証明業務に基づく報酬及

び非監査業務に基づく報酬の額は、「提出会社の状況」に含まれるコーポレート・ガバナンスの状況等（３）【監査の状

況】に記載されている。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 

　（注）１．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

 

 ２０２６年３月１９日

株式会社キッツ  

 

 取締役会　御中   

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 東京事務所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉川　高史

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 武藤　智帆

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社キッツの２０２５年１月１日から２０２５年１２月３１日までの第１１２期事業年度の財務諸表、すなわ

ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を

行った。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

キッツの２０２５年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点にお

いて適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫

理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立してお

り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な

監査証拠を入手したと判断している。

 

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であると

判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成において対

応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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売上高の期間帰属の適切性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、バルブの製造・販売を主な事業としており、当

事業年度の損益計算書に計上されている売上高は７９,９

２９百万円である。

　注記事項（重要な会計方針）５.収益及び費用の計上基

準に記載のとおり、顧客に製品等を引き渡した時点で収益

を認識している。

　国内販売については、出荷時から製品等の支配が顧客に

移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出

荷時に収益を認識しており、輸出販売については、主にイ

ンコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担

が顧客に移転した時点で収益を認識している。

　売上高は、経営管理者及び財務諸表利用者が重視する指

標の一つであり、売上高が適切な会計期間に処理されない

場合、財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性がある。

　以上より、当監査法人は、会社の売上高の期間帰属の適

切性の検討が、当事業年度において特に重要であり、監査

上の主要な検討事項に該当すると判断した。

　当監査法人は、会社の売上高の期間帰属の適切性を検討

するに当たり、主に以下の監査手続を実施した。

（１）内部統制の評価

・会社の売上高の計上プロセスを理解し、その内部統

制の整備状況及び運用状況の評価を実施した。

（２）売上高の期間帰属の適切性の検討

・第４四半期会計期間及び期末日後の一定期間におい

て計上された売上高のうち金額的重要性を含む一定

の条件で抽出された取引について、注文書等により

金額の整合性を検討するとともに、国内販売は出荷

の事実が確認できる証憑等、輸出販売は主にインコ

タームズ等で定められた貿易条件が充足した事実が

確認できる証憑等により、売上計上日との整合性を

検討した。

・期末日後の売上取消又は減額処理のうち一定金額以

上の取引について、根拠資料を閲覧し、当事業年度

に売上高の取消又は減額処理すべき取引の有無につ

いて検討した。

・売掛金について、残高確認手続を実施し、売掛金残

高と顧客からの回答情報との整合性を検討した。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書以

外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査委員会の責任は、その他

の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内

容に対して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要

な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ

る場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな

いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影

響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監

査証拠を入手する。
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・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実

施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付け

る。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚

起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう

かとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象

を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査委員会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を監査上

の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されている場合

や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合理的に見

込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 

＜報酬関連情報＞

　報酬関連情報は、連結財務諸表の監査報告書に記載されている。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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